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本文中に「>>>♥」が付されている箇所にはイラストがあります。その箇所を選択すると、ギャラリー中の該当するイラストが表示されます。読んでいた場所にもどるときは、イラスト直後の「このシーンはこちら♥」を選択してください。
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「蓮れん！　よかった、ようやく会えた」

「……間ま違ちがえました」

　雪ゆき入いり蓮は、確かく認にんもなしに玄げん関かんを開けてしまったことを心底後こう悔かいした。ドアの前に立っていたのは、先日縁えんを切ったはずの遊び相手の坂さか本もとだったからだ。

「おい、何で閉めるんだよ！」

　慌あわてて引っ込もうとしたけれど、手と足でドアを押さえられてしまう。

「その手をどけて下さい」

　宅配便を受け取った直後に玄関のインターホンが鳴ったせいで、渡わたしそびれたものがあったのかと、相手を確認せずに開けてしまったのだ。

　普ふ段だんはこんな不用心ではないのだが、自分でも油断したとしか云いいようがない。

「きちんと話をしよう、蓮。電話にも出ないしメッセージも未読だし、本当に心配したんだからな」

「それは敢あえて無視していたんです。坂本さん、もう連れん絡らくしないでって云いましたよね？　かけてきても出ないって云ったの覚えてないんですか？」

　ゆっくりと諭さとすように話しかける。言葉に感情を乗せると、そうやって気を引こうとしていると都合よく解かい釈しやくされかねないからだ。

「どうしてそう素す直なおじゃないんだ、蓮は……。そうやってわざと俺を心配させてるんだろう」

　坂本は大おお袈げ裟さに肩かたを竦すくめて、悲しげな表情を浮うかべる。細心の注意を払はらったにも拘かかわらず、心配したとおりに決めつけられてしまった。

　我が儘ままを云う年下に手を焼いている年上の恋こい人びと───自らをそういう役どころだと思っているのだろう。

　庇ひ護ご欲よくを搔かき立てられる容姿をしているとはよく云われる。百七十センチにぎりぎり届かない身長や男としては薄うすっぺらい体が、相手によっては頼たよりなげに見えるのだろう。

　自分で云うのも何だけれど、顔はそれなりに悪くないらしい。長めの黒くろ髪かみに、黒目がちな瞳ひとみ。そんな見た目と気まぐれな性格から、黒くろ猫ねこのようだとよく云われる。

「わざとって……そういう気持ち悪い解釈やめて欲しいんですけど……」

「意地を張っても、俺にはバレバレだぞ？」

「…………」

　反論すればするほど、照れ隠かくしだと受け取られてしまう。面めん倒どうな男を相手にしてしまったものだと、蓮は大きなため息を吐ついた。

　坂本との出で逢あいは、行きつけのカフェバーでのことだ。

（ドライなタイプに見えたんだけどなあ……）

　第一印象は遊び慣れた大人の男、という雰ふん囲い気きだった。

　八歳年上の坂本は、名の知れた上場企き業ぎように勤めるエリートだ。容姿もスタイルも悪くなく、自分の見せ方をよく知っているスマートさを持っていた。

　カウンター席で隣となり合ったのをきっかけに知り合い、軽い気持ちで関係を持ち始めた。割り切ったつき合いのできる大人に思えたし、だから、気楽に遊べると思ったのだ。

　体の相あい性しようもそこそこよかったし、話題も豊富な坂本と過ごす時間はそれなりに楽しかったし、お互たがいに割り切ったつき合いができていると思っていた。

　けれど、関係を持ち始めてから、徐じよ々じよに蓮を束そく縛ばくするようになってきた。他ほかの人間と連絡を取ることを阻はばもうとしたり、外出すら制限するようになったり。

　だからと云って、大人しく従っていたわけではない。一いつ緒しよに暮らしているわけではないし、それぞれに生活がある以上、坂本に蓮を管理できるはずもなかった。

　そもそも、最初に蓮は、『体だけの割り切った関係しか持たない』と宣言してある。そして、坂本もそれを了りよう承しようしたはずだった。

　もしも、『恋人』だったとしても、蓮の交友関係や行動範はん囲いをそこまで制限する権利はない。

　煩わずらわしさが勝まさる以上、遊び相手としては適任ではない。そのため、関係を終わらせることにした。しかし、坂本は納なつ得とくせず、こうしてつきまとっているというわけだ。

　しつこくかかってくる電話や何通も届くメールは無視し、メッセージアプリは削さく除じよした。

　その上で行動範囲が被かぶらないよう避さけていたのだが、とうとう家にまで押しかけてきてしまった。

　オートロックの建物内に入って来ることができたのは、以前、何度か蓮と共に出入りした際に、横で暗証番号を盗ぬすみ見ていたからだろう。

　セキュリティのしっかりしたマンションだが、坂本が蓮の知人だという認識のため、警備員はスルーしてしまったに違いない。

（あとで管理会社に云っておかないと……。ああ、そうだ。暗証番号も変えなきゃな）

　事後処理の面倒くささにため息が出るけれど、その前に目の前の問題をどうにかしなくてはならない。

「ちゃんと話をしよう。俺たちはお互いに誤解があるだけだ」

「何の誤解ですか？　俺はもう顔も見たくないって何度も云ってますよね？」

「悪いところは改める。だから、拗すねるのはもうやめてくれ」

「拗ねてませんし、いい加減俺につきまとわないでもらえます？　そもそもあなたとはつき合ってもないんですけど。俺たちは体だけの関係だったじゃないですか」

　声を荒あららげれば、気を引くための演技だと受け取られてしまう。苛いら立だちを抑おさえつつ、冷静に云い聞かせようと努力する。

「始まりはそうだったかもしれない。けど、だんだんと気持ちが通じ合ってきたじゃないか。なあ、そうだろう？　少し束縛しすぎたかもしれないが、俺の君を心配する気持ちも理解してくれ」

　目眩めまいを通り越こして頭痛がしてきた。話が通じないにも程ほどがある。

「気持ちが通じ合った覚えもないですし、あなたの行動は常じよう軌きを逸いつしてますよ。何十回も電話をかけてきて、招かれてもいない家に押しかけるなんて非常識だと思わないんですか？」

　年下の大学生に常識を説かれるなんてと自尊心が傷ついてくれれば目も覚めてくれるかもしれないと淡あわい期待を抱いだいたけれど、坂本の心に届くことはなかった。

「行きすぎた行動は反省してる。でも、君を愛してるんだ……！」

「はあ……」

　坂本はすっかり自分に酔よっているようだ。

　そういえば、坂本にはナルシスティックな面があった。誰だれにでも親切で物もの腰ごしが柔やわらかいのに、空くう虚きよな雰囲気を感じるときがある。

　多分、あれは他者に親切にしている自分が好きなだけなのだろう。結局、上辺だけの仮面だったのだ。

　もちろん、人に迷めい惑わくをかけなければ優やさしさの理由などなんだっていい。無意味に冷たいよりはずっといいけれど、鷹おう揚ようなふりをした束縛タイプは質たちが悪い。

　二人で過ごす時間が増えれば増えるほど、坂本は利己的なところを見せるようになっていった。無意識の行動だったのかもしれないが、小さなことにも否定を繰くり返し、蓮の思考を支配しようとしてきた。

　何を云っても肯こう定てい的な返事をしない。最初に坂本に対して引っかかりを覚えたのはそれだ。

　メールを無断で読まれたり、大学の友人と電話をしていたらスマホを取り上げられて勝手に切られたことも何度もある。

　やめてくれと強く云っても、『後ろめたいことがないなら構わないだろう』と聞く耳を持たなかった。

　そうやって、蓮の交友関係を制限しようとしてくる坂本にうんざりし、彼との関係を続けることにメリットを感じなくなってしまったのだ。むしろ、いまは嫌けん悪お感かんしかない。

　夜遊びにつき合ってくれる友人はたくさんいるし、寝ねるだけの相手も何人もいる。そもそも、一人に束縛されるようなつき合いをする気は毛頭ない。

　坂本がただ一人の特別な相手を望んだとしても、蓮ではその願いを叶かなえることはできないのだから、距きよ離りを置くのが最善の方法のはずだ。

「俺の話を聞いてるのか!?」

　坂本の話を右から左に聞き流していたら、さらに声を荒らげてくる。

　話の通じなさにぐったりする。誰もがそうだろうが、人と揉もめるのは好きではない。

　前向きな結論が導き出されるディスカッションならともかく、すでに出ている答えを強ごう引いんに曲げようとしてくる相手との話なんて非建設的すぎる。

「……いい加減帰ってくれませんか？　はっきり云いって鬱うつ陶とうしいんですけど。俺に執しゆう着ちやくしたって何もいいことなんてないですよ」

「蓮、いつまでそうやって意地を張ってるつもりなんだ……？　さては誰か中にいるんだろう!?」

　オーバーな態度で詰つめ寄ってくる。見けん当とう違ちがいの方向に勘かんぐってくる坂本に、蓮は冷ややかな目を向けた。

「誰もいないし、もしいたとしてもあなたには関係ないでしょう。そもそも、彼氏でもないくせにデカい顔されて迷惑なんですけど。最初に云いましたよね？　恋人は作らない主義だし、体だけの関係だって」

「どうして、そうやって虚勢を張るんだ？　もっと素直になっていいんだ、蓮。君は淋さびしいだけなんだ。その淋しさを埋うめるのは俺だけで充じゆう分ぶんだろう」

「だから、素直に迷惑だって云ってるんですけど。あんたより上手うまいやついっぱいいるし、不自由してませんから」

「そんなことを云って、俺の気を引こうとしなくてもいいんだ」

「だから！　いい加減、自分が遊び相手の一人だったって理解しろよ！」

　憤いきどおりが抑えきれず、とうとう声を荒らげてしまった。苛立ちのせいで敬語を使う余よ裕ゆうもない。

「蓮───」

　坂本の云うとおり、夜遊びするのは淋しいからだ。だからと云って、偉えらそうなことを云われたくはない。

　不特定多数のうちの一人なのは自分も同じだ。そういう価値観同士、決して深入りはしない。そのときが楽しければそれでいい。

　プライベートな時間を享きよう楽らく的に過ごして何が悪いのだ。

「これから、他のやつが来るから帰って欲しいんだけど」

　本当は約束などしていなかったけれど、追い払はらう理由があったほうがいいだろうと考えたのだ。しかし、坂本の神経を逆さか撫なでする結果になってしまった。

「他の男とは関かかわるなと云ってるだろう！」

「あっ、ちょっと……！」

　連れん絡らくを待つ素そ振ぶりで手にしていたスマートホンを奪うばわれ、床ゆかに叩たたきつけられた。薄うすさを誇ほこるその機種は悲痛な音を立てて部品を飛び散らせた。

「何すんだよ！」

　慌あわてて拾い上げたけれど、角の部分は破は壊かいされ、画面には蜘蛛くもの巣のようなヒビが入ってしまっていた。

「これ買ったばっかだったのに……」

　学費も生活費も親に出してもらっているけれど、これはアルバイト代で買ったものだ。真新しい最新機種を破壊されたショックは大きかった。

「俺からの連絡がいらないなら、そのための道具もいらないだろ」

「ふざけんな！　弁べん償しようしろよ！」

「お前が俺の話を真ま面じ目めに聞こうとしないのが悪いんだぞ。これで少しは反省したか？」

「はあ？　マジで意味わかんないんだけど。反省が必要なのはそっちだろ」

「大人しく俺の云うことを聞くなら、同じのを買い直してやってもいいけどな」

　居い丈たけ高だかな物云いにカッと怒いかりが沸わき上がる。

「おい、いつまで騒さわいでるつもりなんだ」

　押し問答しているところに、冷ややかな声が割って入ってきた。マンションの住人が苦情を云いに来たのだろう。廊ろう下かは思っている以上に声が響ひびくことを忘れていた。

「すみま───」

「関係ないやつは引っ込んでろ！　まさか、お前が浮うわ気き相手か？」

　一ひと先まず謝罪をしようとした蓮を遮さえぎり、坂本が嚙かみつく。

「ちょっ、無関係の人に何バカなこと云ってるんだよ！」

　いくら住人同士のつき合いが稀き薄はくなマンションだと云っても、悪印象を持たれたくはない。少しはここに住んでいる自分の立場も考えて欲しい。

（……って云っても無む駄だか）

　そもそも、蓮が迷惑していることも認めていないのだ。客観的に自分の姿を顧かえりみることなど、坂本には無理だろう。

「しらばっくれてごまかす気か？」

「俺はここの住人だ。夜に集合住宅で大声を出されていい迷惑なんだよ。これ以上騒ぐようなら通報するぞ」

「な……っ」

　通報という言葉に坂本は顔を強こわ張ばらせた。現実が見えたことで、血が上っていた頭が少し冷えたようだ。

　警察沙ざ汰たになれば、会社にも話が行きかねない。大手企き業ぎようの一員として、それがかなりの痛手になるくらいの自覚はあるのだろう。

「し、仕方ないな。今日のところは帰るが、この話の続きはきっちりさせてもらうからな」

「はいはい、わかったからさっさと帰って」

　話の続きどころか、顔も見たくなかったけれど、そのことを蒸むし返せばまた屁へ理り屈くつを捏こね始めかねない。近所迷惑も考えて、ぐっと言葉を吞のみ込んだ。

「お騒がせしてすみませんでした。今後はご迷惑をおかけしないよう気をつけます」

　坂本を追い払ってもらえて助かったけれど、マンションの住人に醜しゆう態たいを見られてしまったことは痛かった。

「まったく……痴ち話わゲンカならよそでやってくれ」

　あれだけ大きな声を出していたのだ。どういう事情で揉めていたか察したのだろう。

　隠かくそうともしない言葉の棘とげに胸が痛むけれど、あれだけ騒いでいれば苛いら立だたせてしまっても当然だ。平身低頭、謝るしかない。

「本当に申し訳ありませ───」

「蓮？」

「え？」

　重ねて謝罪しようとした瞬しゆん間かん、名前を呼ばれた気がした。

「お前、蓮だろ」

　気まずさから目を合わせないようにしていた蓮だったが、相手の声こわ音ねが変わったことで思わず顔を上げた。

「え、は、隼はや斗とさん……？」

「うん、久しぶり。こんなところで再会するなんてな」

　蓮の目の前に立つその人は実家にいた頃ころ、隣となりに住んでいた能の瀬せ隼斗だった。見上げるほどの長身と、精せい悍かんな顔つきは見間違えようがない。

（何で声でわからなかったんだろ……）

　こんな聞き慣れた声で気づかなかったなんて、相当テンパっていた証しよう拠こだろう。

　隼斗はいまテレビ局のアナウンサーとして活かつ躍やくしている。最近は若手の中でも女性人気が高いらしく、番組をいくつも任されているようだ。

　一方的に活躍を見ていたけれど、個人的にはもう何年も連絡は取っていなかった。だから、もう自分のことなど忘れてしまっていただろうと思っていた。

　懐なつかしげな顔をしていた隼斗だったが、すぐに我われに返った様子で怖こわい顔になる。

「おい、お前、あんな男とつき合ってるのか？」

「つ、つき合ってないし、隼斗さんには関係ないだろ」

　ごまかす言葉も思いつかず、素っ気なく返す。いまの自分を恥はじているわけではないけれど、かつて純じゆん粋すいだった過去を知る隼斗に『現在』を知られるのはさすがに気まずかった。

「つき合ってないのに、どうして揉もめてたんだ」

「俺だって知らないよ。大体、隼斗さんこそ何でこんなところにいるわけ？」

　これ以上追つい及きゆうされると都合が悪い。話題を逸そらそうと、逆に問い返す。

「隣に引っ越こしてきたから挨あい拶さつに来たんだ」

「隣？」

「これから、よろしくな」

　そういえば、今日は朝から引っ越し業者が出入りしていた。シューズボックスの上には、業者が挨拶に持ってきたティッシュの箱が置きっ放しになっている。

　つまり、彼らが運び込んでいたのは隼斗の荷物だったということだ。

「噓うそだろ……」

「残念ながら現実だ」

「……っ」

　心の呟つぶやきが口から漏もれていた。隣りん人じんになることを歓かん迎げいしていないのがバレてしまった。

（よりによって、また隣になるなんて最悪だ……）

　運命のイタズラに心の内で悪態を吐つくけれど、隣人になってしまったものは仕方がない。

　どうせ生活時間はずれているだろう。積極的に関わろうとしなければ、今後顔を合わせることもないはずだ。

「とりあえず、さっきはありがと。でも、もう俺には構わないでいいから」

　それじゃ、と部屋の中に引っ込もうとすると、腕うでを摑つかまれ引き止められる。　>>>♥

「放ほうっておけるわけないだろう。お前、いまどんな生活をしてるんだ」

「隼斗さんに云いう義務なんてないだろ」

　腕を振ふり払おうとするけれど、放してもらえない。それどころか、話を聞かせろと隼斗は蓮の腕を摑んだまま、部屋に押し入ってくる。

「ちょっと！　勝手に入るなよ！」

「話を聞くまで放す気はないからな」

「……っ」

　部屋から追い出したかったけれど、本気で怒おこっているときの顔で腰こしが引けてしまう。

　隼斗が本気で怒ったときの怖さはよく知っている。いい加減だった蓮の食事作法をびしびし直してくれたのは隼斗だった。

（もう二度と会うつもりなんてなかったのに……。よりによって、あんなとこ見られるなんて最悪だ……）

　再会を素す直なおに喜べないのは、修しゆ羅ら場ばを目もく撃げきされたせいというだけではなく、過去に隼斗に失しつ恋れんしているからだ。

　隣に住んでいた頃、隼斗は一人で留守番することの多かった蓮の相手をよくしてくれていた。そんな『隣のお兄さん』が蓮の初はつ恋こいの人だったのだ。

「そこに座れ」

「ここ、俺の部屋なんだけど」

「蓮」

　茶々を入れるような発言をすると、厳しい眼まな差ざしが向けられた。

「…………」

　下手へたなことを云うと、墓ぼ穴けつを掘ほりそうで怖い。促うながされるままに、リビングのラグに渋しぶ々しぶ腰を下ろした。隼斗も蓮の前に姿勢を正して座る。

　相変わらず、隼斗はカッコいい。

　憧あこがれていたときのまま、いや、歳としを重ねたぶん魅み力りよくが増しているようにさえ感じる。厳しい顔つきさえ、うっかりすると見み惚とれてしまう。

　テレビの中ではいつもスーツを身に着けているけれど、今日の服装はカジュアルだ。スキニーのパンツに白いシャツというありきたりの格好なのに、やけにカッコいい。

　じっと蓮を見つめてくる色素の薄うすい光こう彩さいを見ていると、昔を思い出してしまう。あの頃の蓮は、真しん剣けんな顔で勉強を教えてくれる隼斗の顔をこうしてよく見つめていた。

「───さっきの話は本当なのか？」

　躊躇ためらいがちに切り出された言葉に、はたと我に返る。懐かしさのあまり、意識が過去に戻もどってしまっていた。

　動どう揺ようを押し隠しながら、平然とした素そ振ぶりで訊きき返す。

「さっきの話ってどれ？　騒さわいでた人のことなら、彼氏でも何でもないから。いわゆるセフレってやつかな。それとも、遊び相手がたくさんいるってやつ？」

「……そうだ」

「ていうか、本当だったら何？　隼斗さんに何の関係があるわけ？」

　再会早々、説教されることになるなんて笑える状じよう況きようだ。

「放っておけるわけないだろう！」

「……っ」

　これ以上、隼斗のお節せつ介かい焼きな性格が発揮されても鬱うつ陶とうしい。ムキになって拒こばむより、呆あきれられたほうが手っ取り早いだろうと判断し、わざと明け透すけに告げる。

「ああ、そっか。人気アナウンサーとしては、男漁あさりが趣しゆ味みの知り合いなんかがいたら迷めい惑わくするもんね」

「俺がそんなふうに考えるわけないだろう！　お前は俺にとって弟みたいなものじゃないか。一体どうしたんだ？　昔のお前はそんなじゃなかっただろう」

「昔の俺？　隼斗さんは俺の何を知ってるって云うんだよ!?　大体、説教される筋合いなんてないんだけど！」

　隼斗の物云いにカチンときて、思わず声を荒あららげる。

（誰だれのせいだと思って……っ）

　反射的に、そう思ってしまう。

　一人でいることが当たり前だと思っていた蓮が孤こ独どくだと気づいてしまったのは、隼斗に優やさしくされたからだ。隼斗がいなくなり、蓮は再び一人になった。

　就職するにあたり一人暮らしをする隼斗が引っ越しをする日の前日、思いきって自分の気持ちを告白した。

　あのとき、自分の恋が叶かなうなんて考えてはいなかった。当たって砕くだけるつもりだった。けれど、自分の想おもいをなかったことにされたことはさすがにショックだった。

　いまでも、あのときの隼斗の言葉は忘れられない。

『俺のことが好きなんて蓮の気のせいだよ。大だい丈じよう夫ぶ、高校生になれば彼女もできる』

　あの言葉に傷つき、蓮は自じ暴ぼう自じ棄きになったのだ。

「男とつき合うなんて気持ち悪いよね？　隼斗さんの云うとおり高校で彼女もできたけど、俺男のほうが好きなんだよね。隼斗さんからは習わなかったようなことを先せん輩ぱいに色々教えてもらったんだ」

　苛いら立だちから、云わなくてもいいようなことを露ろ悪あく的に口にしてしまう。よくないとわかっていても、言葉は止まらなかった。

　高校生のとき、男の先輩に誘さそわれるがままにつき合ったのをきっかけに、淋さびしさを紛まぎらわせるために不特定多数と体だけの関係を持つようになった。

　一人で眠ねむらずにすむなら、それでよかった。セックスで疲ひ労ろうし、人ひと肌はだを感じることが、蓮にとっては睡すい眠みん薬やくのようなものだった。

　もちろん、それは自分の問題であって、隼斗に責任はないことはわかっている。

　自分の行動に後こう悔かいはないけれど、隼斗に責められると、誰のせいでこんな自分になったのかと八つ当たりしたくなってしまう。

「気持ち悪いなんて思ってない」

「でも、普ふ通つうじゃないって思ってるんだろ？　隼斗さん、俺に『気のせいだよ。大丈夫』って云ったじゃん」

「！　あのときのことなら、そんなつもりで云ったわけじゃない」

　隼斗の傷ついた表情に胸が痛む。それと同時に、暗い喜びのようなものが湧わき上がってきた。

　自分の気持ちを信じてくれなかった隼斗に対して、拭ぬぐいきれない恨うらみがましい思いがあったのだろう。

「俺さ、もう男なしじゃいられないんだよね。隼斗さんみたいな普通の人には理解できないだろうから、近づかないほうがいいよ」

　自らを貶おとしめる発言で隼斗を傷つけることによって復ふく讐しゆう心しんを満たそうとしてしまう矮わい小しような自分が嫌いやになる。

（俺はどうしてこんなに嫌な性格してるんだろうな……）

　昔、隼斗が蓮によくしてくれたのは親切心からだ。厚こう意いで面めん倒どうを見てくれた人に振られたからと云って、逆恨みするのは間ま違ちがっている。

　こんな自分に好かれたって、迷惑に決まっている。隼斗は傷つけないよう、言葉を選んでくれたはずだ。捻ひねくれた受け止め方をしてしまった蓮が悪い。

「男とつき合うことが悪いわけじゃない。不特定多数と関係を持つのはよくないと云いいたいんだ。どうして、自分をもっと大事にしないんだ？」

「別に好きなことしてるだけだし、個人の自由だろ」

「好きな相手ができたときに後悔するぞ」

「……好きな人なんていないし」

　あれから、恋なんてしていない。

　誰かにときめいたり、浮うき立つような気持ちになったり、隼斗に振ふられてからはそんな相手には出で逢あえなかった。

　あんな苦しい想いをするくらいなら、二度と恋なんてしたくない。

「これからのことを云ってるんだ」

「だったら、恋人ができるまで我が慢まんしろって云うわけ？」

「それが当たり前のことだろう」

「そんなの無理」

「蓮！」

　隼斗の云っていることは真っ当だけれど、所しよ詮せん、綺き麗れいごとだ。

　昔面倒を見た男の子が間違った道へ行ってしまったことが見み逃のがせない───そんな隼斗の気持ちが理解できないわけではない。

　けれど、一度曲がってしまったものは、もう二度と元には戻せないのだ。お互たがいに関かかわり合いにならないほうがいい。

「隼斗さんが抱だいてくれるなら、他ほかの男は切ってもいいけど？」

　軽けい蔑べつして、愛あい想そを尽つかして欲しい。そうすれば、隼斗もボランティア精神を発揮せずにすむ。

　そんな気持ちから、無む茶ちやな要求を口にする。嘲あざけるような笑えみを浮かべたつもりだったけれど、上手うまくいったかどうかはわからない。

「───俺が抱けば、お前は男漁りをやめるのか？」

　売り言葉に買い言葉といったところだろう。ここで怯ひるんでみせれば、相手の思う壺つぼだ。

「やめてもいいよ。隼斗さんにそんなことできるとは思えないけど」

　できもしないくせにとまた笑う。隼斗は倫りん理り観の強いタイプだ。浅ましい要求をする蓮を軽蔑し、愛想を尽かすはずだ。

　しかし、そんな蓮の目もく論ろ見みは外れ、隼斗は真顔で承しよう諾だくしてきた。

「そうか、わかった」

　神しん妙みように頷うなずいて立ち上がると、蓮を抱かかえ上げた。

「うわあっ……な、何!?」

「寝しん室しつはこっちだな？」

「ちょっ、隼斗さん!?」

　蓮を抱き上げた隼斗は、了りよう承しようを得ずに隣となりの寝室にずかずかと入っていく。ベッドは起きたときのまま、整えられてはいない。

　すでに散らかったリビングを見られているのだからいまさらだが、寝ね乱みだれたベッドを見られるのは違う恥はずかしさがある。

（ていうか、どうしてこんな展開になってるんだ!?）

　呆れられて白い目で見られるか、せいぜい「バカを云うな」と叱しかられるだろうと思っていた。

「抱いて欲しいんだろう？」

「じょ、冗じよう談だんに決まってるだろ！」

　どうにかしてリセットできないかと頭を巡めぐらせるけれど、

「冗談には聞こえなかった」

「うわっ」

　ベッドに下ろされるや否いなや、隼斗は動どう揺ようしている蓮に覆おおい被かぶさってくる。がっちりと押さえ込まれ、逃れることはできなかった。

「約束は約束だ。いつもこの部屋に男を連れ込んでるのか？」

「い、いつもってわけじゃ……」

「まあいい。早くすませよう」

「何云って───んぐっ」

　隼斗は逃にげようともがく蓮を押さえ込み、無理やりキスしてきた。一いつ瞬しゆん、何が起こったのかわからなかったけれど、重なった唇くちびるの感かん触しよくを認にん識しきした途と端たん、ぶわっと体が熱くなる。

「んーっ、んーっ、んんん」

　必死に口づけを解こうとする蓮の隙すきをついて舌を捻ねじ込んできた。口の中に入ってきた熱く濡ぬれた感触に体が蕩とろけていく。

（隼斗さんにキスされてる───）

　目の奥が熱くなり、じわりと涙なみだが込み上げてくる。

「んぅ、ん……」

　強ごう引いんなキスが嬉うれしくて、悲しい。

　名前も知らない男に抱かれながら、その腕うでが隼斗だったらと夢想したことは何度もある。

　その願望はいまこうして叶っているけれど、これは『義務』によるものだ。蓮の出した交こう換かん条件を果たそうとしているに過ぎない。

（やっぱり俺、まだ隼斗さんのことが好きなんだ）

　昔のことだと思っていたけれど、それは自分に云い聞かせていただけだった。その証しよう拠こに、いま締しめつけられるように胸が痛い。

「んぁ、ン、ふ……っ」

　やがて、蓮の四し肢しから力が抜ぬけきると、拘こう束そくも緩ゆるむ。蓮の手首を締め上げていた手が、体のラインをなぞり始める。

　触ふれられた部分が熱を帯び、体温が上じよう昇しようしていく。こんなことするべきじゃないと頭でわかっていても、自ら蠢うごめく舌を追いかけてしまう。

「はっ、あ……」

　息も絶え絶えになった頃ころ、ようやく唇が解放された。貪むさぼられた唇には生々しい感触が残り、心なしか腫はれぼったくなっている気がする。

「相変わらず細いな。ちゃんと三食食べてるか？」

　場違いな世間話のような問いかけをされ、俄にわかに正気に戻もどった。

「食べてる、よ……っ」

　気が向いたら、と心の中でつけ加える。昔から、食にはあまり興味が持てない。食事と云えば出来合いのものか、通いのハウスキーパーの作り置きのものだった。

　それなりに手の込んだものは用意されていたけれど、朝も夜も一人で食べる食事は味気なく、蓮にとっては栄養を取るための義務でしかなかった気がする。

「どうだかな」

「……っ」

　服の下に忍しのび込んできた手に腰こしを摑つかまれる。皮ひ膚ふに食い込む指先の冷たさに息を吞のむ。

「一体、何を食ってるんだ？　このへんなんて骨が浮いてるぞ」

「ひぁ……っ」

　脇わき腹ばらを撫なで上げられ、上うわ擦ずった声が出てしまった。

　蓮の体を撫でているうちに隼斗の手も温かくなってくる。乾かわいた指先が肌はだの上を滑すべる感触が気持ちよくて、ついされるがままになってしまう。

　しかし、これ以上は洒落しやれにならない。さっきのキスだけでも行きすぎた行こう為いだ。

「隼斗さん、もう───あっ!?」

　待ったをかけようとした瞬間、指が胸の尖とがりに触れ、一層高い声を上げてしまった。

「ここ感じるのか」

「やっ、あ、あ……っ」

　敏びん感かんなことを知られた乳ち首くびを指で捏こねられ、思わず身を[image: 捩]よじる。感じすぎてしまって、痛いくらいだ。

　そうやって身み悶もだえている中、膝ひざで足を割られる。隼斗はその間に腰を入れてきた。

「あっ……」

　ぴったりと下半身が重なり合っているせいで身動きが取れなくなる。隼斗は蓮のシャツを捲まくり上げ、さっきまで指で弄いじり回していた尖りに唇を寄せてきた。

「あ……っ、ぁん、あっ」

　刺し激げきされてより敏感になったそこを舐なめられ、酷ひどく感じてしまう。硬かたくなった粒つぶを舌の上で転がされるむず痒がゆい感覚に翻ほん弄ろうされた。

　さらに隼斗は甘あま嚙がみしたり、吸い上げたりとひたすらに虐いじめてきた。執しつ拗ような愛あい撫ぶに、体の中心が一層熱く疼うずく。

「や、やだ、嚙まないで……っ」

「痛くはしてないだろう」

「あっ、あ、あ……っ」

　体を撫でていた手が腰から下へと降りてきたかと思うと、服越ごしに尻しりを鷲わし摑づかみにしてくる。そのままぐっと腰を擦すりつけられ、強こわ張ばった欲望同士が布越しに擦こすれ合った。

「あ……っ」

　自らの体の変化を知られたことよりも、隼斗が興奮しているという状じよう況きように動揺した。

　どういう気持ちで蓮を抱いているのかはわからないが、蓮の体に欲情していることは紛まぎれもない事実だ。臨戦態勢だということを知り、思わず喉のどを鳴らしてしまう。

「……隼斗さんのも、勃たってるけど……」

「そりゃ勃つだろ」

　果たして、隼斗は最後までする気があるのだろうか。蓮の知る限り、隼斗には過去、彼女がいた。普ふ段だんの様子も同性に興味があるようには見えなかった。

（でも、勃ってるし……）

　少なくとも、蓮の体に対しては嫌けん悪お感かんはないということだろう。

　だが、だからと云いって安心はできない。蓮の場合、肝かん心じんな部分を隠かくせば胸のない女の子だと思い込むことはできるかもしれない。

　自分と同じものがついているのを目にした途端、冷静になってしまう可能性だってある。そう考えたら、これ以上の行為が怖こわくなった。

　隼斗ならあからさまな悪態を吐つくことはないだろうけれど、拒きよ否ひ感は表情や態度からも伝わってくる。もしそんな様子を目まの当たりにしたら、しばらく立ち直れないだろう。

「は、隼斗さん、もういいよ」

「ん？」

「もう、充じゆう分ぶんだから」

　冗談や酔すい狂きようで相手をしようとしているのではないことはわかった。そもそも、蓮の発言はただの当てつけでしかなかったのだ。本気で向き合おうとしてくれただけで充分だ。

「何が充分なんだ？　このままじゃ辛つらいだろ」

「……っ!?」

　服の上から股こ間かんを握にぎり込まれ、息を吞む。下着の中で窮きゆう屈くつさを訴うつたえていた自身が、ダイレクトな刺激でさらに嵩かさを増す。

「もしかして、こっちをどうにかしろってことか？」

「いや、違ちが……っ」

　慌あわてて訂てい正せいしようとしたけれど、手早くベルトを緩められ、ズボンを引き下ろされた。反り返った屹きつ立りつが隼斗の眼下に晒さらされ、蓮は恥はずかしさに目眩めまいがした。

　これまで、何人もの相手と夜を共にしてきた。体を見られることに羞しゆう恥ちなど覚えなくなったし、大だい胆たんな行為に躊躇ためらいを覚えることもなくなった。

　なのに、いまは欲情している自身を見られているというだけで、死にたくなるくらい恥ずかしい。隠そうとしたけれど、手を摑まれ阻はばまれる。

「こんなにガチガチじゃ痛いだろ」

「やっ」

　充血したそれを指でなぞられ、びくりと体が跳はねる。

　直じかに目にしたら我われに返るのではという蓮の懸け念ねんなどものともせず、隼斗はそのまま指を絡からめて緩く扱しごき始めた。

「ひぁっ、や、あ」

「人のだと勝手がわからないな」

　隼斗は独りごちながら、強弱をつけて擦ったり、先端の窪くぼみを刺激したりと様々なアプローチをしてくる。

「あ、や、そこ……っ」

「ここか？」

「ああっ、あっ、あ……っ」

　翻弄されるばかりで、この状況を打開する術すべを考える余よ裕ゆうもない。与あたえられる快感に身を任せるしかなかった。

　それなりの経験値はあると自負していた。けれど、好きな相手に触れられる感覚の強きよう烈れつさには戸と惑まどうばかりだ。ほんの些さ細さいな接せつ触しよくだけで、細さい胞ぼうの一つ一つが蕩とろけてしまう。

　はあはあと息を切らせていた蓮は、隼斗が体をずらそうとしていることに気がついた。

「なに……？」

「そのまま寝ねてろ」

　隼斗は体を起こしかけた蓮にそう云って、足からズボンを引き抜いた。抱かかえ上げるように両足を押し開かれた直後、自身の先せん端たんに熱く濡ぬれた感触がした。

「……っ!?」

　舐められたのだとわかったのは、数秒後のことだった。

「ま、待って、そんなことまでしなくていいよ……っ」

　行為自体にも動どう揺ようしていたけれど、それ以上に隼斗の躊躇いのなさに戸惑うしかなかった。

「こうされるのは嫌いやなのか？」

「い、嫌とかそんなんじゃなくて───」

　むしろ、隼斗のほうに抵てい抗こう感があるのではないかと思ったのだ。手でするのと口でするのでは、後者のほうがハードルが高い。

　蓮自身、されるのはともかく、するのはあまり好きではなかった。なのに、隼斗は止める間もなく蓮のそれを舐め上げる。

「嫌じゃないならいいだろう」

「で、でも……あっ、や、あ……！」

　足を閉じたくても、そうすると隼斗の頭を挟はさむことになってしまう。先のほうから口に含ふくみ、舌を絡めてくる隼斗を引き剝はがそうとするけれど、まったく力が入らない。

（隼斗さんが俺のを───）

　そう考えるだけで頭の中が茹ゆだってしまう。そして、それ以上に体感している快感は強烈なものだった。

「だめ、も、あ、ぁあ……っ」

　根元の膨ふくらみを指で弄もてあそばれながら、丹たん念ねんに舐めしゃぶられる。蓮は呆あつ気けなく切せつ羽ぱ詰つまった状態に追い立てられた。

　このままでは終わりも近い。隼斗に顔を上げさせようと必死になるけれど、実際は力なく髪かみを搔かき回している程度でしかなかった。

「おねが……っ、もう、やめ……っ」

　涙なみだ目めで嘆たん願がんするけれど、隼斗はさらに強く唇くちびるで締しめつけてくる。

　つけ根を押さえていた指が緩ゆるむと同時にじゅっと音を立てて吸い上げられ───欲望を爆はぜさせてしまった。

「あ、ぁ、ああ……っ」

　絶頂を迎むかえ、頭の中が真っ白になる。行こう為い自体の刺激の強さと終わりを迎えた疲ひ労ろうに呆ぼう然ぜんとしてしまう。

　夢のようと云うよりは、これが現実だということが信じられなかった。

「大だい丈じよう夫ぶか、蓮？」

　問いかけにぼんやりと頷うなずく。弛し緩かんしきった体では、指一本動かすことも重労働だ。

　ぼんやりとしていると、乾かわいた指が後ろの窄すぼまりを探さぐってくる。その感触に、ぼやけていた意識が少しはっきりした。

「ん……っ」

　マッサージをするようにそこを揉もまれ、理性が戻もどってくる。隼斗の指ゆび遣づかいから、そこを使う行為には不慣れだということがわかった。

　隼斗の本気を感じ取り、何とも云えない気分になる。本当にいいのかという罪悪感も込み上げてきた。煽あおって焚たきつけたのは自分だ。だからこそ居たたまれない。

「ちょ、ちょっ、待った！」

「何だ？」

「男としたことないくせに、これ以上のことできるわけ？」

　動揺を見み抜ぬかれないよう、挑ちよう発はつ的に問う。蓮としては、これで怯ひるんでくれればという気持ちだった。

　男女間でもなくはないが、一いつ般ぱん的には経験のある人間のほうが少ないだろう。

「何だ、怖いのか？」

「そんなこと……っ」

「俺のことなら心配するな」

「別に心配してるわけじゃ───ぅあっ」

　強めに押され、体が強こわ張ばる。いっそ、やり方を教えるべきかどうか悩なやんでふと視線を向けた蓮は、隼斗の股間がさっきよりも張り詰めていることに気がついた。

（マジで？）

　自分のことばかり考えていたけれど、隼斗のほうも放ほうっておいて簡単に治まるような状態ではない。最低限の責任は取らなければと思い直した。

「……隼斗さん」

「何だ？」

「そこの引き出しの中のやつ取って」

　ローションや避ひ妊にん具ぐが入っている。隼斗にそのことを告げるのは、何となく恥ずかしくて早口になってしまう。

　引き出しの中を見た隼斗は、眉まゆ根ねを寄せた。隼斗は半分ほどに減ったボトルを取り出し、蓮の目の前で振ふってみせる。

「これを使えってことか」

「隼斗さんだって、気持ちいいほうがよくない？」

　自分は痛くてもいいけれど、隼斗には少しでも不快に感じてもらいたくない。

「────」

「あと、ゴム使ってもらいたいんだけど───うわっ」

　何の前置きもなく体を裏返され、戸惑いの声を上げてしまう。それまでの優やさしかった手つきが噓うそのように、乱暴な扱あつかいだった。

「ひゃ……っ」

　俯うつぶせにされたかと思うと、息を吐つく間もなく尻しりの狭はざ間まにローションを垂らされる。蓮はその冷たさに思わず小さな悲鳴を上げた。

　さっきまでは控ひかえめに探ってきていた指が、今度は強ごう引いんに中へと押し込まれる。少しキツかったけれど、ローションの滑ぬめりのお陰かげで奥まで指が入っていった。

「あ……っ」

　その乱暴な手つきから、隼斗の苛いら立だちが伝わってくる。原因は定さだかではないけれど、怒おこらせてしまったのかもしれない。

　理由もわからないまま、乱雑に中を搔き回される感覚に惑わく乱らんする。だけど、ぬるぬると抜ぬき差しされる指の感触に耐たえることが精せい一いつ杯ぱいで、悠ゆう長ちように問いかける余裕なんてなかった。

「あっ、あ、や……っ」

　自分の中で蠢うごめく感触に歯を食い縛しばる。やがて、中を押し拡ひろげていた指が引き抜かれ、腰こしを引き上げられた。

「あ……っ」

　上半身をベッドに突つっ伏ぷした状態のまま、腰だけ突き出した体勢を取らされる。そうして、後ろから硬かたいものを押し当てられた。

「……あ……」

　その熱さに目眩めまいがする。間ま違ちがいなく興奮している証しよう拠こだ。ぐっと腰を摑つかむ指に力が入り、硬く張り詰めたものを体内に押し込まれる。　>>>♥

「く、あ……っ」

　隼斗の屹きつ立りつは薄うすいゴムを纏まとわずに蓮の中に押し入ってきたようだ。粘ねん膜まく同士が触ふれ合う刺し激げきの強さに、脳内が煮にえ滾たぎる。

　それに、いま自分の体の中で隼斗の存在を感じているという事実が堪たまらなかった。彼の欲望は萎なえるどころか、蓮の中でさらに硬こう度どを増した気がする。

「ぁ…あ、あ……っ」

　準備が足りなかったせいか、かなりキツい。

　入り込んできた異物は、躊躇ためらいもなく奥へと進んでいく。無理やり押し開かれた圧あつ迫ぱく感かんはあったけれど、我が慢まんできないほどではなかった。

　隼斗は繫つながり合った体を揺ゆさぶってくる。容よう赦しやのない突き上げに、戸と惑まどい混じりの嬌きよう声せいを上げてしまう。

「う、あ…ぁあ……っ」

　めちゃくちゃに搔き回され、頭の中までぐちゃぐちゃになる。抉えぐるように穿うがたれ、白い筋が浮うくほど強くシーツを握にぎりしめた。

「はっ、あ、あっ、ああ！」

　徐じよ々じよに速度が上がり、呼吸も追いつかない。

　いま、隼斗がどんな顔をしているのかはわからないけれど、彼自身、自らの衝しよう動どうに追い立てられているようだった。

「あっあ、あ、あー……っ」

　惑乱する中で追い詰められ、蓮は二度目の絶頂を迎えた。解放感に身を委ゆだねると同時に、意識が遠とお退のいていく。

「……っ」

　終わりを迎えた蓮の体を激しく揺さぶっていた隼斗も、やがて息を詰つめる。それと同時に大きく震ふるえ、蓮の中に欲望の証あかしを注ぎ込んだ。








２






『そんなところで何してるんだ？』

　鍵かぎを忘れて家に入れず、マンションの廊ろう下かでしゃがみ込んでいる小学生の蓮に声をかけてきたのは、隣となりに住む高校生の隼斗だった。

　夏休み前のとくに暑い日だった。喉のどがカラカラで、でも、飲み物を買いにいくお金もなくて、ただじっと部屋の前で両親の帰りを待っていた。

『…………』

　何をしていると問われても、何もしていないと答えるしかない。返事に迷っていたら、違う質問をされた。

『もしかして、鍵ないのか？』

　問いかけにこくりと頷うなずくと、隼斗は蓮の状じよう況きようを察したようだった。

『お母さんかお父さんは？』

『仕事。夜にならないと帰ってこない』

　お手伝いさんが来るのは、一日置きだ。電話を借りて両親に連れん絡らくを取るという手段も考えたけれど、二人に迷めい惑わくはかけたくない。

『じゃあ、俺ん家ち来いよ。誰だれか帰ってきても、ウチならすぐわかるだろうし』

　隼斗は蓮を家に招いてくれた。気持ちはありがたいけれど、甘えていいものか。そんなふうに考えていたら、手を差し伸のべられた。

『あ、あの……』

『いいから来いって。ゲーム買ったばっかなんだけど、相手がいなくて困ってたんだ』

　蓮が戸惑っていると、隼斗はそう笑いかけてくれた。










（───懐なつかしい夢……）

　ふっと覚かく醒せいし、まだぼんやりとした頭で直前まで見ていた夢を反はん芻すうする。

　あの日、隼斗は熱ねつ中ちゆう症しようになりかけていた蓮に飲み物を飲ませてくれ、隼斗の母親はホットケーキまで焼いてくれたのをよく覚えている。

　小学生の蓮にとって、隣に住んでいる高校生なんて遠い存在だった。それまで何の接点もなかったけれど、その日から友達になった。

　おずおずと差し伸べられた手を握ったその瞬しゆん間かんから、隼斗が蓮の全すべてになったのだ。

　顔を合わせるたびに家に誘さそってくれ、夏休みは遊びにも連れていってくれた。勉強を教えてくれたり、変な癖くせのついてしまった箸はし使いや行ぎよう儀ぎ作法などが直ったのも隼斗のお陰かげだ。

　一人きりの家に帰りたくなくて道草を食ってばかりいた蓮は、あの日から隼斗の帰宅を待つために家にまっすぐ帰るようになった。

　あの頃ころのことを思い出すと、隼斗の顔ばかり浮かんでくる。蓮にとって、絶対的な存在だった。依い存そんしていたと云いっても過言ではないだろう。

　自分でも笑えるくらい、頭の中は隼斗のことばかりだったけれど、それからは不思議と学校で同級生と友達づき合いができるようになった。

　それ以前の自分はかなり卑ひ屈くつで暗い性格だった気がする。クラスメイトだって、話しかけたいと思えなかったのだろう。

（親からは放置されてたようなもんだったからな……）

　彼らの気を引こうと、勉強を頑がん張ばってみたり、逆にイタズラをして困らせてみたりと様々なことを試ためしてみた時期もあったけれど、淡たん々たんとした対応をされるばかりで、とくに効果はなかった。

　蓮の両親自体、物心ついたときには二人の関係は冷めきっていて、ただの同居人のような存在だった。同居人としてはそれなりの信しん頼らいはし合っていたようだけれど、愛情があるようには見えず、蓮に対してもどこか事務的だった。

　彼らは基本的に共感性が薄うすく、一いつ緒しよに遊んだ思い出も、話が弾はずんだ記き憶おくもない。

　言葉を交かわすことがなかったわけではないけれど、両親との会話を敢あえて喩たとえるなら『報告』だった気がする。

『夫ふう婦ふ』としては完全に破は綻たんしていたけれど、それでも別れなかったのは『既き婚こん』という肩かた書がきが必要だったからだろう。

　省庁勤めの父親と広告代理店勤務キャリアウーマンの母親が出世するには、家庭を持っているという事実が必要なのだといまでは理解できる。

　一いつ般ぱん的な家庭ではなかったとは云え、この歳としまで金銭的な苦労もなく私大に入れてくれ、それなりの金額のマンションに一人暮らしをさせてくれている両親に感謝はしている。

　彼らの稼かせぎがなければ、いまのような生活はできていない。蓮が遊び回っていることは薄々勘かんづいているようだけれど、大学の成績に問題がなく、法を犯おかすようなことがなければ好きにしろといったことを遠回しに云われた。

　彼らの無関心にやさぐれかけた時期もあったけれど、いま思えば、二人とも家庭を作り子供を育てるということに向いていなかっただけだろう。

　血の繫がった親子だって、相あい性しようというものはあるのだから仕方がない。

　そうとわかっていても、鬱うつ々うつとこんなことを考えてしまうのは淋さびしいからだと思う。我われながら二十歳はたちにもなって男らしくないことは自覚しているけれど、過去を吹ふっ切れるほど大人にはなりきれてはいないのだ。

「蓮、そろそろ起きろ」

「……へ？」

　部屋の中で自分以外の声がしたことに耳を疑う。声だけでなく、肩を摑つかまれ軽く揺ゆすられた。

「もう朝だぞ。朝が弱いのは相変わらずだな」

　何度か瞬しばたたくと焦しよう点てんが合い、見下ろしてきている人の顔がはっきりとしてきた。

「は、隼斗さん……？」

「何をそんなに驚おどろいてるんだ。まだ寝ねぼけてるのか？」

「え？…………あっ」

　夢の中よりも年ねん齢れいを重ねた隼斗の顔に驚いたあと、昨晩のことを思い出した。

（うわあああああああ）

　一気に甦よみがえってきた生々しい記憶に、心の中で叫さけびまくる。とんでもないことをしでかしてしまった自分に血の気が引いた。

　坂本と揉もめているところを助けてくれたのは、偶ぐう然ぜん、隣に越こしてきた隼斗だった。

　その上、乱れた生活を説教されたことに逆ギレし、男漁あさりをやめて欲しかったら自分を抱だけと難なん癖くせをつけたのだ。

　そうして、関係を持ってしまったわけだが───はっきり云って後こう悔かいしかない。

（何てことしちゃったんだろう……）

　いくら過去に恨うらみがましい気持ちがあったとしても、理り不ふ尽じんな八つ当たりでしかなかった。思い返すと、罪悪感と羞しゆう恥ち心しんでいてもたってもいられない気持ちになる。

　隼斗は駄だ々だを捏こねる蓮を説き伏ふせるために行動に移したのだろうが、きっと内心では呆あきれ果てているに決まっている。それどころか、怒おこっているかもしれない。

　どうやって償つぐなえばいいのだろう。はっきり云って、許してもらえる気がしない。青くなっている蓮に、隼斗は普ふ通つうに話しかけてくる。

「やっぱり具合悪いのか？」

「だ、大だい丈じよう夫ぶ！　何でもない！」

　隼斗から向けられる気き遣づかいが居たたまれない。必死に首を横に振ふって、体調が万ばん全ぜんなことをアピールする。

　昨日、蓮が避ひ妊にん具ぐなしでされたことに文句を云ったことを気にしているのだろう。中に出されると後始末が面めん倒どうな上、体調を崩くずすこともある。

「無理はするなよ」

「平気だってば」

「それなら、顔洗ってこい。その間に朝食の仕し度たくをしておく。立てないなら、洗面所まで連れていくか？」

「じ、自分で歩けるよ！」

　これ以上、手取り足取り面倒を見てもらうわけにはいかない。慌あわててベッドから抜ぬけ出したけれど、蓮はその場でへたり込んでしまった。

「あ、あれ……？」

「おい、本当に大丈夫か？」

「だ、大丈夫」

　大口を叩たたいたくせに、その場にへたり込んでしまうなんてバツが悪すぎる。

（調子に乗りすぎたかも……）

　興が乗ったこともあって、昨夜は何度もしてしまった。そのせいで、腰こしへの負担が大きかったようだ。気まずさから、蓮は隼斗から差し出された手を拒こばんだ。

「そうか？　とりあえず、これを着ておけ」

「へ？」

　手て渡わたされたのは蓮のＴシャツだった。どうしていま渡されるのだろうと不思議に思いかけ、自分が何も身に着けていないことを思い出した。

「[image: ～][image: ～][image: ～]っ」

　全ぜん裸らの自分が恥はずかしくて真っ赤になる。裸はだかで眠ねむるのが癖になっているため、寝ぼけて自分で脱ぬいでしまったのだろう。

　慌ててＴシャツを頭から被かぶり、まずい部分を隠かくすように裾すそを引っ張り下ろした。

　失態の連続で、どこから云い訳をしていけばいいかわからない。泣きたい気持ちになっていたら、頭上から優やさしい口調が降ってきた。

「まったく、本当にお前は手がかかるな」

「いつもはこんなんじゃないんだってば！」

　声こわ音ねにドキリとしながら、強がりを口にする。

「今日はいつもとは違ちがうというわけか？」

「そうだよ。っていうか、もう平気だからあっち行ってよ」

　何食わぬ顔で立ち上がりたかったけれど、裾が気になるせいで不自然な動作になってしまう。そんな蓮を、隼斗は軽々と抱き上げた。　>>>♥

「うわっ」

「やっぱり、俺が連れていく。どうせなら、一緒に風ふ呂ろでも入るか」

「な、何云ってんの!?」

　隼斗の申し出を慌てて断る。顔を赤くした蓮に向けてきた表情を見て、『風呂に入る』というのは蓮をからかっての言葉だとわかった。

「冗じよう談だんだよ」

「もう……！」

　蓮が唇くちびるを尖とがらせると、隼斗は声を立てて笑った。

（何してるんだろ、俺……）

　隼斗は甘えていい相手ではない。そうとわかっていても、こうして一緒にいるとどうしても調子が狂くるってしまう。

　それに、隼斗の心理が不可解だった。久々の再会であんな無む理り強じいをされて、不快ではなかったのだろうか。

　愛あい想そを尽つかされていても仕方のない状じよう況きようだというのに、予想外に甲か斐い甲が斐いしく世話を焼いてくれている。むしろ、機き嫌げんがいいようにも見えるのは気のせいだろうか。

　もしかしたら、隼斗にとって自分はまだ小学生の頃ころのままに見えているのかもしれない。

　ずっと会わずにいたせいで、いまも手のかかる弟分というふうに思われているのだろう。そして、蓮自身もその役割が自分のものだという意識が抜けていないようだ。

　よくないことだとわかっていても、抱き上げてくれる隼斗の温ぬくもりに胸が痛くなる。

「それじゃ、何かあったらすぐに俺を呼ぶんだぞ」

「はいはい、わかりました」

　脱だつ衣い所には、クローゼットから引っ張り出してきたと思おぼしき着き替がえまで用意してあった。隼斗の甲斐甲斐しさにはいっそ感心する。

（本当にマメだよな……）

　世話焼きなところは、まったく変わってない。人によっては鬱うつ陶とうしく感じるかもしれないけれど、過去の自分はそんなお節せつ介かいに助けられた。

　隼斗に出で逢あわなかったら、コミュニケーションもまともに取れないような人間になっていただろう。

　どうして隼斗はこんなに面倒を見てくれるのかと不思議に思ったことは一度や二度ではない。直接訊たずねたこともあるけれど、『好きでやってる』としか云いってくれなかった。

　男関係が緩ゆるいことに関しては胸を張れないけれど、大学の勉強は真ま面じ目めにしているし、普通に友達もできた。蓮にとって、隼斗は恩人と云ってもいいくらいの存在だ。

（……こんなふうに会いたくなかったな）

　休きゆう暇かに実家に帰ることもないし、有名人になった隼斗と再会することなどないだろうと思っていた。完全に不意打ちだったせいで、取り乱してしまったのだ。

　隼斗は憧あこがれの人で、理想の存在だ。何だかんだ云っても、いまの生活や自分の行動に後ろめたさを抱かかえていたのかもしれない。

　昨日、あんなふうに八つ当たりしてしまったのは、彼を見ていると目を逸そらし続けていた自分の歪ゆがんだ部分を見せつけられるような気分になるからだ。

　髪かみを拭ふきながら鏡の中の自分を見つめる。鎖さ骨こつのところに赤い虫むし刺さされのような跡あとがあることに気がつき、ドキリとした。

　男漁りをされたくなかったら自分を抱けだなんて、よく考えたら脅きよう迫はくにもなっていない。

　一体、隼斗はどんな気持ちで蓮のことを抱だいてくれたのだろう。躊躇ためらいは感じられなかったけれど、男を相手にするのは初めてのようだった。

　後悔と罪悪感を覚えながらも、隼斗にとっての『初めて』になれたことを喜んでいる自分は否定できなかった。

「……何て顔してんだよ」

　鏡の中の自分は、完全に恋こいする瞳ひとみになっていた。

　隼斗への気持ちは、刷り込みもあるのではないかと思っていた。可哀かわい想そうな子供ではなく、『蓮』に対して初めて優しくしてくれた年上の人だ。

　隼斗に云われたように、憧れと依い存そんの気持ちを恋れん愛あいのそれと取り違えていたのではと考えたりもした。自分自身に勘かん違ちがいなのだと云い聞かせようとしたこともある。

　だけど、再会してはっきりしてしまった。

　いまとなってはきっかけや気持ちの変へん遷せんなどわからないけれど、いまでも彼のことが『好き』だということは間違えようのない事実だ。

「────」

　いまでも好きだと云ったら、隼斗はどんな反応をするだろうか。

（あんな脅おどしのあとじゃ信しん憑ぴよう性せいなんてないか……）

　どうせ、冗談だろうと流されるのがオチだろう。もう一度、勘違いだと云われたら、今度こそ立ち直れない気がする。

　それに、告白したところで恋が成じよう就じゆする可能性なんてゼロだ。昨日のことは、隼斗の優しさであって、ほんの少しでも期待するべきではない。

　───好きだけど、好きじゃない。

　この気持ちは幼い自分が抱いだいた恋心であって、いまの自分のものじゃない。そうでなくてはならないのだ。

　蓮は自分の頰ほおを両手で強く叩き、気持ちを入れ替かえた。顔を洗ってから手早く着替えをすませ、洗面所をあとにすると、何だかいい匂においが漂ただよっていた。

「やっと上がってきたか。あんまり遅おそいから、湯船に沈しずんでるんじゃないかって心配した」

「……俺、子供じゃないんだけど」

　隼斗の目には、昔と同じように見えているのかもしれない。

「そんなことわかってるよ。コーヒーはいまでも砂糖二つにミルク入り？」

「砂糖はいらない」

「大人になったんだな」

「うるさいな」

　本当はまだ甘いコーヒーのほうが好きだが、隼斗の前で少しくらい大人ぶりたかったのだ。

　さっきは抱き上げられていることに頭がいっぱいで気づかなかったけれど、リビングは見違えるように片づいていた。

「食器とフライパンは勝手に借りたぞ」

　勉強机代わりのローテーブルの前に座ると、オムレツとサラダ、トーストが並べられた。いい匂いだと思ったのは、バターの香かおりだと気がついた。

「……これ、どうしたの？」

　蓮の家の冷蔵庫には、ろくな食材は入っていなかったはずだ。マンションの目の前にコンビニエンスストアがあるため、食しよく糧りようの備び蓄ちくの必要性を感じない。

（ウチにはコーヒーも牛乳もなかった気が……）

　朝食は取らないし、昼食は学食ですませるようにしている。夜は飲み会が入ったり、誰だれかと会ったりと外食が多い。下手へたをすると、家の中に何も食べ物がないときさえある。

「そこのコンビニに行ってきた。まったく、少しくらい食い物を置いておけ。具合が悪くなって外に出られないときはどうするんだ」

「そしたら出前取る。野菜とか卵とか買っても腐くさらせるだけだから」

　一応、一人暮らしを始めたばかりの頃は自じ炊すいにチャレンジしてみたけれど、結局、長続きはしなかった。鍋なべやフライパンはシンクの下の収納で埃ほこりを被っていたはずだ。

「最低限の料理は教えただろう」

「だって、面めん倒どうだし……」

　隼斗にはご飯の炊たき方や卵料理など、基本的な調理の仕方を教えてもらった。レシピを見れば、簡単なものならそれなりに作ることはできる。

　しかし、後片づけのことを考えると、外で食べてきたほうが効率的だ。

「昔は楽しそうに作ってたじゃないか」

「あれは───」

　蓮が作ったものを、隼斗が美味おいしそうに食べてくれていたからだ。少しでも上達して美味しいものを食べてもらいたいと思って、せっせと練習していたのだ。

　食べてもらいたい人がいないのなら、やる気など起こるはずがない。

「まあ、いい。とりあえず、冷める前に食べよう」

「……いただきます」

　食欲はあまりないけれど、食べ物は粗そ末まつにできない。フォークを手に取り、とろとろのオムレツを掬すくって口に運んだ。

「……美味しい」

　ぎゅっと胸が締しめつけられ、思わずそう呟つぶやいてしまった。その懐なつかしい味に、隼斗と過ごした思い出が鮮せん明めいに甦よみがえってきたせいだ。

「よかった」

　目の前に置かれたマグカップには、ミルクたっぷりのカフェオレがなみなみと入っている。

　猫ねこ舌じたのため、火傷やけどをしないように静かに啜すすると、いらないといったはずの砂糖が入れてあった。隼斗には強がりを見み抜ぬかれていたようだ。

（……カッコ悪いなぁ、俺）

　それにしても、妙みような状じよう況きようだと思う。

　いまだけを切り取って見るとしたら、取り立てておかしいところはないように思えるだろうけれど、昨夜のできごとを思い返すと落ち着かない気持ちになる。

　体に残る感覚や鬱うつ血けつのあとから、夢でなかったことは明白だ。だが、まるで何もなかったかのように振ふる舞まう隼斗のせいで混乱してしまうのだ。

（普ふ通つうはもっと気まずくならないか？）

　居たたまれない気分になっているのは、蓮だけのようだ。もしかしたら、隼斗にとっては、とくに意識するようなことではなかったのかもしれない。

「…………」

「───で、どうするんだ？」

「な、何が？」

　考えごとをしていたせいで、急に問いかけられたことに動どう揺ようしてしまった。

「昨日の男のことだ。坂本といったか？」

「あー……」

　隼斗のことで頭がいっぱいで、坂本のことはすっかり頭の外に追いやられていた。

　できることなら目を逸そらしたかったけれど、きちんと向き合わなくてはならないことは自分でもわかっている。

「入り口の暗証番号は変えるし、管理人さんにも云いっておくよ。合い鍵かぎは作られてないはずだけど、念のため替えてもらうことにする」

　その場凌しのぎにしかならないかもしれないが、少なくともマンション内に入られなければ住民に昨日のような迷めい惑わくはかけずにすむだろう。

「外ではどうするつもりだ」

「どうって、行動範はん囲いが被かぶらないようにするしかないよ。あっちも会社があるから、昼間はつきまとってこないだろうし。飽あきるのを待つしかないかな……」

　とは云え、昨日の様子だと簡単には蓮のことを諦あきらめなそうだ。終わりを告げたときよりも、昨夜のほうが思い詰つめているように思えた。

（あの人、俺のことなんて好きじゃないのにな）

　彼が好きなのは、自分自身なんだと思う。アクセサリーのような感覚で、あちこち蓮を連れ回していた。

　お互たがいに都合のいい相手であり、二人の間には恋とか愛とかそんな感情はなかったはずだ。

　それなのに、いまになってあんなにも執しゆう着ちやくしてくるのは、蓮が思いどおりにならなかったからに違ちがいない。

　素す直なおに従っていた過去の相手にはあっさりと飽き、簡単に捨てていたようだから、振られることに慣れていないのだろう。

　いまの坂本は周りが見えなくなっている状況なのではないだろうか。頭に血が上っているのだとしたら、冷静になるまで距きよ離りを置くしかない。

「自分の状況をきちんと把は握あくしてるか？　いつまでも逃にげ回っても、問題は解決しないぞ」

「…………」

「基本的に怒ど鳴なったり束そく縛ばくしたり、相手の困ることをする人間が悪いのは確かだ。だけど、いまの状況を招いたのはお前の行動もその一因じゃないのか？」

「俺？　俺は初めから遊びだって云ってたし、あっちだってそのつもりでいたはずだけど。まさかこんなことになるなんてわかるわけないだろ」

　云い訳めいた反論をしてしまうのは、自分でも後こう悔かいの念があるからかもしれない。いい加減なつき合いしかしてこなかったツケだと云われたら返す言葉もない。

「人の気持ちは契けい約やくとは違うからな。向こうは遊びじゃすまなくなったんだろう」

「そんなこと云われたって……」

「放ほうっておいてどうにかなると思わないほうがいい。ああいうタイプはどんどん行動がエスカレートしてく可能性があるからな」

「じゃあ、どうしろっていうわけ？」

「第三者を交えた話し合いをするべきだ。向こうは自分の想おもいがきちんと伝わっていないと思っているからムキになっている可能性が大きい。お互いの齟そ齬ごを埋うめて、解決を図はかるべきだ」

「解決って云われても……」

　隼斗の云うことが理想的だということはわかる。けれど、あんな状態の坂本と話をしてまともな話し合いになるとは思えない。

「話し合いに同席してくれる共通の知り合いはいないか？」

「知り合い？」

　そんな隼斗の問いに、坂本と出で逢あったカフェバーのマスターを思い浮うかべる。

　彼ならよく相談に乗ってくれているし、客観的な意見を云ってくれると思う。引き受けてくれるかどうかはわからないけれど、頼たのんでみてもいいかもしれない。

「心当たりが一人いる。引き受けてくれるかどうかわかんないけど……」

「聞くだけ聞いてみろ。ダメなら、弁護士に頼たよるという手もあるしな」

「べ、弁護士？」

　そこまで大おお袈げ裟さにはしたくない。大おお事ごとにしたいわけではないし、坂本に対してはまだ幾いくばくかの情はある。しつこくつきまとわないでくれればそれでいいのだが。

　表情を曇くもらせた蓮に、隼斗は弁護士に依い頼らいする目的を話してくれた。

「弁護士には別に事を荒あら立だてるために頼るんじゃない。丸く収めるために専門家に力を貸してもらうんだよ」

「そ、そっか。でも、その話し合いがまとまらなかったらどうすんの？」

　上手うまくいけばいいけれど、逆に火に油を注ぐ結果になりかねないのではないだろうか。昨日、坂本とは言葉は交かわしたけれど、話が通じていた気がしない。

「話し合えるなら悪いことにはならないはずだ。まだ妄もう想そうを撒まき散らすほどではなかったようだしな」

「あれで？　全然、俺の話通じてなかったけど……」

　蓮の言葉は、坂本の耳にはまったく届いていなかった。こちらの云い分がただすり抜けていく虚むなしさに、ため息を吐つくしかなかった。

「それは向こうも同じように思ってるだろう。俺の気持ちをわかってもらえないってな。だから、ああやって強く主張するんだ」

「そういうもの？」

「ストーキングをしている人間を甘く見ないほうがいい。彼らには明確な悪意がない場合もあるし、自分は正しいことをしていると思っている人間の暴走は怖こわい。自分の常識と照らし合わせても無む駄だなんだ」

「ふぅん、何か詳くわしいね」

　まるで、隼斗自身がストーキングをされた経験があるかのような発言だ。しかし、彼ほどの人気のアナウンサーなら、熱心すぎるファンがついてもおかしくはない。

「……ちょっと専門家に話を聞く機会があってね」

「なるほどね。近ちか頃ごろ、ちょくちょくニュースになったりするもんね」

　痛ましいストーカー事件を、度たび々たび耳にするようになった。報道するにあたり、放送で流れる以上の詳しいことを教授されたりもするのだろう。

　テレビ番組などでも、専門家がストーキング被ひ害がいに遭あったときの注意点を話しているのを見たことがある。

　些いささか歯切れが悪いことが気になったが、事件絡がらみで耳にした話なら他言できないこともあるのだろう。ともあれ、対処の仕方を教えてもらえるのはありがたい。

「ストーキングをやめさせるには、冷静な思考を取り戻もどさせて、自分のしていることを客観的に認にん識しきさせる必要がある。それには第三者が同席した話し合いが効果的だということらしい」

「確かに頭に血が上ってる感じだもんな」

　関係終しゆう了りようを告げたあとの坂本は、傷つけられたプライドを守ることでいっぱいになっているように見受けられた。

　蓮としてはメリットの不ふ一いつ致ちが彼との関係を終わりにする理由なのだけれど、坂本にとっては自分を否定されたかのように感じたのかもしれない。

　支配していたはずの相手に反はん抗こうされたという意識でいるなら、被害者的な気分になっていてもおかしくはない。

「とりあえず、認識の齟齬を埋めないとどうにもならないってことだよね」

「そうだな。とは云っても、話し合いが穏おん便びんにすむかどうかだな……」

「昨日は聞く耳すら持ってくれなかったしね」

　理想と現実は、決して一致しないものだ。昨夜の坂本の様子だと、あまり期待はできそうにない。

「俺がついていてやれるならいいんだが、さすがに同席は難しいだろうな」

「人気アナウンサーだもんね。さすがにそんなとこに顔出せないよな」

　捻ひねくれた言葉を投げつつも、有名人である隼斗を巻き込むべき事案ではないということはわかっていた。万が一にでも、自分のせいで隼斗が不利益を被こうむることがあってはならない。

「そうじゃない。昨日、ああして追い返しただろ。向こうは俺にいい感情を持っていないだろうから、話し合いの席にいると話が拗こじれる可能性が大きい」

「そ、そっか……」

　理路整然とした理由を告げられ、絡んだ自分が恥はずかしくなる。

　確かに、ただ間に入っただけの隼斗のことを新しい男だと勘かん違ちがいするくらいだ。再度、蓮の側の人間として出てきたら、余計に頭に血が上りかねない。

「同席はできなくても、近くで待機してるから安心しろ。何かあったら、俺が助ける」

「助けるって、そんな大袈裟な……」

「何もないのが一番だが、念には念を入れておいたほうがいいからな」

　隼斗はどこまでもお節せつ介かいを焼くつもりらしい。その気持ちはありがたいけれど、これ以上迷めい惑わくはかけたくないし、理由もわからなかった。

　それに、こうして顔を見ているだけで胸が苦しい。

　吹ふっ切れたと思っていた気持ちが、いまも変わらず残っているとわかったいま、このまま一いつ緒しよにいればますます想いが募つのることは目に見えている。

「───どうして、隼斗さんは俺に構うんだよ」

「お前のことは放っておけないって云いっただろ？　心配なんだ。こうしてまた隣となりに引っ越こしてきたのも偶ぐう然ぜんじゃなくて運命かもしれない」

「運命って……」

　上手く混ぜっ返された気がする。問い詰つめたところで、納なつ得とくできるような返事はもらえないだろうと判断し、押し黙だまった。

（まあ、心配ってのはわからなくもないけど……）

　もし、蓮が隼斗の立場だったとしたら、何をしでかすかわからない昔むかし馴な染じみの隣りん人じんは気になって堪たまらないとは思う。不安要素を抱かかえている当事者としては、しばらくはこの状じよう況きようを受け入れるしかないだろう。

「でも、厄やつ介かいごとに関かかわるのは人気アナウンサーとしてはまずいんじゃないの？」

　坂本に逆さか恨うらみされることにでもなったら、隼斗の知名度を逆に利用されないとも限らない。

「その点の対処は心得てるし、それに俺個人として蓮を守りたいんだ」

「ば、バカじゃないの。いい大人なんだから、もっと自分の立場とか考えろよ」

「そうだな」

「俺の云ってること真ま面じ目めに聞いてる？」

「俺のことを心配してくれてありがとな」

「べ、別に心配してるわけじゃないし！」

　ムキになって否定してしまうが、こんな態度では肯こう定ていしているようなものだ。わざとらしい咳せき払ばらいをして、気を取り直す。

「───ていうか、のんびりしてるけど仕事は行かなくていいわけ？　アナウンサーって、ニュース番組以外の仕事とかもあるんじゃないの？　隼斗さん、土日の番組にも出てるじゃん」

　自分の話になりそうだったところを無理やり話題を変える。

「あの番組は前以もつて収録しているものだから心配ない。それに今日は休みなんだ」

「へえ、けっこう休みって取れるんだね」

「アナウンサーと云っても、フリーにならなければ会社員だからな。基本的に週休は二日ある。忙いそがしい時期は休日に出ることもあるが、そのへんも普ふ通つうの会社員と似たようなものだろう」

「そっか、テレビ局だって会社なんだよね」

　テレビ業界の人は休みなしで働いているような印象があったけれど、休みもなしに働かせていたら法律違い反はんになってしまう。

「蓮は俺の番組を見てくれてるんだな。興味を持ってくれてるなんて意外だけど嬉うれしいよ」

「た、たまたまつけたときに隼斗さんが出てただけだよ！」

　焦あせるあまりに墓ぼ穴けつを掘ほってしまったことにいまさら気づく。咄とつ嗟さの云い訳は、かなり説得力のない言葉になってしまった。

　隼斗の出ている番組は全すべてチェックしているため、放送スケジュールはほとんど頭に入っているのだが、よく考えたら普通のことではない。

「蓮が見てくれてるなら、もっと張り切らないとな」

「……っ、大おお袈げ裟さなんだよ、隼斗さんは。テレビくらい誰だれだって見るだろ」

「最近の子の家にはテレビも置いてないこともあるって聞くからな。お前のところは色々揃そろってるな。ドラマでも録とってるのか？」

「え？　あっ、うん！　そう！　大学行ってると昼間のとか見られないし！」

　テレビの下に置かれた録画機器に注目され、冷や汗あせを搔かく。

　あの中に入っているのは、ほとんどが隼斗の出ている番組だ。ただのニュース番組すら消すことができずに保存してある。録画リストを見られたら恥ずかしさで死ぬしかない。

「意外だな。昔はドラマなんて下らないとか云ってただろ」

「み、見てみたら面おも白しろいのもあったから。海外のとかって続き気になるじゃん」

　実際はそれほど見てはいないのだが、海外ドラマにハマっている友人の弁を借りる。何を見ているのか具体的に訊きかれたらアウトだ。

　内心冷や汗を搔いていた蓮だったが、不意に話題が変わった。

「今日、予定はあるか？」

「俺の予定？」

　質問の意図がわからず、問い返す。

「もし暇ひまだったら、買い物につき合ってくれないか？　このへんのことをまだよく知らないから、案内して欲しいんだ」

「……し、仕方ないな。このへんだけでいいなら案内してもいいよ」

「ありがとう、助かるよ」

　蓮は渋しぶ々しぶといった体ていで引き受けたけれど、内心では隼斗に頼たよられることが嬉しかった。それに、二人で買い物なんてデートのようだ。

「別に大したことじゃ。俺も携けい帯たいショップ行きたかったし、ついでっていうか……」

　云い訳の必要などないというのに、ごにょごにょと余計な理由を並べてしまう。

「ああ、そういえばスマホ壊こわされたんだったな」

　蓮の携帯電話は、坂本に派手に壊されてしまった。部品が弾はじけ飛んでいたことを考えると、修理に出してどうにかなるレベルではない。

「新しいの買わないと。あれ買ったばっかの新機種だったのに……」

　高い買い物になってしまうけれど、坂本に弁べん償しようさせるのは難しいだろう。痛い出費にため息が出る。

「買ったばかりなら、保証があるんじゃないか？　新しいのに交こう換かんしてもらえるはずだぞ」

「でも、故障とか不具合ってわけじゃないし……」

　自分で故意にやったわけではないけれど、意図的に壊されてしまったものを補償してもらえるのだろうか。

　契けい約やくしたときにそのあたりの説明も受けたとは思うのだが、よく覚えていない。

「聞くだけ聞いてみればいいだろう。店員に確かく認にんしてもらったほうが手っ取り早い」

「そっか……」

　難しく考えていたけれど、確かに隼斗の云うように直接聞いたほうが安心だ。

「蓮と出かけるなんて久々だな」

「た、ただの買い物だろ」

「ただの買い物でも、一緒に出かけるのは楽しいだろ？」

「意味わかんない」

　動どう揺ようを悟さとられないよう可能な限り冷ややかに云い放ち、パンの残りを口の中に押し込んだ。










　すぐそこまで買い物に行くだけだというのに、服のコーディネートに迷い、髪かみ型がたも思ったように決まらず、いつもの倍以上時間がかかってしまった。

　隼斗はもたもたしている蓮を文句も云わずに待っていてくれた。でも、それは彼が優やさしいからだ。決して特別なことではない。

　浮うかれてしまいそうになる自分に、繰くり返しそう云い聞かせていた。

「ありがとう、色々と助かったよ」

「……別に店に連れてきただけだし」

　隼斗が用意していた買い物メモを見ながら、近くのホームセンターやスーパーマーケット、薬局へと案内した。

　助かったと云われたけれど、ただ近くの店に連れていき、荷物持ちの手伝いをしただけだ。しかも、荷物持ちもほとんど隼斗が持っているため然さしたる苦労もない。

「買うものって他ほかに何かある？」

「食い物も薬も買ったし、電球の替かえも買ったし、こんなもんかな」

　引っ越してきたばかりと云っても、一人暮らしを始める準備というわけではないため、食器やリネン類を揃える必要はないようだ。

　主に買ったのは食品と消しよう耗もう品ひんだ。一人暮らしにしては買い込みすぎているような気はしたけれど、料理好きな隼斗のことだから友人に振ふる舞まうこともあるのだろう。

「これで次からは一人で来られるよね？」

　そもそもインターネットで検けん索さくすれば地図も出てくるのだから、蓮が案内する必要はあまりなかったような気もする。

「そうだな。でも、二人で来たほうが楽しいだろ？」

「え？　あ、うん、まあ……」

「スマホ替えてもらえてよかったな」

　最後に携帯電話ショップに行くため、駅ビルに立ち寄ってもらった。

　スマホは保証が利きき、新品と交換してもらえることになった。

　壊れ方が激しく、中のデータを復旧することはできなかったけれど、連れん絡らく先などは以前使っていた機種を残していたからとくに問題はない。

　同じカラーの在庫がなかったため、違ちがう色になってしまったが、気分を一新するにはちょうどよかったかもしれない。

「とりあえず、俺の番号を登録しとけ」

「えっ、教えてくれるの？」

「何でそこで驚おどろくんだ。ほら、貸してみろ」

　隼斗は蓮のスマホを手にすると、手早く電話番号とメールアドレスを登録した。返されたスマホのアドレス帳を確認すると、『能瀬隼斗』と表示された。

「お前の番号も前のとは変わってるだろ？　いまのやつを教えてくれ」

「う、うん」

　蓮から電話をかける形で番号を知らせ、隼斗のスマホにも蓮の連絡先が登録される。

　以前は隼斗の電話番号もメールアドレスも知っていた。けれど、振られた直後、未練を断たち切りたくて全部消したのだ。あのときは衝しよう動どう的に、何もかも捨ててしまった。

（出演番組を追いかけておいて、未練をどうこうなんて矛む盾じゆんしてるよな……）

　我われながら整合性の取れない行動をしている自覚はある。

　忘れたくて、でも、忘れたくなくて。だから、手の届かない遠い人だと自分に云いい聞かせながら、テレビの中で微笑ほほえむ隼斗を見ていたのだ。

「───これでよし、と。それじゃ、どこかで休きゆう憩けいしてこう。案内してもらったお礼に昼飯奢おごるよ。何が食べたい？」

「いいよ、そんなの。朝ご飯食べさせてもらったし」

「若いんだから、三食しっかり食べなきゃダメだろう」

「でも、そんなに食欲ない……」

　朝食もそうだったけれど、正直なところ、胸がいっぱいで空腹を感じないのだ。

　隼斗との再会は喜びきれないところがある。だけど、こうして一緒にいられる嬉しさは否定しきれない。

「この上でいいか。色んな店が入ってるだろ」

「別にいいのに」

「俺は腹減ってるんだよ。こういうときは大人しく年上についてこい」

「はいはい。じゃあ、隼斗さんが食べたいとこに行けば？　でも、ラーメンとかはいまは無理」

「それなら、胃に重くないやつがいいかもな。───すまん、飯の前にもう一カ所寄っていいか？」

「いいけど、どこ行くの？」

　隼斗がふらりと足を向けたのは、さっき通りすぎた雑貨店だった。どちらかと云うと女性向けなインテリアが多く、商品を眺ながめている客は女性が多い。

「何買うの？」

「ちょっとな」

　そう云いながら店内を見回し、食器類の並ぶ棚たなに歩み寄る。

「蓮は水色が好きだったよな。これどうだ？」

　隼斗は手に取ったマグカップを見せながら、蓮に質問してくる。しかし、その意図がよくわからない。

「別にいいと思うけど……何で俺に聞くの？」

　目の前の棚には、シンプルなデザインのマグカップが色違いでいくつも並んでいた。その中では水色のものが蓮の好みのデザインだったが、隼斗が好きなのはモノトーンカラーだ。

「蓮が使うやつだから」

「は？」

「昔使ってたのは、実家に置いてきたから。必要だろ？」

「あ、いや、でも……」

　隼斗の実家には、蓮専用のマグカップが置いてあった。あれは隼斗がお土産みやげに買ってきてくれたものだ。

　インテリアに凝こっていた母親が、可愛かわいらしいキャラクターの絵が入ったグッズを部屋に置くことにいい顔をしなかったため、隼斗の部屋で使わせてもらっていたのだ。

（あれ、処分してなかったんだ……）

　隼斗に振られてから、一度も連絡を取ることはなかった。携けい帯たい番号もメールアドレスも消去し、大学の長期休きゆう暇かで帰省しているときは顔を合わせないよう徹てつ底てい的てきに避さけて回った。

　疎そ遠えんになった他人のものをわざわざ手元に残しているなんて思いもしなかった。

「他のやつがいいか？」

「デザインがどうとかじゃなくて、必要なくない？　別に昔みたいに隼斗さん家ちに入り浸びたるわけじゃないし……」

「何云ってるんだ。しばらくは俺の部屋にいたほうが安全だろう？」

「えっ」

　決定事じ項こうだと云わんばかりの態度に絶句する。

「え、じゃないだろう。またあいつが押しかけてきたりしたらどうするんだ」

「どうって、居留守を使えば大だい丈じよう夫ぶだと思うけど……」

「ストーカーを甘く見るなと云っただろう。しばらくは自分の部屋に一人でいるのはやめておいたほうがいい。マンションの警備員に警けい戒かいしてもらうとしても、万が一がないとも云いきれないからな」

「そうかもしれないけど、そこまでしなくても……」

「用心するに越こしたことはない。スマホを壊こわされたのを忘れたのか？　あれがお前に当たってたら、怪け我がしてたかもしれないんだぞ」

「あ……」

　壊れた機体のことばかり気にしていたけれど、自分に投げつけられていた可能性があったことに、云われて初めて思い至った。

「いまのところ、俺はお前の知り合いだとは気づかれてないだろうし、同じ階の住人なことはわかっても部屋までは知られてないだろうからな。マンション内で後をつけられない限り、特定されることはないはずだ」

「で、でも───」

　隼斗の云い分はわかる。一つ隣となりの部屋だとしても、避ひ難なんしておくに越したことはない。だけど、そこまで世話になるわけにはいかない。

「何だ？　まだ遠えん慮りよしてるのか？　昨日はあんなに大だい胆たんな要求してきたくせに」

「あっ、あれは冗じよう談だんだって云ったのに隼斗さんが無理やり……っ」

　突とつ然ぜん、昨夜のことに触ふれられ、言葉に詰つまる。真っ赤になっている蓮に、畳たたみかけるように告げてきた。

「あんなに気持ちよさそうにしてたのに無理やり？」

「……っ」

　朝からこの話には触れられていなかったから、すっかり油断していた。羞しゆう恥ちで全身が燃えるように熱くなる。

「は、隼斗さんこそ、男が初めてのわりによく勃たったよね。適性あるんじゃないの？」

　意い趣しゆ返しに明け透すけな言葉で揶や揄ゆする。

「それは蓮が可愛かったから」

「なっ……」

　想定外の反はん撃げきの言葉にクリティカルヒットを食くらう。カッと熱くなった顔を慌あわてて背そむける。そんな言葉だけで赤面しているなんて見られたくなかった。

「泣き顔は昔からちっとも変わってなかったな」

「泣いてないよ！」

　思ったよりも大きな声が出てしまい、周りの注目を集めてしまう。慌てて顔を下げ、視線を避けるように棚の陰かげに隠かくれた。

「目立ってるな」

「隼斗さんが変なこと云うから……！」

　人目を気にしながら、ひそひそと文句を云う。狼狽うろたえる蓮とは対照的に、隼斗は飄ひよう々ひようとしていてどこか楽しげだ。自分たちへの注目を気にした様子もない。

　有名人の癖くせに、無む頓とん着ちやくすぎる。いまの会話を『能瀬隼斗』だと気づいている誰だれかに聞かれていたら大問題だ。

「けど、事実だろ？」

「だから、泣いてないってばっ」

　涙なみだは込み上げてきていたかもしれないが、あれは決して泣いていたわけではない。そこを間ま違ちがえないでもらいたい。

「覚えてないなら仕方ないな」

「だから───」

　いくら反論しても、云いい返されてしまう。このままでは埒らちが明かないと判断し、押し問答を続けるのは諦あきらめた。

「そうだ、あの約束のことは忘れてないよな？」

「……覚えてるけど」

　約束とは『男漁あさりをしない』という件のことだろう。実際、漁るというほど奔ほん放ぽうに遊び回っていたわけではないけれど、蓮自身の申告のためいまさら訂てい正せいも難しかった。

　忘れたと云って惚とぼけてみようかとも思ったけれど、下手へたをしたら場所も考えずに詳しよう細さいを確かく認にんされかねない。それに約束は約束だ。

「そういう意味でも、俺としてはウチにいてくれたほうが安心だ。むしろ、お前の部屋に一人でいられるほうが心配でしょうがない」

「隼斗さんまで、俺の行動を制限するわけ？　束そく縛ばくされるの嫌きらいなんだけど」

　坂本の存在が鬱うつ陶とうしくなったのは、蓮を束縛しようとしたからだ。自由のない息苦しい生活は送りたくない。

「すまない。あの男のことが片づくまで我が慢まんしてくれ」

「……まあ、いいけど。あとから面めん倒どうになったりしても知らないからね」

　隼斗の配慮は嬉うれしかったけれど、意識しすぎているせいで素す直なおにはなれなかった。

「バカだな、お前のことをそんなふうに思うわけないだろ。あとで合い鍵かぎを渡わたす。俺のほうが帰りは遅おそいだろうしな。というわけで、俺の部屋にお前の食器も必要だってことだ。このマグカップでいいよな？」

「隼斗さんがいいなら、いいんじゃないの？　ていうか、俺用の食器が必要なら俺の部屋から持っていけばいいじゃん」

「どうせなら、お揃そろいのほうがいいだろ？　俺のはこっちな」

「え、お揃い？」

「何だよ、文句あるか？」

「べ、別に。好きにすれば」

（ていうか、新しん婚こんカップルみたい……）　>>>♥

　二人で生活用品を揃えるための買い物をするなんて、ある意味、デートのようだ。

　蓮の家では両親と一いつ緒しよに出かけることすら皆かい無むだったため、隼斗の家に招かれるようになるまで、家族団だん欒らんというのはテレビの中だけのものだと思っていた。

　初めて能瀬家で一緒に鍋なべを食べたときは、現実にあることなのかと心底驚おどろいたものだ。

「こういうのって、新婚生活の準備みたいだな」

「……へ？　なっ、何云ってんの!?」

　心の中を読まれたかのような言葉に驚きすぎて、反応するテンポが遅おくれてしまった。

「何って、ただの感想だよ。お前こそどうしてそんなに赤くなってるんだ？」

「赤くなってなんかないし！」

「耳まで赤くなってる。鏡見てみるか？」

「いいよ、そんなのっ」

　隼斗は慌てる蓮を見て完全に楽しんでいる。恨うらみがましい眼まな差ざしを向けたところで、ますますからかわれるだけだ。

（……どこまでわかってるんだろう）

　蓮の気持ちを完全に把は握あくしていたら、不用意な発言はしないはずだ。きっと、隼斗には深い意味などないのだろう。

「会計してくる。ちょっとこれ持って待っててくれ。俺の目の届かないようなところへ行くんじゃないぞ」

「子供じゃないんだから、迷子になんかならないよ！」

　隼斗は蓮の主張をスルーし、マグカップ二つを手に、上じよう機き嫌げんでレジへと向かった。何がそんなに楽しいのかわからない。

（そもそも、案内をしているのは俺なんだから、もし迷子になるとしたら隼斗さんのほうじゃないの？）

　釈しやく然ぜんとしない気持ちだったが、本人に告げるタイミングを逃のがしてしまった。

　それにしても、今日は終始テンションが高めだ。昨夜の隼斗は怒おこっていたように見えたけれど、いまいち何を考えているのかがわからない。

「まったくもう……」

　レジで会計をしている隼斗を見つめながら、ため息を漏もらした。

　蓮のことを心配してくれているのは確かだろうが、疎そ遠えんになっていた昔の隣りん人じんをここまで気にかけるものだろうか。

（でもまあ、あの頃ころからお人好よしだったっけ）

　時間を持て余している躾しつけの行き届いていない小学生なんて、普ふ通つうは積極的に関かかわり合いになろうとは思わないはずだ。

　しかも、当時の隼斗は高校生だった。本当なら、同世代の友達と遊んでいたほうが楽しかったに違いない。一回り近く年下の蓮に懐なつかれ、毎日のように纏まとわりつかれ、さぞかし鬱陶しかったことだろう。

　いま考えると、かなりのボランティア精神の持ち主だ。それが隼斗の長所であり、短所でもある。でも、そんな彼のお陰で蓮は救われた。

　彼がいなかったら、いまの自分はここにはいないだろう。人と交われずに引きこもっていたかもしれない。

「お待たせ。何食べたいか考えたか？」

「……隼斗さんの好きなものでいいって云ったじゃん」

　ノスタルジックな気持ちを振ふり払はらい、素っ気ない態度をまた取り繕つくろう。切なく締しめつけられる胸を押さえながら、エスカレーターへと向かうふりで背中を向けた。
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「ふあ……」

　てくてくと歩きながら、思わず欠伸あくびが出てしまった。この数日、あまりよく眠ねむれていないせいで、昼に眠くて仕方がない。

　日曜日、買い物から帰るなり、数日ぶんの宿しゆく泊はくセットをまとめさせられ、隼斗の部屋へと連れていかれた。

　部屋の明かりがつくと、蓮の在宅が外からわかってしまう。だから、暗くなってからは隼斗の部屋で過ごすようにとのことだ。

　いつまでも世話になるのはどうかと思うのだが、何だかんだと云いくるめられてすでに三日泊とまっている。

　一番の問題は、同じベッドで一緒に寝ねていることだ。泊まるなら床ゆかでいいと云ったのだが、隼斗は譲ゆずらなかった。

　最後の手段で『襲おそわれても知らないからな！』と脅おどし文句を使ってみたのだが、隼斗には『覚かく悟ごしておく』と軽く流されてしまった。

（あれ、絶対本気にしてなかったよな……）

　ベッド自体は広いため、男二人で寝ていても問題はないのだが、そんなこんなで緊きん張ちようしてしまってこの数日よく眠れていない。

　試ためされているのかとも思ったけれど、隼斗がそこまで考えているわけはない。

　いっそのこと本当に襲ってやろうかとも思ったけれど、そんな勇気など出るわけもなく、早朝に出社する隼斗の眠りを妨さまたげないよう、ただじっと息を殺して横たわっているというわけだ。

　若手アナウンサーである隼斗はいま、朝六時からのニュース番組を担当している。その準備のため、家を出るのは四時前だ。

　そのため、帰宅は十九時前後と比ひ較かく的てき早く、二十二時には床とこに就つく。

　これまで、日づけを越こえてから眠ることの多い蓮だったが、夜よ更ふかしは体に悪いなどと云いわれ、一緒にベッドに連れ込まれる毎日だ。

　寝つきも寝起きも悪い蓮にとっては信じられないが、隼斗は就しゆう寝しんもスムーズで眠りも深く、毎日決まった時間にアラームもなしにすんなりと目を覚ます。

　てきぱきと仕し度たくを終えて出社する隼斗を夢ゆめ現うつつをぼんやりと行き来しながら見送った蓮が目を覚ますのは、番組が始まる時間だ。

　数時間前まで自分の隣となりで眠っていた人がモニターの中で喋しやべっているのを見るのは、何とも不思議な気分だ。

　先週までは手の届かない人だったはずなのに、いまは蓮に向かってただいまと云う。

　小学生のときと同じように、一いつ緒しよに食事する日が再び来るなんて先週の蓮は想像もしていなかった。

　いま、隼斗と共に過ごす時間は幸せだけれど、同時に辛つらくもある。失しつ恋れんの痛みがまだ消化しきれていなかったことを自覚できずに、八つ当たりまでしてしまった。

　隼斗は蓮のことを怒っていないかもしれない。だけど、叫さけび出したいような後こう悔かいは薄うすれていないし、胸むな苦ぐるしさは常に蓮を蝕むしばんでいる。

（まあ、期間限定だけど……）

　坂本との問題が片づき次し第だい、隼斗との関わりは減るだろう。いまは蓮のことを心配して目が離はなせないようだけれど、以前のようなつき合いはもうできない。

　もちろん、坂本とのことは早く片づいて欲しい。だけど、名残なごり惜おしい気持ちがまったくないわけではないところが複雑なところだった。

「……何、期待してんだよ」

　未練がましい自分に悪態を吐つく。彼への想おもいは、今度こそ封ふう印いんしなくてはならない。好きになってはならない人なのだ。

　無意識にため息を吐きかけたところへ、スマホがメッセージの受信を知らせた。

「……またか」

　坂本から届いたメールを見て、蓮は眉まゆを顰ひそめる。

　今日はこれで何通目だろうか。登録した番号以外の電話の着信を拒きよ否ひしたため、メール攻こう勢せいは一層激しくなった。

　彼のメールアドレスを拒否したり、こちらのメールアドレスを変へん更こうしたりするという手段もあるけれど、連れん絡らく手段を全すべて断たつと直接押しかけてくる確率が高くなるとアドバイスされ、窓口を残してあるという状じよう況きようだ。

　状況がエスカレートした場合のためにも、証しよう拠こ集めとして届いたメールは全て保存しておくように云われている。

　坂本からのメッセージには口くち汚ぎたない言葉が書かれていることもあれば、いま届いたもののように殊しゆ勝しように淋さびしさを訴うつたえるようなものもある。

　できるだけ目を通さないよう、フォルダをわけるようにしているけれど、未読数が日に日に増えていっている現状にはうんざりとしていた。

　やがて目的地に辿たどり着き、ドアの前で足を止める。久しぶりに訪おとずれたカフェバー［パラソル］には、ランチ終しゆう了りようのプレートがかかっていた。

　今日、ここへ来たのはマスターに頼たのみごとがあったからだ。比較的、客が少ないと云っていた曜日を選び、足を運ぶことにした。

　相手にとって負担になるであろう依い頼らいのことを考えると気が重かった。しかし、蓮には他ほかに頼たよれる知人に心当たりはない。

「……よし」

　頰ほおを叩たたいて、気持ちを引き締める。さっきまでの眠気はすっかりなくなっていた。

　ちょうど食事を終えたと思おぼしき客が出てくる。店から出てきた客と入れ違ちがいにドアを押し開けると、奥から申し訳なさそうな声がかけられた。

「すみません、今日はランチ終わっちゃったんですよ」

　そう云って、テーブルを拭ふく手を止めたのはマスターの日ひ野の充みつるだ。

　この［パラソル］はランチも営業しているけれど、メインは夜のバータイムなのだ。いまの時間はその準備のために忙いそがしいはずだ。

「あの、こんにちは……」

「あれ？　蓮？」

　控ひかえめに挨あい拶さつすると、蓮だと気づいてくれた。名前を呼ぶ声が優やさしくてほっとする。

　年ねん齢れいは隼斗よりも少し年上といったところだろうか。温和な顔立ちに柔やわらかな雰ふん囲い気きの持ち主で、一緒にいると安心できる人だ。

「ご無ぶ沙さ汰たしてます、充さん」

「久しぶりだね。最近あんまり顔見せなかったけど、大学忙しかった？」

「ええ、まあ……。あの、いま、ちょっといいですか……？」

「そんなところに立ってないで中入って」

「えっと、お邪じや魔まします……」

　快く迎むかえ入れてくれた充に甘え、店内に足を踏ふみ入れた。

「いま、コーヒー淹いれるから。あ、蓮は紅茶派だっけ？」

　奥に共同経営者でもあり、調理担当の窪くぼ田たの姿が見えたけれど、蓮の様子を察してか、住居となっている二階へと上がっていった。

「あ、じゃあ、紅茶をお願いします」

　営業時間外とは云え、飲食店に来ておいて何も頼まないのは失礼だ。

　ジャケットを脱ぬぎ、いつも座るカウンターの真ん中の席に腰こしを下ろす。大きな窓からは日が差し込み、蓮がよく訪れている夜のバータイムとはまったく雰囲気が違う。

　各テーブルにはキャンドルの代わりに、一いち輪りん挿ざしが置かれていた。造花かと思ったけれど、触ふれてみたところ生花のようだ。細やかな気き遣づかいが充らしい。

「はい、お待たせ」

「ありがとうございます」

「お昼はもう食べたの？」

「え？　あ、まだですけど、朝が遅おそかったので……」

「そういえば、蓮は食が細かったっけ。じゃあ、お茶ちや請うけにどうぞ」

　充は紅茶と一緒に小皿に載のせたクッキーも出してくれた。きっと、彼の手作りだろう。

　フレーバーティーを淹れてくれたらしく、甘く爽さわやかな香かおりが鼻び腔こうを擽くすぐる。砂糖を少しだけ入れて啜すすると、緊張が少し解ほぐれた。

　専門店というわけでなく普ふ通つうの飲食店なのだが、マスターである充に同性のパートナーがいるため、夜は同じ嗜し好こうを持つ人間が集まるようになった。ちなみに相手はさっきの窪田だ。

　蓮がこの店に足を運ぶようになったのは、当時よく遊んでいた先せん輩ぱいに連れてこられたことがきっかけだ。酒も料理も美味おいしくて、値段も手て頃ごろだということでよく来るようになった。

　充と親しくなったのは、酔よっ払ぱらった勢いで絡からんでしまったのがきっかけだ。絡み酒から愚ぐ痴ちになり、最後には悩なやみ相談になっていたけれど、充は真しん摯しに話し相手になってくれた。

「今日はどんな相談？　それとも、愚痴かな」

　相談というより頼みごとなのだが、気分的には愚痴の面が強いかもしれない。躊ちゆう躇ちよする気持ちを振ふり払はらい、思いきって切り出した。

「ええと、実は坂本さんのことで充さんに相談というか、お願いしたいことがあって……」

「坂本さん？　そういえば、最近の彼の様子も何だか変だったな。もしかして、ケンカしてるの？」

「えっ、いまも来てるんですか？」

　充の口から坂本の動向を聞き、ぎくりとする。もしかしたら、ここに蓮が現れるのを待っていたのかもしれない。

「ほぼ毎日顔出してるかな。でも、誰だれとも話さないですぐ帰っちゃうんだよね。彼と何かあった？」

　坂本との出で逢あいがこの店だったこともあり、蓮たちの関係も蓮が軽いつき合いばかりしていることも、充はよく知っている。

「何ていうか、その、ちょっと困ったことになってるんです。色々と拗こじれてしまったので、もう終わりにしようって云いったんですけど、なかなか納なつ得とくしてもらえなくて……」

　歯切れ悪く、状況を説明する。共通の知り合いである充に告げ口をしているようでいい気分ではなかったけれど、事実を云わなければ頼みごとのしようがない。

「まあ、別れ話はすんなりいかないよね」

　蓮としては『交際』していたつもりはなかったのだが、坂本はその気でいたようだ。

「最初は他の友達と遊びに行くことにいい顔をしない程度だったんですけど、だんだん、普段の行動とかも制限されるようになってきて───」

　関係を終わらせようとした経けい緯いや、最近の彼の行動を搔かい摘つまんで説明する。諾だく々だくと坂本の指示に従っていたわけではないけれど、いちいち指図されるのは不ふ愉ゆ快かいだった。

　いまでもメールは毎日何通も届く。悲ひ嘆たんに暮れているかと思えば、脅おどすような言葉を書いてきたりと様々だ。

「彼がそんなことを？　プライドが高い人だとは思ってたけど、そんなふうに執しゆう着ちやくするような人には見えなかったんだけどな」

「俺も意外でした。というか、最初のうちはすごくつき合いやすい人だったんですけど……」

　知識が豊富で、細やかな気遣いもしてくれる尊敬できる人だった。

　食べ物の好みも似ているし、ドラマなどを見たときの感想も近かった。彼との楽しい思い出はたくさんある。

　だけど、彼のそういう細やかさは、神経質な部分と表ひよう裏り一いつ体たいだった。だんだん彼の助言が口うるさく感じられ始めた頃から、蓮の行動を制限したがるようになってきた。

　彼との間にはぎすぎすとした空気が流れることが多くなり、口論も増えていった。

「そういえば、最近は口数も少なくてあんまり人とは話してなかったかな。以前は社交的な人だったのに。彼の態度が変わるきっかけはあったの？」

「いえ、きっかけというほどのことはなかった気がします。でも、多分俺も悪かったんですよね。淋しいからって都合のいい相手と遊んでばっかりで……。もっと慎しん重ちようになったほうがいいって充さんにもよく注意されてたのに」

　蓮が求めていたのは都合のいい『遊び相手』で、坂本が求めていたのは『恋こい人びと』だったのだろう。前以もつて云ってあったとは云え、期待したくなってもおかしくはない。

「別に遊んじゃいけないってわけでもないから気に病やむことはないと思うけど、自分を大事にしてなかったんだとしたら、それは反省したほうがいいかな」

「……そうですね」

　充の言葉がぐさりと胸に突つき刺ささる。

　果たして、自分はこれまで自分を大事にしていただろうか？

　享きよう楽らく的にその日その日を楽しんでいたのは、もちろん自分自身の欲を優先させた結果だけれど、自らを尊重していたかと問うとしたら頷うなずくことはできない気がする。

「蓮のことだから、途と中ちゆうで面めん倒どうになったんじゃない？」

「……そのとおりです」

　充には蓮の行動はお見通しのようだ。説教とまでは行かないけれど、真ま面じ目めな交際をしようとしない蓮を、前々から心配はしてくれていた。

「話は全然通じないし、もう嫌いやになって終わりにしようって云ったんです。でも、坂本さんには拒きよ否ひされて……」

　常じよう軌きを逸いつした行動をするようになったのは、蓮がもう会いたくないと云ったあとのことだ。電話やメールの着信履り歴れきは数え切れないほどだ。坂本の行動は、思い詰つめた末のものなのかもしれない。

「蓮は恋人になるつもりはなかったのに、坂本さんは蓮を本気で好きになっちゃったってことかな」

「そう…なんでしょうか……」

　自分自身を客観的に評価するなら、遊びや軽いつき合いに都合のいい人間だと思う。後あと腐くされなく体の関係を持てるし、学生のため時間の融ゆう通ずうもつけやすい。

　逆に云うと、恋れん愛あいをするには向かないタイプだ。恋人は作らないと宣言していることもあるけれど、それ以上に本気の恋に値あたいする人間ではないと思っている。

「いまでも自分を好きになる人なんていないって思ってる？」

　以前、蓮が酔っ払って云った愚痴を覚えていたようだ。自分は恋愛に向かない、だから、恋人は作らないと云った。

「……まあ、そんな人はなかなかいませんよ」

「蓮はいい子だと思うけどな。自己評価が低すぎる」

「ありがとうございます。充さんにそう云ってもらえると、自信が持てそうです」

　充の優やさしい言葉に慰なぐさめられる。

「俺はお世辞や慰めで云ってるわけじゃないんだけどな。それで、坂本さんのことはどうするつもりなの？」

「あの、迷めい惑わくだとは思うんですけど、坂本さんとの話し合いに同席してもらえたらと……」

「話し合い？」

「知り合いに相談したら、ちゃんと話をしてお互たがいに納得しないといつまでも終わらないだろうってアドバイスされたんです」

　隼斗との再会のくだりは省略した。わざわざ話すことでもないし、余計な混乱を生むだけだと判断した。

「そうだね。行き違ちがいがあるなら、それは正したほうがいい。でも、俺でいいの？」

「充さんにお願いしたいんです。共通の知り合いだってこともあるんですけど、充さんなら公平な立場でいてもらえると思うので」

「俺のこと買いかぶりすぎだよ。でも、そういうことなら、俺に任せて。俺で役に立つなら協力するよ」

　面倒な頼たのみにも拘かかわらず、充は鷹おう揚ように引き受けてくれた。

「ありがとうございます。面倒なことをお願いしてしまってすみません」

「いいよ、紹介したのは俺だし、責任取らないとな」

「責任なんてそんな！　たまたまここで飲んでたときに、俺が声をかけられただけじゃないですか」

　坂本の誘さそいに乗ったのは、蓮の意思だ。話も合ったし、最初のうちは本当に楽しかった。出逢いの瞬しゆん間かんに戻もどったとして、そのときの坂本の印象が変わるかと云ったら否いなだ。

　その先のことを考えれば関かかわらないほうがいいと云いたくなるけれど、あの頃の彼には負の要素は感じられなかった。

「彼との話し合いはここですればいいよ。定休日なら何時いつでもいいから」

「えっ、いいんですか？」

「さすがに普ふ通つうの店じゃ話しにくいだろ」

「まあ、そうですね……」

　落ち着いた話し合いができればいいけれど、坂本が声を荒あららげるようなことがあれば男同士の色いろ恋こい沙ざ汰ただと周囲に伝わってしまう。そうなったときのことを考えると気が重くなる。

　だけど、ここを使わせてもらえるなら、そういった心配はせずにすむ。

「それで、彼には話し合いのことは伝えてあるの？」

「それはまだです。充さんに話してからにしようと思って……」

　避さけ続けていた蓮のほうから連れん絡らくすることで、坂本がどういう反応をするかはわからない。果たして、すんなりと話し合いの席についてくれるだろうか。

　しかし、あれだけ話をしようとしつこく云ってきていたのだから、彼にとっても自らの主張ができる場になると思う。

　もし拒否をしたり、面倒だと云うのなら、それでも構わない。その場合、坂本にとって蓮がそれだけの手数をかける存在ではなくなったということになるからだ。

　自分への執着をやめて欲しい。蓮の望みはそれだけだ。

（友達には戻れないよね……）

　いい思い出があるとは云え、それと同じくらい嫌な思いもした。いまのいざこざが解決したとしても、今後、フラットな気持ちで彼に向き合えるとは思えない。

「俺から連絡しようか？」

「いえ、それは俺が自分でします」

　手助けしてもらうとしても、そこまで甘えるわけにはいかない。尻しり拭ぬぐいはできる限り自分でするべきだろう。それが最低限の誠意だと思う。










　充の協力が得られることになったとは云いえ、油断はできない。

　マンションのオートロックのパスワードは変へん更こうし、管理人へも友人と揉もめていて迷惑をかけるかもしれないことを報告した。

　エントランスに立つ警備員にも坂本の人相を伝えたため、住人のふりで入り込むことはできなくなったはずだ。

　だが、これで安心とは云いきれない。マンション内への立ち入りは不可能になったかもしれないが、近きん隣りんで待ち伏ぶせされる可能性もある。

　現に坂本は［パラソル］に毎日現れているようだし、二人で行ったことのある場所はしばらく敬遠しておいたほうがいいだろう。

（さすがにこの時間はいないか……）

　日が暮れかけているとは云え、まだ仕事をしている時間のはずだ。

　定時に退社するとしても、彼の会社からの距きよ離りもそれなりにあることを考えると、そこまで心配することはないかもしれない。

「────」

　ポケットから取り出したキーホルダーには、真新しい鍵かぎが一つ増えている。これは隼斗の部屋の鍵だ。

　万が一、再び坂本が怒ど鳴なり込みに来る危険性を考えて、帰宅したら隼斗の部屋で過ごすようにと云われて渡わたされた。そこまで心配しなくてもと思うのだが、隼斗は安心できないらしい。

（本当に心配性しようだよな……）

　やはり、隼斗にとって蓮のイメージは、小学生の頃ころのまま変わっていないのかもしれない。

　夜遊びもせず、大人しく家に帰るような健全な生活をいまさら送ることになるなんて、思いもしなかった。

　誰だれもいない部屋での留守番は好きではない。けれど、隼斗が帰ってくる部屋だと思えば、孤こ独どくはあまり感じなかった。

　そのとき、周囲を警けい戒かいしながらマンションへ入ろうとした蓮に駆かけ寄る気配があった。

「!?」

「あ、すみません、驚おどろかせちゃいましたか？」

　思わず身構えた蓮に、若い男がへらへらとした笑えみを向けてきた。首にはカメラをかけ、手にはスマホを握にぎりしめている。

「何なんですか？」

「ここに住んでる人ですよね？　いまちょっといいですか？」

「────」

　ちょっといいかと云われても、どこからどう見ても胡う散さん臭くさい。きっと、何かの勧かん誘ゆうか詐さ欺ぎの類たぐいだろう。

　相手にするべきではないと判断してエントランスに入ってしまおうとしたけれど、男はしつこく蓮の前に回り込んでくる。

「ちょっとちょっと！　ちょっとだけでいいから話を聞かせてよ！　あのさ、このへんでこの人見かけたりしない？」

　慌あわてて蓮の顔の前にスマホを突つきつけ、誰かの写真を見せてきた。

「!?」

　無視できなかったのは、そこに写っていた人物が隼斗だったからだ。テレビ局の紹しよう介かいページで使われている写真だと思う。

　内心、かなり動どう揺ようしていたけれど、どうにか顔に出さずにはすんだ。

「近所で見たことない？　能瀬隼斗っていう、いま人気のあるアナウンサーなんだけど」

「……テレビでは見たことありますけど」

　知らないと答えるのは不自然だと判断し、差し障さわりのなさそうな言葉を選ぶ。ここで隼人と知り合いだと気づかれたら、絶対に面めん倒どうなことになるからだ。

「彼がさ、このへんのマンションに越こしてきたらしいんだよね」

「へえ、そうなんですか」

　自然に振ふる舞まおうとしたけれど、思った以上にわざとらしい口調になってしまった。

「有名人が引っ越してきたって噂うわさとか聞いたことない？」

「さあ、あんまり近所づき合いしてないんで」

　隼斗の居所を探しているということは、この男は週刊誌の記者か何かだろう。

　アナウンサーの私生活など、視し聴ちよう者しやにはどうでもいいことだ。しかし、いまの隼斗のアイドル的な人気を考えたら、週刊誌がスクープを狙ねらっていてもおかしくはない。

　それにしても、引っ越してきたばかりだというのに、マンションをある程度特定されていることに恐きよう怖ふを覚える。一体、どういう手段で突き止めたのだろうか。

「そういうのは女の人に訊きいたほうがいいんじゃないですか？」

「俺もそう思うんだけど、女性はなかなか足を止めてくれなくてねぇ」

　その出いで立ちではそうだろう。蓮も積極的には関わり合いになりたくはないけれど、あまりに頑かたくなな態度を取れば逆に怪あやしまれるのではという不安があった。

「その人、何か悪いことしたんですか？」

「いやいや、そういうわけじゃないんだけどさ。どっちかっていうと、めでたい話かな？」

「めでたい？」

「いわゆる、『熱愛発覚！』みたいな？　詳くわしい話は企き業ぎよう秘密だから、これ以上は難しいかな。あっ、じゃあさ、こっちの人はどう？」

　男はスマホを操作し、違ちがう写真を表示させる。今度は女性が写っていた。

　清せい楚そな服装に、控ひかえめな笑みを浮うかべている。見た覚えがあるような気がするのだが、すぐには思い出せなかった。

「女優さんとかですか？」

「能瀬アナと同じ番組に出てたお天気お姉さんだよ。気象予報士ってやつ？　ほら、白しら石いし美み佳か子こって聞いたことない？」

「ああ、そういえば……」

　知った顔だと思ったら、隼斗が務めているテレビ番組の天気予報のコーナーで見たことがあったのだ。最近は見かけないけれど、いまは違う番組に出演しているのかもしれない。

「この人もこのへんに住んでるんですか？」

「新居に引っ越してくる予定みたいなんだけど、まだ裏は取れてないんだよねぇ」

「新居ってことは結けつ婚こんするんですか？」

　別に知りたいわけではないけれど、訊いて欲しそうだったから期待に応こたえてみた。

「なかなか勘かんがいいね、君。だけど、それも企業秘密ってやつだよ。まあでも、確かな筋の情報だから楽しみにしてて」

　蓮の問いに男は自じ慢まんげな顔をした。ドヤ顔がムカつくが、顔には出さずに無む邪じや気きさを装よそおって、さらに問う。

「そういうことは、テレビ局に聞いても教えてくれないんですか？　芸能人がよく記者会見とかやってるじゃないですか」

「正式発表を待ってたら、スクープにならないだろ？　それに彼女はテレビ局じゃなくて、大手芸能事務所所属だから色々面倒でね～」

「何だか、大変なんですね」

　作り笑いで上辺だけの労ねぎらいの言葉をかける。

「そうなんだよ！　張り込みもしんどいし、上司は厳しいし。そういうわけで協力してもらえると助かるんだけどな」

「張り込みしろって云うんですか？　俺も忙いそがしいんですけど……」

「いやいや、そこまでしろなんて云わないよ。もし近所でこの二人を見かけたら、教えてくれるだけでいいんだ。あっ、別に違う芸能人でもいいよ。ちょっとした謝礼くらいなら出せるからさ」

　男に名めい刺しを押しつけられる。断ろうとしたけれど、男の素す性じようを把は握あくしておいたほうがいいのではないかと思い直した。

　それに坂本のこともあるのに、隼斗を狙っている記者に張り込みをされては気が休まる間もない。協力的だと思わせておいて、今日のところは帰ってもらったほうが賢けん明めいだろう。

「……わかりました。そのくらいなら」

「ありがとう、助かる！　それじゃ、何かあったらよろしく！」

　記者は情報源を得られたと安心したのか、機き嫌げんよく帰っていった。

（これって、隼斗さんに報告しておいたほうがいいよね）

　記者が周辺を嗅かぎ回っているのなら、警戒しておくべきだ。しかし、彼は隼斗の何を狙っているのだろうか。

　隼斗のプライベートにスクープするほどのネタはない。

　いまは彼女はいないようだし、当然違い法ほうなこととも縁えんがない。強しいて挙げるとしたら、蓮の存在が一番の問題だろうか。

　自分たちの関係を調べたところで、昔からの知り合いだというだけだが、万が一、勢いで体の関係を結んでしまったことが漏もれたら、ゴシップどころの話ではない。

「───さすがにないよな」

　あの夜のことを知っているのは、当事者である蓮と隼斗二人だけだ。誰にも話していないし、隼斗だって不用意にああいったことを他言するタイプではない。

　心配するあまり、ありえない想定をしてしまった。

（……でも、俺がいていいことなんて一つもないよな）

　危険因子であることに変わりはない。直接は関係ないけれど、坂本との揉もめごとに隼斗が関係していると誤解されたらと思うと怖こわかった。

　蓮にできることは、できるだけ隼斗の足を引っ張らず、いま抱かかえている問題を早急に片づけることしかない。

　手にした名刺に視線を落とし、淋さびしさを吞のみ込み、気持ちを引き締しめた。
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『今日は少し早く帰れそうだから、一いつ緒しよに夕飯食べに行こう』

　そんな隼斗からのメールの返事を送るタイミングを時計を見ながら思案していた。速そつ攻こうで返したら意識しているのがバレてしまうし、遅おそすぎても感じが悪い。

　返信の文面にも悩なやんでいる。短すぎても感じが悪いし、長々と書いても前のめりな気持ちが伝わってしまう気がする。考えれば考えるほど、がんじがらめになっていった。

（……ていうか、外食はまずくない？）

　地元から離はなれた場所に行けば、坂本に見つかる可能性は低いけれど、隼斗がファンに発見される危険はどこに行っても変わらない。

　いまはすれ違った人に写真を撮とられ、ＳＮＳなどに投とう稿こうされることもある。それをこの間の記者に見つかったら、面倒なことになりかねない。

　こう云いうと、蓮のほうが心配性しようだと云われかねないけれど、蓮と隼斗では立場が違う。念には念を入れるべきだ。

「出かけるの面倒。───これでいっか」

　心配していることがバレないよう、わざと感じの悪いメッセージを送る。

　蓮が気を遣つかっているのが伝わってしまうと、隼斗はそれ以上にこちらを気遣ってくるというイタチごっこになってしまうのだ。

　あの記者のことは、その日に報告してある。ゴシップ系の週刊誌に狙ねらわれている自覚はあるようで、出先でちょくちょく怪あやしい人ひと影かげを見ることがあるらしい。

　火のないところに煙けむりは立たないというけれど、彼らは火種になりそうな材料があれば無理やりにでも火をつけようとする。

　女性からの人気が高い若手アナウンサーは、とくに格好の餌えさだそうだ。

　痛くもない腹を探さぐられて、強ごう引いんにネタを作られることもあるらしく、女性との接せつ触しよくはとくに気をつけていると云っていた。

　本人にその気がなくても、一方的に想おもいを寄せられることもよくあるのだろう。

　念のため、同じ番組に出ていた気象予報士のことも調べているようだと報告したら、急に真ま面じ目めな顔になった。記者がどんなことを話していたか、根ね掘ほり葉は掘ほり訊いてきた。

（同じ番組の仲間のことは心配だよな）

　自分のことよりも、人の心配ばかりする隼斗らしい。それにつけ狙われるのが女性となると、対応も変わるのだろう。

　つらつらと先日のできごとを思い返していたら、隼斗からの返信がすぐに来た。

『じゃあ、何が食べたい？　蓮の好きなもの作るよ』

　───隼斗さんは食べてくればいいじゃん。

『蓮と一緒に食べたい』

　───友達いないの？

『蓮と食べたほうが美味おいしいから』

　───意味わかんない。

　結局、即そくレスになってしまう。

（何やってんだろ、俺……）

　家で二人で食べるとなると、隼斗に作ってもらうことになってしまう。気の張る仕事をして疲つかれて帰ってくる人に、余計な仕事を増やしたくはない。

「そうだ。俺が作っておけばいいんじゃん」

　蓮の手料理のレパートリーは、目玉焼きやスクランブルエッグなどの卵料理に市し販はんのミックス粉を使ったパンケーキ、あとはカレーくらいだ。

　その中から選ぶならカレーが夕食としては一番無難だろう。食しよく糧りようは好きに食べていいと云われているから、昨日買い込んだ野菜や肉を使ってもいいだろう。

　───カレー食べたいから作っとく。

『蓮が作ってくれるの？』

「俺だって、カレーくらい作れるんだからな」

　そう呟つぶやきながら、『問題ない』とだけ返信し、スマホをカバンにしまい込んだ。

「帰りにルーを買っていかないと」

　隼斗ならスパイスの調合からやるのだろうが、蓮にそこまでの高レベルなことはできない。帰り道を遠回りして、スーパーマーケットに寄ることにした。

「蓮、今日はもう帰るのか？」

「武たけ内うち」

　帰り仕じ度たくをしている蓮に声をかけてきたのは、大学入学当時からよくつるんでいる友人の武内だった。最初は騒さわがしいやつだと思ったけれど、意外に馬が合い、親しくなった。

「いつものところにいないから探しただろ。……あれ？　またスマホ替かえたのか？」

「壊こわれたから新しいのと交こう換かんしてもらった」

　武内は、蓮のスマートフォンの色が違ちがうことに目め敏ざとく気づいたらしい。新しい服を着ていたり、髪かみを切ったりすると真っ先に気づくタイプの男だ。

　マメでモテるわりに彼女と長続きしないのは、気が回りすぎることが仇あだとなっているのではないかという疑いもある。

「マジか。つーか、壊すの早くね？」

「俺が壊したわけじゃない」

「もしかして、あの嫉しつ妬と深ぶかい彼氏に壊されたとか？」

「あれは彼氏じゃないけど、あいつに壊されたのは当たってる」

　再び奪うばわれて壊されるようなことはないだろうけれど、衝しよう撃げき吸収のシリコンカバーを装着し、データもバックアップが取れるよう、この機会にメーカーが提供しているサービスにも登録しておくことにした。これで様々なサービスを利用することができる。

「ところで、このあとって暇ひま？　いま、バイトしてなかったよな」

「予定は入ってないけど、何？　また合コン？」

「当たり！　一人ドタキャンされてさ～。飲み代半額でいいから、来てくんない？」

　気さくでノリのいい武内は顔が広く、しょっちゅう合コンの幹事をやっている。

　女子受けも悪くない蓮は、この手の誘さそいを受けることが多い。武内は蓮が年上の男が好きだということを知っている。同世代の女子とは深い関係になることはないとわかっているため、合コンの面子メンツとして重宝されているのだ。

　便利に使われている部分もあるけれど、大人数で賑にぎやかにしているのは好きだし、遊び相手がいないときに誘えば彼も暇ひま潰つぶしにつき合ってくれる。そういう友人関係なのだ。

「うーん、今日はやめとく」

　いつもの蓮なら、ほいほい参加しているところだが、今日は脳のう裏りに隼斗の顔が過よぎった。断りの言葉に、武内があからさまにがっかりとした表情になる。

「またあの彼氏にうるさく云われてんのか？」

「あれは彼氏じゃないし、あいつとは縁えん切った」

　坂本のことを云っているのだろう。束そく縛ばくがキツくなってきたあたりから、武内には度たび々たび愚ぐ痴ちっていたから、ある程度の事情は知られている。

　軽そうに見えても口は堅かたいため、そういう点では信しん頼らいできる男なのだ。

「じゃあ、新しい彼氏でもできたのか？」

「か、彼氏とかそんなんじゃないよ！」

　自分でも驚おどろくくらい大きな声が出てしまった。火がついたかのように、顔も熱くなっている。

（隼斗さんはただのお節せつ介かいなだけだし）

　心の中での云い訳に、自分で落ち込んでしまう。優やさしくしてくれるし、セックスもしてしまった。けれど、蓮が一方的に好きなだけで、隼斗はボランティアのようなものだ。

「何、ムキになってんだよ。あっ、もしかして片想いとか？」

「違うよ！　俺は恋こい人びと作らない主義だし」

　恋れん愛あい沙ざ汰たに関しては、やたらと勘かんが鋭するどくて困る。

「恋人作らない主義でも、誰だれかを好きにならないわけじゃないだろ。週明けからやけに機き嫌げんがいいと思ってたけど、そういうことだったのか～」

「お、俺は別に……っ」

「別に？」

　武内はニヤニヤとした笑えみを浮うかべている。反論すればするほど、余計な勘ぐりをされるだけだ。強引にこの話を終わらせることにした。

「とにかく！　気乗りしないから、そういうのはまた今度ね」

　気が向かないというのも事実だけれど、無む闇やみに遊び回るなと隼斗に云いわれている。何かしらの義務や責任が伴ともなう関係ではなくとも、約束は約束だ。

「まあ、頑がん張ばれよ。上手うまくいったら、そのときは詳くわしく聞かせてもらうからな」

「だから、そういうんじゃないってば！　もう俺行くからね」

「───ちょっと待った」

　早足で駅に向かおうとしたら、武内に腕うでを摑つかんで引き止められた。

「何だよ、合コンには行かないって云ってるだろ」

「そうじゃなくて、あいつ……お前の元カレじゃないか？」

「え？」

　武内の指し示した方向に視線を向けると、校門の前でうろうろとしている坂本の姿が目に入った。思わぬ人物の登場に、一気に血の気が引く。　>>>♥

「何でこんな時間に……」

　本来なら仕事に行っている時間のはずだ。坂本に見つからないよう、蓮は慌あわてて建物の陰かげに姿を隠かくした。

　油断していたせいで動どう揺ようしてしまったけれど、大学に現れることは想定内のことだ。マンションには入れなくなった以上、それ以外の場所で蓮を待ち伏ぶせする可能性は考えていた。

「今日って平日だよな？　あの人、会社員じゃなかったっけ？」

「そのはずだけど……」

「お前、約束でもしてたのか？」

「してないよ！」

　話し合いの件はまだ伝えていない。来週の［パラソル］の定休日の夜、坂本が仕事を終えたあとに時間を取ってもらうつもりでいた。

　蓮から連れん絡らくすることによって、蓮も関係修復を望んでいると勘違いされても困ってしまう。だから、打だ診しんをするのは直前になってからにしようと思っていた。

　仕事すら放ほうり投げて、蓮に会いにきているなんて普ふ通つうの精神状態じゃない気がする。メールの返事がないことに耐たえかねたのだろうか。

　物陰からそっと様子を窺うかがうと、坂本は通りかかる学生を捕つかまえ、何やら聞いて回っているようだった。

　彼が苛いら立だっているのが、遠目からもはっきりとわかる。あんな状態の相手を話し合いで納なつ得とくさせられるのだろうかと一気に不安になった。

「雪入ってやつを知らないか？」

「さあ、知りませんけど……」

「それは本当か？　知ってて隠してるんじゃないのか？」

「本当に知りませんって！」

　問い詰つめられた学生が、迷めい惑わくそうな顔で逃にげていく。坂本は次の学生を捕まえ、同じように詰きつ問もんしていた。

（どうしよう……）

　無視して逃げたいけれど、放っておいたら大学の迷惑になる。騒ぎの原因が蓮だと知れたら親にも報告が行くだろうし、何かしらの処分を受けることになるかもしれない。

「あれ、お前のこと探してるんじゃねーの？　どうするんだ？」

「いま会うのはよくない気がする……でも……」

　ここで顔を合わせても、まともな話し合いにはならないだろう。蓮としても、大学で騒ぎは起こしたくない。

「お前は裏から帰れよ。あの人のことはてきとうなこと云って引き止めといてやるから。一回会ったことあるし、何とかごまかせるだろ」

「いいの？」

「いつもノート写させてもらってるし、このくらい安いもんだ。気をつけて帰れよ」

「ありがとう、武内。恩に着る！」

　武内の厚こう意いに甘え、蓮はいま来た道を引き返した。裏門付近からバスに乗れば、電車で鉢はち合あわせする可能性もないだろう。

　早足で歩きながら、不安感を紛まぎらわそうとスマホを握にぎりしめる。半ば無意識に交こう換かんしたばかりの隼斗の携けい帯たい番号を表示させてしまった。

（電話してどうすんだよ）

　この時間はまだ仕事中のはずだし、隼斗に現状を伝えたところで余計な心配をかけるだけだ。画面を閉じようとして、間ま違ちがえて通話を押してしまった。

「あっ、やばい」

　即そく座ざにキャンセルしたけれど、すぐに隼斗から折り返し電話がかかってきてしまった。こちらから電話してしまった手前、出なければ心配させてしまうだろう。

「……もしもし？」

『蓮？　大だい丈じよう夫ぶか？　何かあったのか？』

　案の定、心配そうな声こわ音ねが聞こえてきた。

「うん、平気。ごめん、何でもないから大丈夫。間違えて通話押しちゃっただけ。隼斗さんこそ仕事中に電話なんかしていいの？」

『休きゆう憩けい時間だから問題ない。それより、本当に何でもないのか？』

「う、うん」

『その声は何でもないって感じじゃないだろう。俺に隠しごとはするな』

　隼斗には簡単に見み抜ぬかれてしまい、言葉に詰まる。このまま隠し通すと余計に追つい及きゆうされかねない。正直についさっきのできごとを報告することにした。

「……いま、大学で坂本さんを見かけて」

『こんな時間に？　彼に見つかったのか？』

　電話の向こうから聞こえてくる声音に緊きん迫ぱく感かんが混じる。

「ううん、慌てて隠れたから見つかってはいないよ。いまは友達が足止めしてくれてるはず。いまの内に裏門から出るつもりだけど……」

『顔を合わせずにすんだならよかった。念のため、マンションにはしばらく帰らないほうがいいだろうな』

「だよね……」

　大学にいないとわかったら、マンションのほうに来る可能性が高い。まっすぐ帰った場合、鉢合わせしてしまいかねない。

　敷しき地ち内には入れないだろうが、近くで待ち伏せされていたら、咄とつ嗟さに逃げるのは難しいだろう。坂本が諦あきらめて帰るのを、どこかで時間を潰つぶして待つしかない。

（でも、どこ行こう……）

［パラソル］では簡単に見つかってしまいそうだし、図書館は夕方には閉まってしまう。

　一人暮らしの友人の家に避ひ難なんさせてもらうことも考えたけれど、万が一あとをつけられて、先日のように押しかけられるようなことになったら申し訳ない。

『仕事が終わったら、車で迎むかえに行く。だから、それまで少し時間を潰して待ってろ』

「えっ、そこまでしてくれなくていいよ！」

　それこそ、子供ではないのだから自分でどうにかすることはできる。ネットカフェで一晩過ごしたっていいし、少し金はかかるがホテルの部屋を取るという手もある。

　動揺して隼斗に電話をかけてしまったけれど、時間を潰すくらい一人でもできる。そこまであれこれしてもらう必要はない。

『地下駐ちゆう車しや場じようから入れば、マンションへの出入りには気づかれないはずだ。駐車場に入るときだけ体を伏せておけばいい』

　確かに、隼斗の云う方法なら誰だれにも見られずにマンションに入ることができる。

「それなら、タクシー使うよ」

『タクシーの後部座席で隠れるのか？　余計に怪あやしいだろう』

「う……」

　隼斗の云うように、誰も客が乗っていないように見えるタクシーがマンションの地下駐車場に出入りするのは不自然だ。下手へたをしたら、近きん隣りんで隼斗の挙動を探さぐろうとしている例の記者の注意も引いてしまいかねない。

『そうだ、局の近くまで出てこられるか？　こっちならあいつと鉢合わせすることもないだろうし、早く合流できるしな。少し待たせることになるが、すぐそこにシネコンもあるから、のんびり映画でも見ててくれ』

　隼斗は、勝手にこのあとの段取りを立ててしまう。

　坂本は基本的に映画館に足を運ぶタイプではないし、彼の趣しゆ味みではない作品を選べば偶ぐう然ぜんにも会うことはないとは思うが、見たい作品もとくにない。

「いや、だから、別に合流しなくても……」

『何か不都合でもあるのか？』

「不都合ってわけじゃ───」

『だったら、俺とデートしたっていいだろう』

「で、デート!?」

　隼斗の口から出てきた単語に動揺する。

『待ち合わせはそうだな、映画館の正面入り口がわかりやすいと思う。場所はあとで送っとく。時間が見えたら連絡するから』

「ちょっ、隼斗さん!?」

『すまん、呼ばれてるから行かないと。じゃあ、またあとでな』

　一方的に通話が切れたかと思うと、続いてメールが届く。映画館のアドレスとオススメ作品が書かれていた。

「映画見るなんて云いってないんだけど……」

　隼斗の強ごう引いんさにため息を吐つきつつも、『デート』と云われて浮うき立つ気持ちは否定できなかった。










　映画館を出ると、辺りはすっかり暗くなっていた。何だかんだと云いながらも他ほかにやることもなかったため、映画を見ることにした。

　選んだのは、邦ほう画がの恋れん愛あいものだ。隼斗に薦すすめられたものを素す直なおに見るのも何だか悔くやしかったからだ。

　邦画の恋愛ものなんて、普ふ段だんの蓮も積極的に見ようとは思わないジャンルだけれど、意外と楽しめた。主人公の女子高生が片かた想おもいをしている相手が年上だったこともあり、共感できる部分もあったからかもしれない。

（あんな都合のいいハッピーエンドなんてあるわけないけど）

　年上の男性が何もかもかなぐり捨てて、主人公の手を取っていた。物語なら『めでたし、めでたし』で終わることができるけれど、現実はそうはいかない。

　恋こい人びとになった瞬しゆん間かんがスタートラインだ。ジェネレーションギャップもあるだろうし、根本的な生活時間のずれもすれ違いに繫つながる。第一に精神年ねん齢れいの差も大きな溝みぞの一つだ。

　遊び相手なら深い部分にまで踏ふみ込むことはないけれど、恋人ともなると対等の存在であるべきだと思う。

「待ち合わせってこのへんでいいのかな……」

　入り口の前でと云われたけれど、意外に広くて落ち着ける場所がない。車で迎えにくると云っていたことを思い出し、車道近くの植え込みの傍そばで待機することにした。

　映画が終わる時間は、先にメールしてある。

（やばい、ドキドキしてきた）

　デートというのは、ただのたとえであって正確な意味合いではない。隼斗も深く考えずにそう発言したのだろうが、蓮にしてみれば複雑な気分だった。

　蓮の前を何組ものカップルが通りすぎていく。手を繫いだり、腕うでを組んだり、それぞれの距きよ離りで二人の世界を築いている。

　少し前までは何とも思わなかったのに、いまは彼らが羨うらやましい。もしも自分が隼斗ともっと歳としが近かったら、恋が成じよう就じゆしていたのだろうか。

（歳が近いだけじゃ無理か。俺、男だもんな）

　隼斗は蓮を抱だいてくれたけれど、基本的にはストレートだ。刹せつ那な的な関係は結べたかもしれないけれど、継けい続ぞくしたつき合いは無理だろう。

　女性になりたいわけでも、憧あこがれているわけでもない。だけど、自分の性別にコンプレックスを抱いだくことなく隼斗を好きになれるということだけは羨ましかった。

　暗い気持ちになりかけていた蓮の前に、ゆっくりと赤い車が停とまった。

「蓮、お待たせ」

「……いま来たばっかりだから別に待ってないし」

　憎にくまれ口を叩たたいてしまうのは、もう癖くせのようなものだ。

　スーツを着て出社したはずの隼斗だったが、いまはカジュアルな服装になっていた。

「こんなところまで来てもらって悪かったな。ほら、早く乗って」

「う、うん」

　周囲を警けい戒かいしながら、記者やファンの目がないことを確かく認にんし、そそくさと助手席に乗り込んだ。シートベルトをつけると、隼斗の車はまた滑すべるように走り出す。

「映画は面おも白しろかったか？」

「まあまあかな」

「そうか」

「…………」

　意識しすぎてしまうせいで、会話が続かない。手を伸のばせば届くような狭せまい空間で二人きりというシチュエーションに緊きん張ちようしているのだろう。

　見た映画の感想を話せばよかったのだろうが、主人公と自分を重ねて感情移入してしまったなんて隼斗には云えるわけがない。沈ちん黙もくが続き、気まずくなってくる。

「───これ、隼斗さんの車？」

　緊張を悟さとられないようにと、考えに考えた何気ない質問を口にする。

「ああ、去年買ったんだ」

「ふぅん」

　国産のハイブリッド車を選ぶあたり、手て堅がたい隼斗らしい。走りは静かで、運転も丁てい寧ねいだった。

（俺なんかを助手席に乗せていいのかな……）

　車内を見る限り、綺き麗れいに使っているようだ。隣となりに座ることに特別な意味を考えることもないのだろうけれど、蓮としては気になってしまう。

　この数日の様子を窺うかがう限り、いまつき合っている相手はいないようだ。

　もしも、彼女がいたとしたら引っ越こしの手伝いくらいはしに来るだろうし、電話の一本もしないとは考えにくい。

「この車に何人乗せたことあるの？」

「二人かな」

「……女の人だろ」

「一人はな。買ったばかりの頃ころに、親父おやじとお袋ふくろを乗せて、旅行に連れてったんだ」

「おじさんたちだけ？」

「そういえば、助手席に人を乗せるのは初めてだな。何なんだ？　さっきから変な質問して───もしかして、俺の運転技術を疑ってるのか？」

「あ、いや、そういうわけじゃ……」

「常に安全運転だから安心しろ」

「…………」

　運転の腕を疑っていたわけではなく、初めての隼斗とのドライブにドギマギしていただけだが、勘かん違ちがいを訂てい正せいするのはやめておいた。

「お前は免めん許きよ取らないのか？」

「いまのとこ考えてない。別にいらないかなと思って」

「社会人になってからじゃ時間が取りにくくなるぞ。車に乗らなくても、身分証明として持ってると便利だしな」

「……考えてみる」

　運転免許は持っていたほうがいいと何人にも云われていたけれど、面めん倒どうだと一いつ蹴しゆうしてきていた。隼斗の一言で気持ちが揺ゆれるのだから、単純なものだ。

「そういえば、道こっちでいいの？」

　そう訊たずねたのは、隼斗の車が思っていたのとは反対方向へと向かっていたからだ。普段、電車ばかり使っているため、道にはあまり詳くわしくないけれど、自宅とは逆に向かっているように思えた。

「せっかくだし、ドライブくらいいいだろう？」

「ドライブ？」

「この時間だと、まだあいつがうろついてるかもしれないし、念のため少し時間を潰つぶそう」

「で、でも───」

　坂本に見つからずにマンションに入るために、合流したのではなかっただろうか。

「デートって云っただろ？」

「本気だったの!?」

「本気で悪いか？　とりあえずてきとうに走ってるけど、どこか行きたいところあるか？」

「……海」

「海？　夜景が見たいってことか？」

「山でもいいけど」

「おい、本当にてきとうに云ってるだろう。まあいいか、海のほうに行ってみるか」

　隼斗は蓮の気まぐれな発言を楽しんでいるようだ。

　素っ気ない返事をしてしまったのは、思わぬ『デート』に舞まい上がってしまっているからだ。隼斗となら、どこへ行ったって楽しい。

（普ふ段だん、どんなデートしてるんだろう）

　いまは恋人がいなくても、過去にはいたはずだ。有名人だから派手な行動を取ることはないだろうけれど、デートくらいはしているはずだ。

「腹減ってないか？　飯がまだなら途と中ちゆうでどこか寄ろう」

　隼斗は蓮を見ると、食事を摂とらせたくなるようだ。瘦やせている野の良ら猫ねこに餌えさをあげたくなるようなものなのだろう。

　気き兼がねなく食事ができればいいけれど、いまは記者がどこで狙ねらっているかわからない。油断はしないほうがいいだろう。

「うーん、あんまり。さっき、コーヒー飲んだから」

「コーヒーは食事とは云いわないだろう。ちょっと足を延ばしたところに美味うまい店があるんだ。お前も好きな味だと思うから、今度連れてってやるよ」

「有名人がそんなふらふら出歩いていいわけ？」

　日曜日の買い出しでも思ったのだが、隼斗は意外と無防備だった。

　眼鏡めがねをかけたり、マスクをしたりと顔を隠かくすこともせず、アナウンサーとして特とく徴ちよう的なはずの声を潜ひそめることもしないため、蓮のほうがはらはらしたものだ。

「スーツ着てなきゃ気づかれないから大だい丈じよう夫ぶだ。日曜だって、誰だれにも声かけられなかっただろう？」

「あのときはたまたま気づかれなかっただけなんじゃ……」

　自分なら、どんな姿をしていたって人込みの中から隼斗を見つけてしまうと思う。視界に入って気づかないなんてありえないだろうし、他ほかの誰かと見間違うこともないだろう。

「まあ、気づかれたところでただのアナウンサーだしな。アイドルみたいに騒さわがれることはないから大丈夫だよ」

「似たようなもんだと思うけど？　そうじゃなかったら、週刊誌の記者に狙われたりするわけないじゃん」

　真ま面じ目めなニュースを読み上げることが主な仕事だろうけれど、歌番組の司会をしたりバラエティに出たりもしている。

　若手人気アナウンサーとしてインタビューを受けたり、雑誌のグラビアを飾かざったりと、アイドルや俳優とさして変わらない扱あつかいだ。

　そもそも、ファンにとっては相手がアイドルだろうがアナウンサーだろうが、好きな気持ちは変わらないのではないだろうか。

「俺のことを心配してくれてるんだな」

「べ、別にそういうわけじゃないし！　この間、記者に声かけられたから、ちょっと気になるってだけで……」

「それでも、ありがとう」

「何云ってんの？」

　思わぬ流れで礼を云われ、居たたまれない気持ちになる。意識していることが伝わらないようにと自分を律しているはずなのに、こんなに顔を赤くしていては感情がダダ漏もれだ。

「隼斗さんはもっと有名人だってことを自覚したほうがいいよ。何かあってからじゃ遅おそいんだからね」

「何かって、例えばどんなことだ？」

「た、例えば、俺のことが変なふうに伝わったりしたら、あることないこと書かれたりするかもしれないだろ！　俺なんかに関かかわったって、いいことなんて何もないのに……」

　面倒をかけている現状も心苦しいのに、万が一足を引っ張ることになったりしたら後こう悔かいしてもしきれない。

「───お前がそんなふうに思うのは、俺のせいか？」

「……っ、な、何云ってんの……」

　動どう揺ようしていたせいで、余計なことまで口にしていたことに気がついた。隼斗は、蓮の自じ虐ぎやく的な発言を聞き流してはくれなかったということだ。

　どうにかごまかせたらと思ったけれど、混ぜっ返せる雰ふん囲い気きではなくなってしまっている。

「すまなかった、蓮」

「だから、何の話？」

　惚とぼけようとする蓮のノリに、隼斗は合わせてはくれなかった。

「いまさらだとは思うが、云い訳をさせてくれ。あのとき、ああ云ったのはお前の気持ちを蔑ないがしろにしようとしたわけじゃなかったんだ」

「────」

　隼斗が謝ろうとしているのが、蓮の『告白』に対する答えについてだとわかり息を吞のむ。

（……本当にいまさらだよ）

　この間は感情を抑おさえきれずに八つ当たりをしてしまったけれど、隼斗に謝って欲しかったわけではない。

　自分の中で気持ちの整理をつけようとしているのだから、蒸むし返さないでもらいたかった。

「あの頃、お前は俺とばかり過ごしてただろ？　お前の気持ちは嬉うれしかったが、不安でもあったんだ。俺がお前の世界を狭せまくしてしまっていたんじゃないかって。歳としを重ねれば、視野も広がる。そのときに俺の存在が枷かせになって欲しくなかったんだよ」

「……そんなの知らないよ」

　告げられた言葉にすっと血の気が引いていく。

　隼斗の思いやりは本物だっただろうし、頭では理解できる。だけど、そんなの綺き麗れいごとでしかない。

　すでに吹ふっ切れていれば、素す直なおに受け止められたのかもしれない。しかし、十年近く経たったいまでも隼斗への気持ちは薄うすれていなかった。

「そうだな。いまさらこんなこと云われても困るよな」

「何？　隼斗さんは俺の八つ当たりを真に受けて、俺がこんなになっちゃった責任を感じてるわけ？」

　苛いら立だちを抑えきれず、険のある声を出してしまう。隼斗自身は、謝れば気持ちが軽くなるかもしれない。

（だけど、俺はどうしたらいいんだよ）

　昔と同じように優やさしくされて、隼斗への想おもいはより一層募つのっている。

　この気持ちはいまの自分のものではないと必死に云い聞かせているのに、このままじゃ自分をごまかせなくなってしまう。

　悪気はなかった、という言葉があるけれど、そのほうがよほど質たちが悪い場合がある。

　悪意を持ってくれれば対処のしようもあるけれど、善意からの行動の場合、困ったことになったとしても責めにくい。

　いっそのこと、もっとこっぴどく振ふってくれれば、想いを断たち切れたかもしれないのに───そう思いかけ、それすら甘えだと気づく。

「すまない、相応ふさわしい言葉が浮うかばない。ただ、俺は───」

「ねえ、したくなったんだけど」

　隼斗の発言を遮さえぎって、わざと明け透すけに誘さそいかける。これ以上、云い訳めいた言葉は聞きたくなかった。

「蓮……？」

　蓮の言葉に、隼斗は動揺を見せた。

「抱だいてくれる約束だろ？」

　隼斗の太ふと腿ももに手を這はわせ、思わせぶりに撫なでる。心は無理でも、いまだけは体だけなら繫つながることができる。

「いまか？」

　ある意味、これは残ざん酷こくなくらい優しい隼斗への復ふく讐しゆうなのかもしれない。こんな傍ぼう若じやく無ぶ人じんなことをしていれば、やがて愛あい想そを尽つかされるだろう。

　いっそ嫌きらわれたほうが、未練を断ち切ることができるはずだ。

「いますぐしたい」

　熱を込めて告げると、隼斗は小さく嘆たん息そくした。

「───わかった。場所を変えよう」










　隼斗の車が向かったのは、ハイクラスのシティホテルの一つだった。

　ホテルの前で一いつ旦たん降ろしてもらい、隼斗の取った部屋で合流した。人目を気にしている素そ振ぶりをしていると目立つ。何気なくエレベーターに乗り込むだけで、やけに緊きん張ちようした。

　教えられた部屋のドアが開かれるなり、招き入れてくれた隼斗に抱きついた。

「蓮───」

　背後でドアが閉まる音を確かく認にんすると、唇くちびるを押しつけるようにしてキスをする。蓮の性急さに驚おどろいている様子だったけれど、隼斗は拒こばむことなく受け止めてくれた。

「ん、ぅん……っ」

　柔やわらかな下した唇くちびるを食はみ、歯列の隙すき間まから舌先を忍しのび込ませる。すると、隼斗は蓮の頭の後ろを押さえ、口づけを深くしてきた。

　舌を絡からめ合い、お互たがいの口こう腔こうを探さぐり合う。舌が触ふれ合う感かん触しよくが、蕩とろけるように気持ちいい。蓮の好きな声がこの唇から発せられるのだと思うと、そのことも蓮を興奮させた。

　思考を放ほう棄きし、キスに夢中になる。快楽に溺おぼれてしまえば、余計なことを考えずにすむからだ。

　こんな自分のことを、隼斗はどう思っているのだろうか。求めるままに応こたえてくれるけれど、その理由は訊きけていない。

（同情？　責任感？　まあ、どっちでもいいか）

　どう思われていようといまだけは、隼斗を独り占じめできる。瞳ひとみに映るのも、名前を呼ばれるのも自分だけ。蓮の好きなあの声を発する唇も、いまは蓮のものだった。

（……これじゃ、あの人と大して変わらないな）

　自己愛からでも、恋れん愛あい感情からでも、独どく占せん欲よくというものの身勝手さに変わりはない。

「ちょっと待て。せめて、ベッドに行こう」

「やだ、待てない」

　耳みみ朶たぶに嚙かみつき、不満を訴うつたえる。こんなことをしている場合じゃないとわかっていても、いまさらやめられるわけもない。

「蓮、痛いって」

「うるさい」

　そのまま首筋にも歯を立て、皮ひ膚ふを吸う。隼斗が息を吞む気配に気をよくし、服を脱ぬがせようと手をかける。

　ジャケットを肩かたから落としたところで、腰こしを摑つかまれて肩に抱かかえ上げられた。

「えっ？」

「待てと云いってるだろう」

　体が浮き上がったかと思うと、そのまま運ばれ、ダブルベッドに下ろされた。

「シャワーくらい浴びさせろ」

「そんなの、あとでいい」

「……っ」

　体を起こそうとする隼斗の首にしがみつき、体重をかけて背中から倒たおれ込む。蓮の上に折り重なった隼斗が顔を上げると同時に、さっきのキスの続きをねだった。

「隼斗さん、早く」

「こら、そんなにがっつくんじゃない」

「我が慢まんできない」

　広いベッドを利用して、転がるように体の上下を入れ替かえる。隼斗の上に跨またがり、ブルゾンを脱いで放ほうり投げた。

「隼斗さんだって、その気になってるじゃん」

　触れなくとも、布地を押し上げている様子で臨戦態勢であることがわかる。形を確かめるようになぞってみると、想像していたよりも硬かたくなっていた。

「少しはカッコつけさせろ」

　蓮の指し摘てきに、隼斗は苦笑いを浮かべる。

「カッコつける必要なんてある？」

　隼斗はそのままで充じゆう分ぶんカッコいい。心の中でそうつけ加えながら、ベルトを緩ゆるめ、スラックスのファスナーを下ろした。

　緊張を押し隠かくしながら下着を引き下ろすと、芯しんを持ち始めていた屹きつ立りつが姿を現した。

　思わず喉のどを鳴らしてしまった自分のはしたなさが恥はずかしい。あまり好きではないので、積極的に口こう淫いんをすることはほとんどない。

　口や舌が疲つかれるし、喉を突つかれて苦しい思いをすることもあるからだ。だけど、目の前にあるものが隼斗の昂たかぶりだと思うと、不思議と気が急せいてしまう。

「蓮」

　咎とがめるような響ひびきで名前を呼ばれたけれど、これからやろうとしていることを思い止とどまるつもりはさらさらなかった。

「隼斗さんだって、俺の舐なめたじゃん」

　ばくばくと高鳴る心臓に煽あおられながら体を屈かがめ、伸のばした舌で裏側を舐め上げる。その瞬しゆん間かん、小さく息を吞のんだ気配がした。

　隼斗のそれは一瞬で硬く張り詰つめ、充血する。萎なえてしまったらどうしようかと思っていたけれど、その心配は不要だったようだ。

　奥まで吞み込もうとしてみたけれど、その大きさのせいで思ったようにはいかなかった。昂ぶりの切っ先だけ口に含ふくみ、舌を絡める。

「ん、んぁ……っ」

　指で擦こすったり、唇を窄すぼめて吸い上げたりしているうちに、体液が滲にじみ出てくる。如によ実じつな反応を示してくれることが嬉うれしくて、ひたすら高めることに熱を込めた。

　蓮のそれにはまだ触れてもいないのに、隼斗のものを舐めているだけで張り詰めてしまっている。疼うずくそこを意識しないようにしながら、舌を丹たん念ねんに這わせた。　>>>♥

「気持ちいい？」

「……ああ」

　蓮の問いかけに、隼斗は吐と息いき混じりに答えてくれる。隼斗の反応も悪くなかったけれど、言葉で聞けて嬉しかった。

「もういい、蓮」

「やだ、隼斗さんがイクまでする」

　自分だって、もういいと云ったのに無理やりイカされたのだ。あの仕返しをしなければ、気がすまない。潤うるんだ先せん端たんを再び咥くわえ、舐めしゃぶる。

「蓮」

　余よ裕ゆうのない声こわ音ねに興奮する。隼斗を追い詰めているのだと思うと、堪たまらなかった。しかし、隼斗は力ちから尽ずくで口淫をやめさせようとしてくる。

　そんな攻こう防ぼうの中、顔に生暖かいものが飛び散った。

「……ッ」

　隼斗が果てたのだと気づいたのは、その数秒後のことだった。

「だから、もういいって云っただろう」

　そう云って、袖そで口ぐちで蓮の顔を拭ぬぐってくれる隼斗は些いささか気まずげだ。暴発してしまったことにバツの悪さを感じているのだろう。

「別に恥ずかしがらなくてもいいのに。こんなのただの生理現象じゃん」

「男として悔くやしいだけだ」

　仕返しができたことに満足していたら、脇わきの下に手を入れられ、力任せに引き上げられた。

「えっ？」

　その勢いで組み敷しかれ、再び攻守が入れ替わる。

「本当にお前は悪い子になったな」

「悪い子って───ンぅ」

　こんなことまでしてるのに子供扱あつかいかと文句を云おうとした口をキスで塞ふさがれた。息もできないほど激しい口づけに面めん食くらう。

　口腔を搔かき回されると、頭の中までめちゃくちゃになった。混じり合う唾だ液えきが飲み込めず、口の端はしを伝い落ちていく。

「んん、ふ、ぁ……っ」

　濃のう厚こうなキスを続けながら、隼斗はシャツの裾すそを捲まくり上げて蓮の素す肌はだに触れてきた。

　シャツの裾から入り込んできた手が、蓮の脇腹や背中を撫なでる。脇腹を微び妙みような強さで撫で上げられ、喉の奥が甘く鳴る。

「ぅん、ん、んんっ」

　脇腹を撫でていた手が、器用にベルトを緩めてズボンを押し下げた。下着も一いつ緒しよに下ろされ、剝むき出しになった尻しりを摑まれた。

「んん、んぁ……っ」

　柔やわらかな皮膚に指が食い込む感かん触しよくに、びくりと腰が跳はね、唇くちびるが解ほどけてしまった。そのまま揉もみしだかれ、蓮は上うわ擦ずった声を零こぼしてしまう。

「や、あっ、あ……っ」

　身み悶もだえると、露あらわにされたばかりの自身が隼斗の腹部に当たって擦れてしまう。その刺し激げきにも感じてしまい、一層そこが張り詰めた。

　隼斗は尻を摑んだまま腰を擦りつけてくるせいで、反り返った隼斗の昂ぶりが蓮のそれと重なって擦れ合ってしまう。

「隼斗さん、服脱ぎたい……暑い……」

　体温が上がって肌が汗あせばんできたせいで、服が纏まとわりついて気持ち悪い。

「そうだな」

　隼斗は一いつ旦たん体を起こしてインナーを脱ぎ捨てると、蓮の膝ひざに引っかかっているズボンと下着を取り去った。

　シャツのボタンも外され、熱を持った手が素肌を撫で回す。

　隼斗は首筋に顔を埋うずめ、蓮の皮ひ膚ふに痕こん跡せきを残していく。鎖さ骨こつや胸むな元もとにキスをいくつも落とされたあと、胸の尖とがりに吸いつかれた。

「あっ、ア、あ……っ」

　ここが感じやすいことを、隼斗はもう知っている。歯を立てられ、蓮はびくんっと背中を撓しならせた。熱く濡ぬれた舌の感触が気持ちいい。

　隼斗は熱に浮うかされたように喘あえぐ蓮の足を左右に押し開くと、後ろの窄まりを探さぐってきた。

「や!?」

　ぬるぬるとした感触は、アメニティの乳液のようだ。いつの間に用意していたのかと驚おどろいたけれど、それを問う余裕はない。

　揉み解ほぐすように入り口を撫でられたあと、つぷりと指先を押し込まれた。

「あ……っ」

「痛くないか？」

「へーき、あ、あ……っ、あっ」

　痛みはないけれど、ぬるぬると粘ねん膜まくを擦られる感触に上擦った声が出てしまう。体の中を探られる感覚は、改めて考えると奇き妙みようなものだ。

　やがて二本に増えた指が中を押し開きながら、浅い部分を出入りするようになった。乳液も足され、抜ぬき差しが滑なめらかになる。

「ん、ぅ、あ……っ」

　蠢うごめく指の動きばかり意識で追ってしまう蓮を、隼斗は初めてのときよりも慣れた様子で高めていく。内ない壁へきのある部分を強く押されると、上擦った声が上がる。

「あっあ、あ……！」

　この間とは打って変わって丁てい寧ねいな手つきに、もどかしさが募つのる。

「……隼斗さん、もういいよ」

　まだキツい自覚はあったけれど、体はその先の行こう為いを求めていた。一刻も早く隼斗と繫つながりたい。

「まだキツくないか？」

「へーきだってば」

「無理はさせたくないんだ」

「無理なんてしてない。早く隼斗さんのが欲しい……」

「───まったく」

　強ごう引いんにねだると、隼斗は渋しぶ々しぶと折れてくれた。

　隼斗だって、これ以上の忍にん耐たいは辛つらいだろう。その証しよう拠こに、押し当てられた怒ど張ちようはさっきよりも硬かたくなっていた。

「ん、んん……っ」

　歯を食い縛しばり、先端を捻ねじ込まれる感覚を耐たえる。体の中を限界まで押し開かれる圧あつ迫ぱく感かんに、息が止まりそうだった。

「蓮、大だい丈じよう夫ぶか？」

「うん、だいじょーぶ……」

　苦しくないわけではなかったけれど、乳液の滑ぬめりが屹きつ立りつを奥へと導いてくれている。

「あ……!?」

　最さい奥おうに押し込まれた瞬しゆん間かん、頭の中が真っ白になった。突つき上げられた衝しよう撃げきに、欲望を爆はぜさせてしまう。

「ちょっと早いだろ」

「云いわないでもわかるよ、そんなこと」

　さっきの意い趣しゆ返しか、わざわざ言葉で指し摘てきしてくる。

「まだ全然治まらないな」

「ひぁ……っ、あ、ああっ」

　達したばかりの昂たかぶりを緩ゆるく扱しごかれ身悶える。一度イッたくらいで満足できるような体ではない。隼斗の屹立を深く吞のみ込んだ場所が、尚なおも物欲しげにひくついている。

「エロい体だな」

「……文句でもある？」

　息も絶え絶えに睨ねめつけると、隼斗は苦笑いを浮かべた。

「そうだな、文句はないが自分が抑おさえきれなくなりそうで怖こわい」

「抑える必要なんてなくない？」

　隼斗になら、どんなことをされてもいい。理性を飛ばして暴走するほど欲情してくれるとしたら、嬉うれしいくらいだ。

「そうやって大人を煽あおるな」

「俺だって、もう大人だもん」

　だから、こうして大人にしかできないことをしているのだ。

「お喋しやべりの時間はもう終わりだ」　>>>♥

「あっ、ぁん……！」

　ぐっと突き上げられ、唇から発せられる言葉が嬌きよう声せいに変わる。体を揺ゆさぶるような律動に合わせ、自分のものとは思えないほど甘ったるい声が溢あふれ出る。

「あ、あっ、は、あ……っ」

　中を押し開いている怒張が、敏びん感かんな場所に当たると酷ひどく感じてしまう。ベッドカバーを握にぎりしめ、内壁を勢いよく擦こすり上げられる快感を受け止める。

　隼斗とのセックスは、噓うそみたいに気持ちいい。元々セックスは好きだったけれど、好きな人との行為はまったくの別物だと思い知った。

　指先が肌はだをなぞるだけでさざめくように感じるし、繫がり合った体は細さい胞ぼうの一つ一つが蕩とろけてしまいそうなほど快感に支配されている。

「あ……っ、んん！」

　隼斗は蓮の腰こしを抱かかえ直し、抽ちゆう挿そうを深くした。屹立をぎりぎりまで引き抜き、押し戻もどす。

　勢いよく突き入れられるたびに、ぐじゅ、ぐじゅ、と卑ひ猥わいな水音が立つ。奥を穿うがたれる衝撃と内壁を擦られる感覚が堪たまらなくて、体も声も蕩けていく。

「や、あ、あ、隼斗さん……っ」

　どうしようもないほどの快感に惑わく乱らんし、隼斗に向かって手を伸のばす。蓮がしがみつく前に、強く抱だき竦すくめられた。

　そのままがくがくと激しく揺さぶられ、追い立てられる。荒あら々あらしい律動に高められ、天てつ辺ぺんまで上り詰つめた。

「あっあ、あ、あ───!?」

　掠かすれた嬌声を上げながら、終わりを迎むかえた。絶頂の余よ韻いんに甘く痺しびれる蓮の体をそのまま激しく責め立て、隼斗も果てる直前で自身を引き抜いた。

「……っ」

　隼斗は眉まゆを顰ひそめて息を詰め、蓮の体に派手に白はく濁だくを散らした。

　ぐったりと四し肢しを投げ出している蓮の上に隼斗がどさりと落ちてくる。しばらくは黙だまって二人で荒い呼吸を落ち着かせる。

「蓮、平気か？」

　顔を上げた隼斗が、汗あせで張りついた蓮の前まえ髪がみを指先で退のけながら訊きいてくる。

「……お腹なか空すいた」

　半ば無意識に出てきた言葉は、空腹を訴うつたえるものだった。自覚はしていなかったけれど、体はエネルギーを欲ほつしていたようだ。

　色気のない返答が可笑おかしかったのか、隼斗は小さく吹ふき出した。

「だから、どこかに食べに行こうって云っただろ」

「だって、隼斗さんのほうが食べたかったんだもん」

　隼斗の立場を慮おもんぱかって外食は避さけたのだが、そんな本音を知られる必要はない。本当の理由を見み透すかされないよう、わざと明け透けに云った。

「で、満足はしたか？」

「ま、まあまあかな」

　実際は骨抜きにされてしまったけれど、見み栄えを張る。

　事を終えたことで頭が冷えてきたのか、自分の行動を振ふり返って恥はずかしさが込み上げてきた。聞きたくない話題を変えるにしたって、行きすぎた行為だった。

　最中はテンションが上がっていたけれど、いまはどうにも居たたまれない。

（いまさら、何恥ずかしがってるんだよ！）

　強引に誘さそい、ホテルまで取らせておいて、後こう悔かいするなんて本当にいまさらだ。叫さけび出したいような羞しゆう恥ちを必死に堪たえ忍しのぶ。

「……ていうか、重いんだけど」

　至近距きよ離りで見下ろされている状じよう況きようが落ち着かなくて、隼斗の体を押しのける。

「事後のコミュニケーションも大事だぞ」

「恋こい人びとならね」

　からかい混じりの言葉に、きっぱりと返す。いちゃいちゃできる関係性ならいくらでもくっついていられるけれど、体だけの関係でピロートークなんて無意味だ。

「恋人、ね」

　隼斗はおもむろに体を起こし、ズボンを引き上げた。彼の背中が向いた隙すきを狙ねらって起き上がり、自分が脱ぬぎ捨てた服の行方ゆくえを探す。

　シャツは羽織ったままだけれど、下着やズボンはベッドの下に落ちていた。そのまま身に着けるには些いささか無残な状態だが、飛び込みで来たため着き替がえはない。

「服はクリーニングに出したほうがよさそうだな。お前のもまとめて出しとくぞ」

　隼斗が拾い上げたインナーもぐしゃぐしゃになっていた。あとのことを考えずに迫せまってしまったせいで、余計な手間をかけることになってしまった。

「……何かごめん」

　思わず謝ると、隼斗は驚おどろいた顔で振り向いた。

「どうしたんだ、いきなり殊しゆ勝しようになって」

「その云い方じゃ、まるで俺が普ふ段だんから横おう柄へいみたいじゃん」

「横柄とは云わないが、ずいぶん強ごう引いんに誘われた気がするんだが……俺の記き憶おく違ちがいか？」

「……っ、もう忘れた。それより、お腹空いたってば」

　我が儘ままな態度で、どうにか気まずい話題を終わらせる。

「わかったよ。じゃあ、ルームサービスでも取るか。あーあ、あいつが現れなかったら、いま頃ごろは蓮のカレー食べられてたのにな。楽しみにしてたのに」

「いまからカレー頼たのめばいいじゃん。メニューに載のってるんじゃないの？」

　確か、このホテルのカレーは美味おいしいと有名だったはずだ。一度食べてみたいと思っていたから、いい機会かもしれない。

「俺は蓮のカレーが食べたかったんだよ」

「そんなこと云ったって、市し販はんのルーだから普通の味しかしないと思うけど……」

　別段、特別なものが作れるわけではない。料理の腕うでなら隼斗のほうが当然上だし、カレーなら問題なく食べられるものが作れるだろうというだけだ。

「蓮が作ってくれることが特別なんだよ」

　何が特別なのかさっぱりわからなかったけれど、ここまで云いわれて拒こばむのも大人げない。

「……そんなに食べたいなら作ってもいいけど」

「よし、約束だからな」

　蓮が承しよう諾だくしたことにご満まん悦えつな様子だ。あまり期待されると、実際に食べさせたときの落差が不安になる。

「云っとくけど、味は保証しないからね！」

「大だい丈じよう夫ぶだよ、蓮の腕は俺が保証する。人にん参じんいっぱいの甘いやつな」

「何で俺の腕を隼斗さんが保証するんだよ。わけわかんない」

「基本を教えたのは俺だろ」

「あれから何年経たったと思ってるんだよ。シャワー浴びてくる。ルームサービスはてきとうに頼んどいて」

　ベッドを降り、シャツ一枚でバスルームへと向かう。そして、脱だつ衣い所の鍵かぎを閉めると、洗面台に手をつき項うな垂だれた。

「……何なんだよ、あの茶番……」

　また余計な約束をしてしまったことに気づいたけれど、もう遅おそい。これから取り消してもやぶ蛇へびになるだけだ。

　いまとなっては、衝しよう動どう的な行動で墓ぼ穴けつを掘ほり捲まくっている自分自身を反省することしかできなかった。
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「───何やってんの、隼斗さん」

　家主がいないのをいいことに、蓮はキッチンに立ちながら、隼斗の出ているバラエティ番組を見ていた。

　その番組の中で彼はタレントと一いつ緒しよに罰ばつゲームをすることになり、もの凄すごい色をした健康飲料を飲まされている。

「うわ、不味まずそう……」

　アナウンサーといえども、ニュースを読み上げるだけが仕事ではないようだ。こうして見ていると、蓮のよく知っている隼斗とは違う人物のようだ。

　普段の話し方をしているときとテレビに出ているときの声も印象が違うし、バラエティ番組での笑い方もどこかよそ行きだ。

　どちらかと云えば、普段の隼斗のほうが好きだ。飾かざり気がなく、自然体で昔と全然変わらない。蓮が好きになった彼そのものだ。

（……って、いまはもう好きになっちゃダメなんだって）

　気を抜ぬくと、すぐに恋をしていた少年のときの気持ちになってしまう。隼斗が変わっていなくても、蓮は変わった。いまの自分は昔の自分とは違う。

　これ以上想おもいを募つのらせないようにするためには、一刻も早く隼斗から離はなれるべきだ。物理的に距離を取れば、気持ちが揺ゆらぐきっかけを減らすことができる。

　坂本とのことは蓮だけの問題であって、本来なら隼斗には関かかわりのないことだ。どんなに心配されようが、関わらないようにすればいいだけだ。

　だけど、蓮にはどうしてもそうすることができなかった。親身になってくれる彼を拒きよ絶ぜつしづらい気持ちもあるけれど、最大の難点は『未練』だろう。

　何だかんだと自分に云い訳をしながら、共に過ごす時間が手放せない。

「でも、もうそろそろお終しまいだよな……」

　肝かん心じんの坂本との話し合いの席は、まだ設けられていない。

　一度、こちらから電話をかけ、きちんと話し合おうと申し出たのだが、それまで避さけるばかりだった蓮の態度の変わりようを訝いぶかしがられてしまった。

　時間を作って欲しいと告げたところまではよかったのだが、［パラソル］の充に同席してもらうつもりだと伝えると、急に警けい戒かいし始めた。

　結局、「俺をハメる気だろう!?」と蓮を疑い出し、一方的に通話を切られてしまった。もっと上手うまくこちらの意図を伝えることができればよかったのだが、話の順序を間違えてしまったのかもしれない。

　しかし、あれから以前のようなつきまといはなくなった。マンションや大学の近くで見かけることもないし、［パラソル］にも顔を出していないようだ。

　メールもぱたりと来なくなったし、電話がかかってきた形けい跡せきもない。

　視線を感じるような瞬しゆん間かんもあるけれど、意識しすぎているせいでありもしない人の目を感じてしまっているだけだろう。

（目が覚めたか、俺に愛あい想そが尽つきたって云うんならいいんだけど……）

　このままストーカー行こう為いが治まるというなら、それでいい。蓮にとってだけでなく、坂本も無む駄だな時間を消費せずにすむ。

　ただ、唐とう突とつな行動の変化が、蓮に一いち抹まつの不安を残していた。

「そういえば、あの記者も見かけないな」

　隼斗や天気予報士の白石のプライベートを探さぐっていたようだけれど、ターゲットを変えたのだろうか。

　二人を見かけたら連れん絡らくするようにと云われてもらった名めい刺しは、隼斗に渡わたしてある。

　会社として対応することになるだろうと云っていたから、すでに当人や編集部へ注意が行っているのかもしれない。

　男である隼斗の私生活が探られていることさえ気味が悪いのに、女性である白石は、より不安に思っていることだろう。

「あとで訊きいてみよ」

　部外者に云えないこともあるだろうが、片がついたかどうかくらいは教えてもらってもいいだろう。

「ただいま。いい匂においだな」

　玄げん関かんから隼斗の声が聞こえ、我われに返る。思っていたよりも早い帰宅だ。

「おかえりー。ずいぶん早かったね」

　帰宅した隼斗がまっすぐキッチンにやってきた。蓮の背中越ごしに、カレーを煮に込こんでいる最中の鍋なべの中を覗のぞき込んでくる。

「美味うまそうだな。腹減って死にそうだったから、急いで帰ってきた」

「そんなにお腹なか空すいてるんなら、帰ってくる前に何か食べてくればよかったのに。テレビ局だって、食堂があるんでしょ？」

　吐と息いきを感じる至近距きよ離りに、心臓が不整脈を刻む。

「せっかく蓮がカレー作って待っててくれるのに、そんな勿もつ体たいないことするわけないだろ。リクエストどおり人参いっぱい入れてくれたんだな」

「……約束は約束だから」

　蓮が作っているのは、約束のカレーだ。人参は多めだが、別段特別なものは入っていない。何か工く夫ふうを凝こらしたかったけれど、下手へたなことをして不味くなってしまっても困る。

「ありがとな」

「俺も食べたかったから別に……。いいから、早く着き替がえてきなよ！　あと、ちゃんと手も洗ってね」

「はいはい」

　何とか隼斗を追い払はらうことができて、ほっとする。あんな近くにいられたら、動どう揺ようを見抜かれてしまいかねない。

　用意しておいた皿にカレーをよそったり、つけ合わせに作っておいたサラダを冷蔵庫から出してきたりと、食事の仕し度たくに集中する。

「あ、そうだ。土産みやげにプリン買ってきたから、あとで食べよう。プリン好きだったよな？」

「う、うん」

　隼斗が蓮の好物を覚えていてくれたことにビックリしつつも、嬉うれしかった。

（隼斗さんはどうしてこう……）

　無自覚な人たらしは、これだから困る。好きになってはならないと云いい聞かせるたびに、気持ちが揺らぐようなことをしてくるのだ。

　症しよう状じようが悪化しないように努めていたつもりだけれど、意志の力でどうにかなるものではないと観念したほうがいいのかもしれない。

　ホテルで再び関係を持ってしまってから、隼斗との間の距離が、より一層微び妙みようになった気がする。

　主に蓮の心理状態の問題だろうが、一歩引いた蓮に対し、隼斗は幾いく分ぶん踏ふみ込んできているように思えるのだ。

　隼斗が優やさしいのは元からだ。蓮を特別扱あつかいしているわけではないと思う。だけど、本当に恋こい人びと同士なのではと錯さつ覚かくしてしまう瞬間がある。

　そんなふうに思ってしまうのは、体の関係を持ってしまったせいもあるかもしれない。

（……坂本さんも、こんな気持ちだったのかな）

　勘かん違ちがいする余地のない相手にも、こうして錯覚してしまうのだから、人ひと肌はだを求めてベタベタしていた蓮が勘違いされたのは仕方のないことだった気もする。

「───蓮？　どうしたんだ、ぼうっとして。気分でも悪いのか？」

「え？　あ、何でもない。何か忘れてるなって考えてただけ。福ふく神じん漬づけ買うの忘れてたから、コンビニ行ってくる」

　慌あわてて云い訳を考えて口にする。エプロンを外して玄関に向かおうとすると、抱かかえ込むようにして引き止められた。

「何云ってる。こんな時間に一人でコンビニなんか行かせられるわけないだろ。福神漬けはいいから、冷めないうちに早く食べよう。これ以上、お預けされたら死にそうだ」

「大おお袈げ裟さだな。先に食べててもいいけど」

「一いつ緒しよに食べるに決まってるだろ。あとは俺がやるから、蓮は座ってろ」

「ちょ、ちょっと隼斗さん！」

　背中を押され、無理やり食しよく卓たくにつかされる。出しそびれていたカトラリーが並べられ、

「カレーにはビールかな。蓮も飲むか？」

「……苦いから好きじゃない」

　ごくごくと飲んでいる様子を見ると美味おいしそうに思えるけれど、いざ口にすると美味しさがわからない。

「苦いのが美味いんだろ。やっぱり、まだまだ子供だな」

「好みの問題だろ！」

「どうだろうな。そのうち美味さがわかるようになると思うぞ」

「俺はならないと思う」

　もし美味しいと思う日が来たら、それまでの味覚が子供だったと認めざるを得なくなるわけで、それはそれで何だか悔くやしい。

「ワインは飲めるのか？」

「白なら……」

「じゃあ、ちょっとつき合え」

　隼斗はグラスを並べ、冷蔵庫のワインクーラーから一本ワインを持ってきた。このところの隼斗は妙に楽しげだ。

「カレーにワインって勿体なくない？」

　一応、味見はしたけれど、せっかくのワインの味を損そこねることにならないだろうか。

「しまい込んでおくほうが勿体ないだろう。これなら蓮も飲みやすいんじゃないか？」

　隼斗は慣れた手つきでコルクを抜ぬき、それぞれのグラスに淡あわい黄金こがね色いろの液体を注いだ。

「乾かん杯ぱいしとくか？」

「何に対して？　カレー？」

「それでもいいけど、そうだな……いまさらだけど、俺たちの再会に」

「……祝うようなこと？」

　隼斗にとっては、むしろ喜べないできごとにカウントされるのではないだろうか。

（……俺は、まあ、嬉しかったけど……）

　再会しなければ、失しつ恋れんの痛みを生々しく思い出さずにすんだかもしれない。だけど、二人で過ごす時間が楽しいのも事実だ。

「ほら、グラス持って」

「…………」

「乾杯」

　グラスの縁ふちをカチンとぶつけ、乾杯の形を取る。

（……美味しい）

　そっと口をつけたワインは少し甘口で、爽さわやかで上品な香かおりがした。

　日常とは遠い夢のような時間だ。いつか終わる束つかの間の時間だからこそ、夢のように楽しいのだろう。

「それじゃ、いただきます。……うん、美味しい」

「ホントに？」

「本当に美味いよ。おかわりするぶん残ってるよな？」

　隼斗は旺おう盛せいな食欲を見せ、カレーが皿からあっという間に消えていく。

「売り切れたりしないんだから、ゆっくり食べなよ」

「腹減ってたんだよ」

　蓮もスプーンを手に取り、一口食べる。隼斗に食べさせるのだからと、たくさん味見をしたけれど、さっきよりも美味しく感じるような気がした。

　もぐもぐと食べながら、ふと気になっていたことを思い出した。

「あのさ、こないだの記者の件ってどうなったの？」

「あれは専門の部署に対応してもらってる。あの名めい刺しで素す性じようがわかって助かった。もちろん、蓮のことは伏ふせてもらってるから安心してくれ」

「じゃあ、あの人のことはもう心配しなくていいんだ」

「一ひと先まずはな」

「白石さんって気象予報士の人も大だい丈じよう夫ぶだった？　あの記者が彼女もこの辺に住んでるっぽいこと云ってたけど」

「彼女は───大丈夫だよ。蓮は何も心配しなくていい」

「うん？」

　一いつ瞬しゆん、隼斗が変な顔をした気がした。いまの違い和わ感かんは何だったのだろう。

「あとさ。俺、そろそろ家に帰ろうかと思うんだけど……」

　話の流れで、もう一つのわだかまりを切り出した。

　坂本からの接せつ触しよくがなくなってから、一週間ほどだ。二度と姿を現さないという保証はないけれど、自分の部屋に戻もどっても支障はないのではないだろうか。

　第一に、いつまでも隼斗の負担になっていたくなかった。

「お前もいい加減帰りたいよな」

「…………」

　本音を云えば、こうやって二人で過ごす時間がいつまでも続けばいいと思う。

　だけど、我が儘ままを云うわけにはいかないし、そんな願望を抱いだいていることも知られるわけにはいかない。

「彼ももう諦あきらめたのかもしれないが、もう少しだけ様子を見てみよう。本人の様子がわかるまで、油断はしないほうがいいんじゃないか？」

「……そうだね」

　隼斗の言葉に、思わずほっとしてしまった。

　もう少しだけ夢の時間に浸ひたっていられる───そのことに喜びの気持ちが湧わいてくると同時に、罪悪感が蓮の心を蝕むしばんだ。

「あ、カレーおかわりしていい？」

「食べるの早いよ。いまよそってくるから待ってて」

　隼斗から皿を受け取ると、ネガティブな思考を振ふり払はらうかのように立ち上がった。
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　ピンポーンと来客を知らせるチャイムの音が鳴り、思わずびくりとしてしまった。反射的に身構えてから、ここは隼斗の部屋だったということを思い出す。

　もう大丈夫だろうと思っているのだが、無意識下ではまだどこか怯おびえているのかもしれない。

「宅配便かな？」

　いまの音の鳴り方は、一階のエントランスからのインターホンだ。友人知人にはまだ新しい住所を知らせてないと云いっていたし、来客があるなら前以もつて蓮に伝えているはずだ。

　宅配便が来ても応対に出なくていいと云われていたけれど、念のためモニターを確かく認にんしておく。そこに映っていたのは、妙みよう齢れいの綺き麗れいな女の人だった。

「あれ、この人……」

　この年代の女性に知り合いはいないけれど、見覚えがある。少し考えてから、気象予報士の白石美佳子だと気がついた。

　テレビに出ていたときとは髪かみ型がたが変わっていたため、少し印象が違ちがって見えたのだろう。

（どうしよう、出ておいたほうがいいかな）

　彼女が来ることも隼斗からは聞いていないけれど、わざわざ訪ねてきたのだから約束があったのかもしれない。

　いま隼斗に連れん絡らくを取るよりは、彼女から用件を聞いておいたほうが早そうだ。

「すみません、お待たせしました。えーと、どちら様ですか？」

　見知らぬ相手に名前を呼ばれても不ふ審しんに思うだけだ。蓮は逡しゆん巡じゆんし、素知らぬふりで問いかけた。

『え？　あの、こちら能瀬さんのお宅ですよね？』

「そうです。俺……僕は留守を預かってる人間でして……」

　隼斗の評判に関かかわってはいけないと思い、口調を改める。

『あっ、そうなんですね。失礼しました、私は白石と申します。隼斗さんはいまいらっしゃらないんですね』

「まだ帰ってきてないんです。急ぎの用でしたら、携けい帯たいに連絡してもらったほうがいいかもしれません」

　部屋に上がって待ってもらったほうがいいのかもしれないけれど、勝手に判断するわけにもいかない。もし、隼斗と約束があったとしても、家に招くつもりだったかどうかはわからないからだ。

（ていうか、いま『隼斗さん』って云わなかった？）

　同どう僚りようだとしても、名前で呼ぶほど親しい仲なのだろうか。彼女の話は隼斗の口からはほとんど聞いたことがない。例の記者の件を報告したときに、少し話したくらいだ。

『いえ、それならいいんです。ちょっと近くまで来たから、寄ってみただけなので。あの、失礼ですが、お名前を教えてもらってもいいですか？』

　こちらの素性を伝えていなかったと気づき、謝罪する。

「失礼しました。僕は雪入といいます。隼斗さんとは昔からの知り合いで……」

『ああ、あなたが雪入さんなんですね！　いつも隼斗さんがお世話になってます』

「へ？」

　白石の応対に違和感を覚える。どうして、彼女に礼を云われるのだろう？

　同僚としての立場からの言葉なのかもしれないが、この状じよう況きようだとどちらかと云えば蓮のほうが身内寄りなのではないだろうか。

『隼斗さんが弟みたいな子なんだって云ってました。雪入さんは私たちのことを隼斗さんからお聞きになってませんか？』

「私たちのこと？」

　隼斗が他人に蓮のことを話していたことも驚おどろいたが、白石の云う『私たち』の意味も測りかねた。

『ええ、私の仕事に区切りがついたら、こちらに引っ越こしてくることになってるんです。今後ともよろしくお願いしますね』

　白石の声が弾はずんでいる。喜びが抑おさえきれないといった様子だ。

「えっと、引っ越しってこのマンションにですか？」

　わけがわからず、思わずそのまま確認してしまう。そういえば、あの記者はこの辺に白石が引っ越してくるらしいと云っていた。彼の情報は正しかったようだ。

『ええ、入にゆう籍せきはまだ先ですけど、隼斗さんの部屋で一いつ緒しよに暮らそうって』

「一緒に……？」

『やだ、もしかして何も聞いてませんか？　隼斗さん話しておくって云ってたのに……。私、隼斗さんの婚こん約やく者しやなんです』

「────え？」

　さらりと告げられた単語に頭を殴なぐられたようなショックを受け、目の前が真っ暗になった気がした。　>>>♥

　婚約者、ということは、隼斗と結婚するということだ。複雑でもない関係性なのに、すんなり吞のみ込むことはできなかった。

（そういえば、隼斗さんは何で引っ越してきたんだっけ？）

　蓮が退のっ引ぴきならない状況になっていたせいで、彼の近況を詳くわしく聞いていなかった。隼斗はすでに実家を出ていたし、職場の近くで一人暮らしをしているというくらいのことは彼の母から聞いていた。

　よく考えると、このマンションはテレビ局から少し離はなれている。車なら大した距きよ離りではないけれど、電車の乗り継つぎを考えるとやや不便だ。

　そして、一人暮らしのわりには広い間取りの賃貸だ。蓮の部屋よりもゆとりのあるこの部屋は、どちらかというと単身者よりは夫ふう婦ふ向けだろう。

　広い部屋に引っ越してきたのは、結婚生活のためだったのかもしれない。

（そういえば、あの記者───）

　彼が狙ねらっていたのは、隼斗と白石だ。隼斗が独り身だと思い込んでいたから結びつけて考えなかったけれど、彼の話を総合してみると彼ら二人が結婚するのだと考えるのが自然だ。

　いまのいままで気づかなかった自分自身の鈍にぶさに歯は嚙がみする。

　隼斗に白石の話を振ったとき、微かすかな違い和わ感かんがあった気がする。わざとらしく話題を変えられたように感じたのは、気のせいではなかったのだろう。

「…………」

　隼斗はどうして、婚約者がいることを話してくれなかったのだろうか。週刊誌の記者に勘かんづかれているくらいなのだから、蓮もすぐに知ることになったはずだ。

　優やさしい隼斗のことだ。トラブルを抱かかえている蓮に、気き遣づかわせないためだったのかもしれない。

『あの、どうかしましたか？』

「い、いえ、何でもありません。隼斗さんには白石さんが来たことは伝えておきます。ちょっと手が離せないことがあるので、すみません」

『ごめんなさい！　時間を取らせてしまって。日を改めて、またご挨あい拶さつさせて下さい』

「あ、はい、是ぜ非ひ」

　これ以上、言葉を交かわしていたら、動どう揺ようが伝わってしまう。変に訝いぶかしがられるよりは、愛あい想その悪い人間だと思われたほうがまだマシだ。

　白石の返事を待つことなく、インターホンの通話を終しゆう了りようさせた。ぷつりと音が途と切ぎれ、モニターも黒くなる。

「何だこれ」

　終了ボタンを押した手は知らぬうちに震ふるえていた。震えを止めようと自分で自分の手を握にぎりしめる。心臓はばくばくと高鳴っているのに、指先は冷え切って強こわ張ばっていた。

「婚約者かぁ……」

　つまり、隼斗には一生を添そい遂とげる相手がすでに存在したということだ。

　もちろん、片かた想おもいが叶かなうなんて思ってはいなかった。けれど、告白もせずに二度目の失しつ恋れんをしてしまうことも想像していなかった。

　一いつ喜き一いち憂ゆうしながらも気持ちの整理をつけようとしていた自分は、さながら道どう化けのようだ。

「───そうだ、隼斗さんに連絡しとかないと」

　彼女のことを伝えておかなければ、あとで訝しがられてしまう。婚約者の登場に狼狽うろたえていることを悟さとられないためには、普ふ通つうの行動を取らなければならない。

　しかし、混乱したいまの頭では『普通』に取る行動がどんなものなのか、判断がつかなくなっていた。

　とりあえず、来客のことだけメールで報告しておけばいいだろうか。余計なことを書き加えれば、勘のいい隼斗にはすぐに怪あやしまれてしまう。

　こんな調子では、隼斗と顔を合わせたとき、どんな態度を取ってしまうか不安で堪たまらない。

「大だい丈じよう夫ぶか、俺」

　動揺しすぎている自分に笑いが込み上げてくる。

　そもそも、自分の気持ちが隼斗にバレたところで、いまさら問題はないような気もする。坂本のことは概おおむね片づいたし、疎そ遠えんになれば気まずさを感じることもなくなるのだから。

　彼には不ふ愉ゆ快かいな思いをさせてしまうかもしれないけれど、新婚生活を迎むかえれば過去のわだかまりなど忘れることができるはずだ。

　そう考えたら、気持ちが軽くなった。

　もっと早く隼斗の傍そばを離れる気でいたわけだし、いまから距離を取ればお互たがいの心理的負担は少なくてすむのではないだろうか。

　しかし、もう匿かくまってもらう必要はないからと自分の部屋に帰ったところで、隣となりの部屋だ。

　行動する時間帯がずれているとは云いえ、隼斗なら気にかけて訪ねてくるかもしれない。つまり、物理的な距離を取る必要があるということだ。

　まだ動きのぎこちない手でカバンの中からスマホを取り出し、まずは隼斗に婚約者が訪ねてきたことを知らせ、今日からは友人のところへ泊とまるとの旨むねを書いたメールを送った。

　それから、友人のナンバーを呼び出し、祈いのるような気持ちで電話をかける。

『もしもーし。蓮から電話なんて珍めずらしいな』

「あのさ、武内、悪いんだけど今日泊めてくれない？　事情はあとで話すから」

『いいけど、八時までバイトだぞ』

　唐とう突とつな頼たのみごとにも拘かかわらず、彼は理由を問うこともなく受け入れてくれる。一見、軽いノリの人間だけれど、目め端はしも利きくし、人の感情の機き微びにも聡さとい。

　未いまだに人との距離の取り方が上手うまくない蓮が大学で馴な染じめているのは、武内のお陰かげも大きい。

「近くで時間潰つぶして待ってる」

　蓮のどうしてもという気持ちが伝わったのか、武内の声こわ音ねがやや真ま面じ目めになった。

『なら、俺のバイト先に来られるか？　鍵かぎ、渡わたすからウチ入ってていいよ』

「さんきゅ、助かる」

『んじゃ、またあとでな』

　ほっとしながら友人との電話を切った瞬しゆん間かん、着信音が鳴り響ひびいた。画面に表示されていたのは、隼斗の名前だった。

「…………」

　まだ、いまは話せる気分ではない。着信を拒きよ否ひしたあと、音を消してスマホをポケットに押し込んだ。










　自分の部屋に戻もどって、しばらくは帰らずにすむように数日ぶんの荷物をまとめた。最後にノートパソコンを詰つめ、カバンのファスナーを閉める。

　武内の家に長居はできないだろうから、近いうちに別の居場所を見つける必要があるだろう。

「いっそ、俺も引っ越そうかな……」

　隼斗の新婚生活の様子を隣の部屋で見ていることになるなんて、想像するだけで絶望する。

　彼の幸せを願わないわけではない。

　もちろん、誰だれよりも幸せになって欲しいし、結婚自体はめでたいと思う。隼斗ならいい夫になるだろうし、赤の他人の蓮をあれだけ根気強く相手してくれていたのだから、子供ができれば理想的な父親にもなるだろう。

　だけど、それを見守っていくのは辛つらすぎる。顔を合わせなくても、隣りん室しつの様子を考えずにはいられないだろう状じよう況きように耐たえられるとは思えない。

　隼斗と過ごす時間が日常になりかけていたけれど、やはり夢は夢でしかなかったのだ。

「───もう本当に終わりにしないとな」

　未練がましく自分に云い訳をしてずるずると現状に甘えていたけれど、いい加減断たち切るべきだ。

　家中の戸と締じまりを確かく認にんし、部屋をあとにした。

「……あ、マグカップ……」

　隼斗の部屋にあるマグカップのことを思い出した。蓮のために彼が買ってくれたものだ。取りに行こうかと思ったけれど、すぐに思い直した。

　わざわざ辛い記き憶おくが甦よみがえるアイテムを手元に置くべきではない。残していけば処分されるか、客用の予備になるだろう。

　そういえば、過去にも似たようなことがあったのを思い出す。

　隼斗のところに置いたままだった自分専用のマグカップを取りにいかなかったのは、彼との記憶が少しでも甦らないようにするためだった。

「…………」

　カバンを肩かたにかけ直し、過去を振ふり切るように歩き出し、エレベーターへと乗り込んだ。一階へと向かう中でスマホを確認すると、隼斗からの着信が何度も入っていた。

　友達のところに泊まると云い出したことを心配しているのだろう。

　隼斗ともきちんと話をしなければならないが、もう少し気持ちの整理をしてからでなければ冷静に言葉を交わす自信がなかった。

　ポケットにスマホを押し込み直し、エントランスを出る。

　駅への道の途中に、怪しげな黒いワンボックスカーが停とまっていた。窓に黒いスモークが貼はられていて、中を窺うかがい知ることはできない。

　嫌いやな雰ふん囲い気きを感じたため、早足で通りすぎようとしたそのとき───。

「───蓮」

「……！」

　車の陰から呼びかけられ、息を吞のむ。その声音の持ち主の顔を見た瞬間、ざあっと血の気が引いた。

「迎えに来たよ、蓮」

「坂本さん……」

　しまったと思ったときには、もう遅おそかった。隼斗の婚こん約やく者しやの登場に動揺していたせいで、警けい戒かいを怠おこたってしまった。

　久々に現れた坂本は、すっかり別人のようになっていた。以前は隙すきなく着き飾かざっていたのに、いまは羽織っているジャケットも皺しわだらけで髪かみも乱れている。

（前は無ぶ精しようひげなんか見たことなかったのに……）

　こんなところで対たい峙じするのは完全に不利だが、坂本の変わりように驚おどろき、逃にげるタイミングを完全に失ってしまった。

「この間はごめん。せっかく、蓮から連れん絡らくくれたのにあんな云い方をして」

「べ、別に気にしてないから」

　暗くなると住宅地でも人ひと影かげがなくなる時間帯ができる。ここで助けを呼んだとして、果たして人が出てきてくれるものだろうか。

　面めん倒どうごとには関かかわり合いになりたくないと思うのが普通だろう。

（これって本気でまずいんじゃないの？）

　これまでの坂本も非常識ではあったけれど、いまの彼の目は常じよう軌きを逸いつしている。焦しよう点てんが微び妙みように合っておらず、不安定な様子が見てとれた。

「あの電話、本当は嬉うれしかった。俺は身を引いたほうが、蓮の幸せになるんじゃないかって思ったりもしたんだ。だけど、お前はずっと待ってたんだよな？」

「いや、そういうわけじゃ……」

　お互いの気持ちと認識を正しいものにするための話し合いのつもりだったが、その席を設けることもできず、尚なお且かつ趣しゆ旨しを誤解されてしまうなんて想定していなかった。

　このまま二人で押し問答をしていても、これまでの繰くり返しにしかならない。何の解決にも至らないだろう。

「臆おく病びようになりかけてた俺の背中をある人が押してくれたんだ。彼女には感謝してもしきれないよ」

「ある人……？」

　坂本は厳しい表情になり、蓮の肩を力強く摑つかんできた。

「いまお前が置かれてる状況も聞いた。最近帰らないと思ったら、あの男の部屋に軟なん禁きんされてるんだって？　辛かっただろう……気づいてやれなくてすまなかった」

「はあ？」

　絞しぼり出すような声で謝られても、謝罪の意味がわからない。

「あの男って隼斗さんのこと？　それに彼女って誰のこと？」

　こちらから情報を与あたえるのはよくないとは思ったけれど、訊きかずにはいられなかった。

「俺の友達だよ。近いうちに逃げ出してくるはずだから迎むかえに行ってあげてって、その言葉で俺は勇気を出せたんだ。古い知り合いだか何だか知らないが、蓮のことは俺が助けるから安心しろ。やっぱり、お前には俺が必要なんだよ」

「────」

　必死に頭の中で情報を整理する。坂本の言葉から察するに、誰かに焚たきつけられた様子だ。しかし、坂本の云いう『彼女』に心当たりがない。

　蓮の知らない坂本の知人なのかもしれないが、やけに蓮の事情に詳くわしいのが恐おそろしかった。蓮が隼斗の部屋で過ごしていることは誰にも云っていない。隼斗からの情報という可能性もあるけれど、不用意に個人情報を漏もらすようなタイプではないはずだ。

　隼斗との関係を、悪意を持って捉とらえられていることも怖こわい。どういう意図を持って、坂本を焚きつけたのだろうか。

「ちょっと古いけど、二人で暮らすには充じゆう分ぶんな家を用意したんだ。これからは俺と二人で暮らそう。大学にも近いから、通学も楽だと思う。蓮は好き嫌きらいが多いから、料理は俺が担当する」

「ちょ、ちょっと待って！　本当に何云ってんの？」

「驚かせてごめん。でも、サプライズのほうが蓮も喜ぶだろうって云われて頑がん張ばったんだ。ちゃんと蓮の部屋も作ってあるから楽しみにしてろよ。南向きの部屋で景色もいいんだ」

「待ってって云ってるだろ！」

　喋しやべりが止まらない坂本に、声を荒あららげる。蓮が大きな声を出したことに驚いたのか、坂本はようやく口を閉じた。

「……ごめん、いきなりすぎたかな」

　表情を強こわ張ばらせていた坂本だったが、すぐに気を取り直したようで口元に笑えみが浮うかぶ。

「坂本さん。俺は坂本さんとは一いつ緒しよに行けない。もう終わりにしないといけないんだよ、俺たちは」

「何云ってるんだ、蓮！　終わりなんてありえない。俺たちは一からやり直せるはずだ」

　さっきまでは比ひ較かく的てき穏おだやかな様子だったのに、蓮が拒きよ絶ぜつの言葉を口にした途と端たん、坂本は激しい怒いかりを見せた。

「痛っ、は、離はなして……っ」

　肩を摑む手に力が込められ、痛みに眉まゆを寄せる。ぎりぎりと食い込んでくる指の感かん触しよくは、彼の怒りの表れだ。

「こんなところで話をしていても埒らちが明かない。とりあえず、一緒に行こう。話なら二人でゆっくりすればいい」

「絶対に嫌だ！」

　これでは何も状況は変わっていない。それどころか、坂本の執しゆう着ちやくは一層悪化しているように見えた。

「俺に乱暴なことをさせないでくれ、蓮。素す直なおに云うことを聞け」

　言葉自体は柔やわらかくても、内容は脅きよう迫はくと変わりない。云うことを聞かなければ、力にものを云わせると云っているのだから。

「───そうやって、俺を思いどおりにしたいんだよね？」

　ゆっくりと息を吐はいてから、坂本の顔を真正面から見み据すえてそう問うと僅わずかに怯ひるむ気配があった。

「な、何を云ってるんだ。そうじゃない、俺はお前と一緒にいたいだけだ」

「坂本さんは本当に俺が好きで一緒にいたいの？　それとも、自分のものだって思ってるから思いどおりにしたいの？」

「そんなの、好きだからに決まってるだろう！」

　多分、彼自身は感情の大本が何なのかわかっていないのだろう。

　蓮への『好意』がないとは思わない。例えば、何かを買うとしたら、普ふ通つうは好きな形や色をしたものを選ぶはずだ。嫌いなものや不快に思うものは手に取らない。

　そういった意味では、坂本にとって蓮は好ましい存在なのだろう。しかし、一個人として愛情を抱いだいているかどうかは、別の話だ。

　いま、彼は怒りに囚とらわれている。

　衝しよう動どうに任せた行動を取っている彼を冷静にさせ、客観性を持たせることは難しいけれど、この状じよう況きようを打破するには逃げずに向き合うしかなかった。

「じゃあ、俺のどういうところが好き？」

「どういうって……お前の全部が好きだよ。蓮は俺の気持ちを疑うのか？」

「若くてそれなりに見み栄ばえがするから、傍そばに置いておきたいだけじゃないの？」

「そんなわけないだろう！」

　荒らげられた坂本の声は震ふるえていた。自身でも思い当たる節があったのだろう。

「だったら、どうして俺を閉じ込めようとするわけ？　俺は庇ひ護ごされなきゃ生きていけないペットじゃないんだよ？」

「俺はそんなつもりじゃ───」

「あれ以上、一緒にいてもいい関係でいられないと思ったから終わりにしようって云ったんだ。坂本さんは俺の交友関係を断たたせたり、行動範はん囲いを制限したりしてたとき楽しかった？」

「…………」

「好きな人を独どく占せんしたいって気持ちは俺にも理解できる。だけど、坂本さんのやり方は坂本さん自身も縛しばることになったんじゃないの？」

　相手を信しん頼らいした上での約束なら、心配になることもない。だけど、信用できないから縛りつけるというやり方では、常に不安が伴ともなっていたはずだ。

　疑ぎ心しん暗あん鬼きを繰り返すことによって、心は疲ひ弊へいしていっただろう。

「ずっと都合のいいつき合い方をしてた俺も悪かったと思ってる。本当にごめん。真ま面じ目めな恋れん愛あいなんて怠だるいなんてカッコつけてたけど、あれは俺の逃げだったんだ」

　坂本に語りかけながら、過去の自分を振ふり返る。これまでは逃げ回ってばかりいたけれど、それではダメなのだ。

　蓮は一いつ生しよう懸けん命めい、自分の気持ちを口にする。偽いつわりにならないよう必死に言葉を選んで、想おもいが少しでも伝わるよう努めた。

「……蓮」

「誰だれかに拒絶されるのって辛つらいよね。でも、そういうのと失恋って別物なんだなって最近気がついたんだ。もしも、大事な友達に好きだからつき合おうって云われても、好きの種類が違ちがってたら恋こい人びとにはなれなくない？　でも、そこで断ったからってその友達が嫌いになったわけじゃないし、その人を否定することにはならないと思うんだ」

　隼斗に振られたことにショックを受け、自分には存在価値もないのだと思い込んでいたけれど、恋愛対象になれなかっただけでしかない。

　いまでも彼は掛かけ値なしによくしてくれるし、蓮の好きになった人は偏へん見けんや面めん倒どうくささで態度を変えるような人間ではない。

　恋が叶かなわなかったのは悲しいことだけれど、卑ひ屈くつになったり、鬱うつ屈くつを募つのらせたりしたのは、結局自分自身の問題だった。

「……俺は……」

　肩かたに食い込む指が緩ゆるんできた。自分の言葉が坂本の心に少しは響ひびいただろうかと期待を抱いたその瞬しゆん間かん、険のある女性の声が聞こえてきた。

「ああもう！　こんなところで話し込んでたら、彼が帰ってきちゃうでしょ!?　傍はた迷めい惑わくだから、そういうのはあとでやって」

「え？」

　待ちきれないといった様子でずかずかと歩み寄ってきたその人物は、すぐそこに停とまっていた車の後部座席ドアを開けた。

「ほら、早く！　話ならどこでだってできるでしょ？」

「白石…さん……？」

　坂本を叱しつ咤たしているのは、さっきインターホン越ごしに言葉を交かわした白石だった。駐ちゆう車しやされていたのが坂本の車だったことに驚おどろく余よ裕ゆうもなく、彼女の顔をまじまじと見つめてしまう。

「とっととその子を車に乗せなさいよ」

「蓮、場所を変えよう。二人きりになれるところのほうがゆっくり話もできる」

「何？　どういうこと？　知り合いなの!?」

　突とつ然ぜんのことに冷静さを失ってしまう。ついさっき、白石が隼斗の婚こん約やく者しやだと聞かされて驚いたばかりなのに、その上、坂本とも顔見知りだったという事実がなかなか吞のみ込めない。

「説明ならあとでするから」

「俺は一緒に行くなんて云ってないだろ!?」

　無理やり車のほうへ引き摺ずっていかれる。まだ状況が吞み込みきれていなかったが、二人の会話から、さっき坂本が云いっていた『彼女』が白石なのだと気がついた。

　彼らがどういう経けい緯いで出で逢あったのかはわからないが、白石は坂本の行こう為いを助長するアドバイスや手助けをしているようだ。

（この人、本当に隼斗さんの婚約者なの……？）

　彼らの関係も気になるが、それよりも隼斗との関係の信しん憑ぴよう性せいが疑わしくなってきた。

　あんなに堂々と噓うそを云うわけがないという思い込みと記者が話していた内容から、すんなりと信じてしまったけれど、隼斗の口からはそれらしいことは一言も聞いていない。

　蓮への気き遣づかいで黙だまっていたのだとしても、婚約者がいて女性の影かげがちらりとも見えない生活を送るのは難しいだろう。

　それに蓮の知っている隼斗なら、結婚を決めるほど大事な相手がいるとしたら、同情や罪悪感からだとしても蓮と肉体関係を結ぼうとは思わないはずだ。

「白石さんが隼斗さんの婚約者って本当なんですか？　隼斗さんから、あなたのこと聞いたことないんですけど」

　意を決して、直接疑問を投げかける。

「そんなの当たり前じゃない。週刊誌が私たちのプライベートを探さぐるのに必死なんだから。家族にもぎりぎりまで内ない緒しよにしておこうって、二人で話し合ったの」

「じゃあ、何でさっき俺に『婚約者』だって自己紹しよう介かいしたんですか？　隼斗さんとの約束を破ったってことですか？」

「そ、それはあなたのことを弟みたいなものだって云ってたからよ」

「家族にも内緒にしておくって云ってたのに？」

「うるさいわね！　そんなことあんたに責められる義理なんてないでしょ!?」

　細かな矛む盾じゆんを突ついていくと、白石は激高した。怒おこり出したということは、痛いところを突かれた自覚があるということだ。

「責めてるわけじゃありません。気になったから質問してるだけです」

「……本当に鬱うつ陶とうしいわね。ここであの人と一緒に暮らすのは私なのよ。なのに、ちゃっかり居座って図ずう々ずうしいったら。いくら隼斗さんに可愛かわいがられてるからって、男同士じゃどうにもならないってわかってる？」

「……っ」

　息を吞むのは蓮の番だった。今日初めて顔を合わせた人間に、自分の恋心が見み抜ぬかれたことに衝しよう撃げきを受ける。一体どこで失態を演じてしまったのか、必死に記き憶おくを探る。

　記者が住まいを突き止めるくらいなのだから、探たん偵ていのような業者を雇やとえば日々の生活ぶりはチェックできるだろうが、心の中までは覗のぞけない。

　つまり、隼斗と共に外出したときの様子から、判断されたのだろう。そうとしか考えられない。

「彼に婚約者がいてショックだったんでしょ？　何でわかったんだって顔してる。わかるに決まってるじゃない。私も彼が好きなんだから。敵になりそうな相手はすぐわかるの」

「────」

「その荷物、しばらく帰ってこないつもりなんでしょ？　ちょうどいいじゃない、この人のところに行けば。こんなに愛されてるなんて、幸せなことじゃない」

「俺の幸せは俺が決める。好きな人が自分を好きになってくれないからって、自じ暴ぼう自じ棄きになるのはやめたんだ」

　蓮の宣言を、白石は鼻で笑い飛ばした。

「ああもう、あなた邪じや魔まなの！　早く連れてってよ。その子の顔見てるとイライラする」

「わかってる」

「だから、俺は行かないって云ってるだろ！」

　手首を摑つかんできた坂本の手を振り払はらう。逃にげ道を探してじりじりと距きよ離りを取ろうとしたけれど、思わぬ方向から勢いよく突き飛ばされた。

「うわっ」

　蓮は前のめりに倒たおれ込むようにして、上半身が後部座席に突っ込んだ。ドアにぶつからないように咄とつ嗟さに体を捻ひねったら、シートに顔を思いきりぶつけてしまった。

「お、おい、乱暴なことをするな」

「あなたがもたもたしてるのが悪いのよ。そうやって優ゆう柔じゆう不ふ断だんだから、その子に逃げられかけたんじゃないの？　今日の段取りだって、私がやってあげなきゃ何もできなかったくせに」

「……俺だって何もできないわけじゃない」

　白石に煽あおられ、坂本は表情を変えた。

「ちょっ、何して……!?」

　坂本ははみ出していた蓮の足を抱かかえて、強ごう引いんに奥へ押し込もうとする。蓮はフレームに手をかけ、全力で抵てい抗こうを試みた。

　両サイドにドアがあるタイプの車なら反対側から出るという手が使えたのだが、片側ドアのワンボックスカーのため、ひとたび乗せられたら簡単には逃げることはできなそうだ。

　大学の同期の飲み会にすらいい顔をせず、束そく縛ばくしようとした坂本のことだ。蓮がどこにも行けないようにする可能性だって考えられる。

「往おう生じよう際ぎわ悪いわね！」

「ちょ、二人がかりって狡ずるいだろ！」

　渾こん身しんの力を振ふり絞しぼって抵抗していたけれど、フレームにかけた手を白石が剝はがそうとしてくる。必死に耐たえるけれど、爪つめを立てられ指が外れてしまった。

「……っ」

　車の中に押し込まれ、ドアを閉められそうになったそのとき、急ブレーキを踏ふむ音が聞こえる。坂本と白石も反射的に顔を上げた。

「何だ？」

　人が降りてくる気配を感じた蓮は、思いきり息を吸い込んだ。

「誰だれか助けて……ッ」

　大声で叫さけぶことなんて普ふ段だんはないから、声がひっくり返ってしまった。それでも騒さわぎにでもなれば、逃げ出すチャンスもあるかもしれない。

「誰か───」

「静かにしろ！」

　口を塞ふさごうとして足を摑んでいた手が外れた隙すきをつき、坂本を思いきり蹴けり飛ばした。

「う……っ」

　坂本は腹部を押さえながら後あと退じさる。力いっぱい蹴ったつもりだったけれど、不安定な体勢だったため、それほどのダメージにはならなかったようだ。

　それでも逃げ出すだけのスペースはできた。白石の注意が逸それているうちに、体のバネを使って起き上がり、歩道へと転がり出た。

「蓮！」

「は、隼斗さん……？」

　名前を呼ぶ声に目を瞠みはる。顔を上げると、血相を変えた隼斗が駆かけ寄ってきていた。

「蓮から離はなれろ！」

「お前───ぐは……ッ」

　坂本もすぐに体勢を立て直していたけれど、隼斗の登場に気づいた次の瞬しゆん間かんには頰ほおに拳こぶしを叩たたき込まれていた。

　走ってきた勢いもあり、隼斗の一撃で坂本はレンガ敷じきの歩道に背中から派手に倒れ込んだ。

　隼斗は起き上がってきた場合に備えてそのまま応戦態勢を取っていたけれど、坂本は脳のう震しん盪とうを起こしたのか意識を失っているようだった。　>>>♥

　あっという間のできごとに呆ぼう然ぜんとしている中、最初に口を開いたのは白石だった。

「隼斗さん！　怖こわかった、この人たちが私のことを無理やり連れていこうとしたの！」

「えええっ!?」

　事実とはまったく異なる状じよう況きよう説明をする白石に、驚おどろきの声が出てしまう。蓮を車に押し込める手伝いをしていたくせに、何を云い出すのだろう。

　さっきの不ふ機き嫌げんで太ふて々ぶてしい態度からは想像がつかないくらい、可か憐れんで頼たよりなげな様子だ。これまでのやり取りを見ていなければ、ほとんどの人が白石を信じてしまうだろう。

　あまりに堂々とした物云いに、当事者である蓮すら自分の記憶を疑いたくなるほどだ。

　涙なみだながらに駆け寄ろうとした白石だったが、隼斗の胸に飛び込む前に、間に誰かが割って入ってきた。

「そうそう何度も騙だまされるわけないでしょう？　本当に懲こりない子ね」

「何でマネージャーがいるの!?」

　眼鏡めがねをかけた知的な美人は、白石のマネージャーのようだ。白石はまるでイタズラが親に見つかった子供のような顔になる。

「俺が連れん絡らくして、一いつ緒しよに来てもらったんだ」

「どうして……」

　隼斗の言葉に、白石は裏切られたかのようなショックを受けていた。

「もちろん、君を引き取ってもらうためだ。俺一人じゃ手に負えないだろうと思ったからね」

　どうやら隼斗が連れてきた人たちは、白石の所属する事務所の関係者のようだ。

「美佳子、帰るわよ。いい加減、能瀬さんに迷めい惑わくをかけるのはやめなさい。大体、あなたはいま謹きん慎しん中の身なのよ？　大人しくしてると思ってたのに、まさかこんなこと……」

「嫌いや！　私は隼斗さんとここで新しん婚こん生活を送るんだから邪魔しないでよ！」

　マネージャーの説得に、白石は耳を貸そうとしない。

「何、バカなことを云いってるの！　これ以上騒ぎを起こさないって約束したでしょう!?　このままだと事務所にもいられなくなるわよ。警察沙ざ汰たにならなかったのは能瀬さんたちの温情だっていうのに」

「私の幸せのために努力して何が悪いの？　隼斗さん、助けて！　この人たちがあなたとの仲を引き裂さこうとするの……！」

　映画のヒロインのように助けを求める白石に、隼斗は淡たん々たんと告げる。

「俺は君を好きになったことはない。むしろ、迷惑している」

「隼斗さん、何云ってるの……？　そういう笑えない冗じよう談だんはやめて？」

　悲しそうな笑えみだけ見ると、隼斗のほうが悪者のようだ。

「前も云ったと思うが、二度と近づかないでくれ。俺にも、俺の大事な人たちにもだ。次に何かあれば会社に何と云われようが訴うつたえる。覚えておいてくれ」

　隼斗は見たこともないくらい、冷めた表情をしていた。

「隼斗さん……!?」

「さあ、美佳子。帰るわよ」

「嫌、放して！　私はここで暮らすの!!」

　マネージャーが連れてきていた男性スタッフ二人に腕うでを摑まれた白石は、全力で抵抗しているが、両りよう脇わきを二人で抱えられては、逃のがれようがないようだった。

　車に乗せられても、金切り声がまだ聞こえてくる。

　ドラマのワンシーンのような彼らのやり取りを尻しり餅もちをついた状況で見守っていた蓮に、隼斗が手を差し伸のべてくれる。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

「う、うん」

　よろよろと立ち上がり、汚よごれたズボンを手で叩く。

「度たび々たび、ご迷惑をおかけして申し訳ありませんでした。改めてお詫わびに伺うかがいますが、今日はこれで失礼させていただきます」

「このあとは会社のほうと話をして下さい。約束どおり、今回の件までは表沙汰にはしませんが、彼女にも云ったように次はありませんから」

「重々承知しております。そちらの方へのお詫びも日を改めてさせていただけると幸いです」

「え、俺？」

　マネージャーは深々と頭を下げると、乗ってきた車に乗り込み、風のように去っていった。

「何だったんだ……」

「怖い思いをさせて悪かった」

「あ、いや、隼斗さんが悪いわけじゃないし」

「彼女のターゲットになったのは、俺の責任だ。もっと慎しん重ちように行動すべきだったのに、本当にすまない。お前に散々注意しておいて、自分の足を掬すくわれるなんて情けない」

　隼斗は本気で落ち込んでいるようだ。

「仕方ないよ。あの人があんな怖いことするなんて誰も想像できないだろうし」

　華きや奢しやな見た目からは過激な思考は読み取れない。人は見かけによらないというが、まさにそれを体現したような女性だった。

「そういえば、こっちはどうしようか……？」

　意識を失ったままの坂本が横たわっている。このまま放ほうっておいたら、風邪かぜを引いてしまいそうだ。

「一ひと先まず、警察に引き取ってもらおう」

「……そうだね」

　大おお事ごとにはしたくないと思ってきたけれど、彼は充じゆう分ぶん大それた行動を取ってしまった。このまま放っておいても、彼が我が身を振ふり返ることはないだろう。

　蓮はスマホを取り出し、一一〇番にコールした。










　ソファに腰こしを下ろして隼斗に淹いれてもらった紅茶を一口啜すすると、強こわ張ばっていた肩かたから力が抜ぬけていった。隼斗も蓮の隣となりに座り、自分のマグカップで同じように紅茶を飲む。

「ようやく落ち着いたな」

「そうだね」

　警察は坂本が目を覚ます前に駆けつけてくれた。同性同士のいわゆる色いろ恋こい沙ざ汰たということで説明が難しかったけれど、どうにか被ひ害がい届は受理された。

　目を覚ました彼は取り乱し、蓮を責める言葉を投げつけてきたけれど、警察官に取り押さえられて連れていかれた。

　今後のことはまだわからないけれど、少なくとも今夜は留置されるとのことだった。

「危険な目に遭あわせてしまって、本当にすまなかった」

「だから、隼斗さんのせいじゃないって云ってるじゃん」

　さっきも謝られたけれど、隼斗が気に病やむことではない。白石が坂本の犯行を煽あおったり、協力したりしたのは、蓮を遠ざけようとしてのことだが、それだって彼女が悪い。

「むしろ、あそこで隼斗さんが来てくれて助かったよ。そういえば、何であのタイミングで帰ってこられたの？」

「お前からのメールを見て、不安になったんだよ。婚約者が訪ねてきたって書いただろう？　俺にはそんな相手いないし、白石が周囲にそう自じ称しようしていたのは知ってたから彼女が来たってわかったんだ」

　やはり、白石は噓うそを云っていたということだ。彼女の言葉に矛む盾じゆんがあり、一いつ貫かん性せいがなかったのはその場凌しのぎに作られた設定だったからだろう。

「それで事務所のマネージャーさんとかを連れてきたんだ」

「そうだ。引き取ってくれる人がいないと収しゆう拾しゆうがつかないと思ったからな。メールを見たあと折り返し電話してるのに、全然出てくれないから本気で心配した」

「ご、ごめん。婚約者だって云われてビックリしちゃって……」

　隼斗からの電話に出なかったのは、二度目の失しつ恋れんに打ちひしがれていたからだ。いまとなっては勘かん違ちがいだったのだが、あのときはもう会わないほうがいいと真しん剣けんに考えていた。

　尤もつともらしい噓に騙されて、自棄やけになった行動を取ってしまった自分が恥はずかしくなる。

「俺に婚約者がいることがそんなにショックだったのか？」

「……っ」

　不意の問いかけに、カッと顔が熱くなった。云い訳ができないほどに、赤くなっているのが自分でもわかる。ごまかそうと、矢や継つぎ早ばやに質問を繰くり出した。

「で、でも、どうしてあの人はそんな噓を吐つくようになったわけ？」

「最初は本人は噓を吐いている自覚はなかったようだ。本気で俺とつき合っていると信じていたみたいだからな」

「ええと、意味がわからないんだけど、告白をちゃんと断らなかったとか？」

　断ったつもりでも、曖あい昧まいな返事になってしまっている場合もある。それを都合よく解かい釈しやくしてしまったということだろうか。

「いや、告白はされていない。気がついたら、勝手に俺たちがつき合っていると云いふらされていた」

「ええと、外そと堀ぼりから固めようってこと……？」

　周囲を盛り上げて断りづらい雰ふん囲い気きを作ろうとしたというなら、理解はできないが納なつ得とくはいく。中学生の頃ころ、女子生徒たちが友人の恋路を応おう援えんするためにそういった行動を取っていたことを思い出した。

「俺も初めはそういうことかと警けい戒かいした。だが、本気でそう思い込んでたようなんだ」

「勘違いさせるようなことしたわけじゃないんだよね？」

　慎重な隼斗が迂う闊かつな真似まねをするはずはないと思ったが、念のために確かく認にんしてみた。

「俺なりに気をつけてはいたつもりだが、配はい慮りよが足りなかったのかもしれないな。目が合ったり、番組のメンバーで食事に行ったときに席が隣になったり、あとは番組の打ち合わせ中にスタッフが席を外して二人きりになったりしたことがつき合っている根こん拠きよだそうだ」

「それだけで!?」

　蓮に対する坂本の理論にも目眩めまいがしたけれど、白石の云いい分もめちゃくちゃだった。

「少し前に俺と婚こん約やくをしたと思わせるようなブログを書かれたんだ。一部で勘ぐられて騒さわぎになって、もちろん会社でも問題になった。上司に呼び出されて、これはお前のことかと聞かれて驚おどろいたよ」

「そういうのも怖こわいね……」

　自分に非がなくても、思い込まれてしまったらどうすることもできない。さながら、サスペンス映画の始まりのようだ。

「さすがにまずいという話になって、事務所を通して注意してもらったんだ。人気もあるし、普ふ段だんの仕事ぶりは真ま面じ目めだったから、穏おん便びんにすませようってことでね。その後は大人しくなったし、番組も変わったから安心してたんだが……」

　最近、テレビで見かけなかったのは、隼斗と同じ番組に出なくなったからだったようだ。

　事を荒あら立だてない方向で問題解決を図はかりたいという気持ちはよく理解できる。蓮だって、坂本のことは警察沙汰にはしたくなかった。

　男同士だからということもあるけれど、彼に対して情が残っていないわけではないからだ。

「だが、その対応が余計に世を忍しのぶ恋という方向に妄もう想そうを助長してしまったらしい。しばらくしてから、住所も教えていない自宅に押しかけてきたり、勝手にウチの実家に挨あい拶さつに出向いたり、ゴシップ誌の記者にリークしてそれらしい写真を撮とらせようとしたこともあったな」

「ず、ずいぶん、行動的だね……。もしかして、ウチのマンションに引っ越こしてきたのってそのせい？」

「ああ」

　引っ越しの理由を聞いていなかったけれど、友人にもまだ住所を教えていないと云っていたのが気になっていた。身を隠かくすための転居だったのだ。

　隼斗がストーカー対策に詳くわしいのは、彼自身が被害者だったからというわけだ。

「だから、誰だれにも住所を教えてなかったんだ」

「結局、今度も突つき止められたけどな」

「あの人に後をつけられてたってこと？　でも、それなら部屋まではわからないよね？」

　人気商売でもある以上、会社での個人情報の取り扱あつかいはとくに慎重なはずだ。第三者に簡単に漏もれるとは思えない。どうやって、現在の住所を突き止めたのだろう。

「専門の業者でも使ったんだろう。マンションさえわかれば、帰宅のタイミングで明かりがついた部屋をチェックすれば特定も不可能じゃないしな。証しよう拠こはないが、週刊誌の記者が周辺を探さぐってたのも彼女が仕組んだことじゃないかな」

「なるほど……。でも、坂本さんとはどうやって接せつ触しよくしたんだろう」

「俺の周辺を調べて、お前のことを知ったんだろう。実は誘さそいを断って帰る云い訳に、猫ねこを飼い始めたと噓を吐いていたんだ。それも悪かったのかもしれない」

「猫？」

「それで家であったことを猫に置き換かえて話したりしてたんだが、どこかでそれを聞いていたのかもしれない」

「何で、それが俺と繫つながるの？」

「名前を聞かれて、つい〝蓮〟って」

　隼斗の気まずげな顔に、思わず吹ふき出してしまう。噓を吐くことに慣れていないせいで、そのときに呼び慣れていた名前が口をついて出てしまったのだろう。

「へえ、俺って猫だったんだ」

「ペット扱いしていたつもりはないが、いい気分はしないよな」

「別に嫌いやじゃないけど？　ご飯食べさせてもらったり、構ってもらったりしてるし、隼斗さんの猫みたいなものかも」

　隼斗にとって自分はどういう存在なのかとずっと考えていたけれど、これで得心がいった。蓮は猫のようなものなのだ。猫なら庇ひ護ごされ、世話されるのも当然だ。

　どこか落らく胆たんした気持ちがないわけではなかったけれど、それ以上にほっとした。変にヤキモキするよりは、因果関係がはっきりしていたほうがずっといい。

　そう一人で納得していたら、隼斗は手にしていたマグカップをテーブルに置き、こちらに体を向けてきた。

「な、何？」

　急に畏かしこまった空気になり、狼狽うろたえる。笑い飛ばそうとしたけれど、あまりに真剣な眼まな差ざしに何も云えなくなった。

「───こういうことは、ちゃんと云わないとな」

「あの、えっと……？」

　神しん妙みような様子で切り出され、不安になる。隼斗と同じように膝ひざに拳こぶしを置き、背筋を伸のばして座り直した。

「再会したあの日、お前のことを弟みたいなものだと云ったが、それは真実じゃない。兄のような気持ちがないわけじゃないが、放ほうっておけないと云った本当の理由は違うんだ」

「どういうこと……？」

「お前のことが好きだから、他ほかの男に手を出されたくなかったんだ」

「え？　え？　え？？？」

　隼斗の不意の告白に混乱する。

（いま、好きって云わなかった？）

　聞き間ま違ちがいか幻げん聴ちようかもしれない。

「昔、お前に告白されたときは驚いたけど、嬉うれしかった。だけど、同時に怖くなったんだ。あの頃、お前は俺にべったりだっただろ？　生まれたての雛ひなが初めて見た相手を親だと思い込むような感情を、恋こいと勘かん違ちがいしてるのかもしれないって」

「そんなわけ───」

「最後まで聞いてくれ」

　咄とつ嗟さに反論しようとした蓮の言葉は制止された。

「たとえ、本当に恋れん愛あい感情だったとしても、まだ世間を知らない子供だ。好意を寄せてくれてるからって、その気持ちにつけ込んで手元に置くことは俺のエゴになるんじゃないかって思った。これからどんどん視野が広がっていくお前の妨さまたげになりたくなかったんだ」

「……っ」

　隼斗に振ふられたことで蓮は自じ暴ぼう自じ棄きになったけれど、隼斗がそこまで自分のことについて考えてくれていたなんて想像もしていなかった。

「再会できたときは嬉しかった。けど、お前の告白をなかったことにしたことを恨うらまれてると知って後こう悔かいしたし、遊び相手の代わりに抱だけと云われたときは本当にショックだった」

「…………」

　彼の意図を知ってから自分の言動を顧かえりみると恥はずかしさしかない。何て自分勝手で短たん絡らく的な人間なのだろう。

「何より、他の男がお前に触ふれたかと思うと、嫉しつ妬とで頭がおかしくなりそうだった。けど、チャンスだとも思ったよ」

「ちゃ、チャンス？」

「どんな理由であろうが、好きな子を抱けるんだ。都合のいい男でもいいから、どんな手段を使ってでも、お前を手元に置いておこうと思った」

「なっ……」

　大だい胆たんな発言に、カッと顔が熱くなる。どういう返事をすればいいのかわからず、口をパクパクとさせてしまう。

「自分でも卑ひ怯きような男だと自覚している。いまさらこんなことを云っても遅おそいこともわかってる。だけど、一度だけチャンスをくれ」

「な、何云ってんの……」

　隼斗は一いつ旦たん言葉を切り、深呼吸してから切り出した。

「蓮、俺をお前の恋人にして欲しい」

「本当にいまさらだよ！　マジ意味わかんない、俺がどんだけ悩なやんだと思って……！　好きなんて気のせいだって決めつけられてショックだったんだからな！」

　嬉しい気持ちと腹立たしい気持ちが綯ない交ぜになり、わけもわからず怒おこってしまう。瞳ひとみの奥が熱くなり、涙なみだの衝しよう動どうが込み上げてくる。

「ごめん」

「ごめんですむわけないだろ！　俺だってずっとずっと好きだったんだからな！　好きになっちゃいけないって自分に云いい聞かせて、でも、抑おさえきれなくて……っ」

　堪こらえていた涙が一ひと粒つぶ零こぼれたあとは、止とめ処どなかった。泣きながら目の前の隼斗をぽかぽかと叩たたくけれど、隼斗は逃にげもせずされるがままになっている。

「辛つらい気持ちにさせてすまなかった。何でもするから許してくれ」

　許しを請こわれ、手を止める。

「……本当に何でも？」

「ああ。約束する」

「じゃあ、キスして」

　要求をぶつけると、隼斗は意外そうな顔で目を瞠みはった。

「それだけでいいのか？」

「一回で許すわけじゃないからな」

「何回すればいい？」

「そんなの、してみないとわかんない」

「それもそうだな」

　顎あごを持ち上げられ、恭うやうやしく口づけられる。触れるだけのキスがもどかしくて、蓮の唇くちびるを啄ついばんでくる隼斗の唇を無心に追いかけてしまった。

　いまは言葉を紡つむぐことすら煩わずらわしい。隼斗の襟えりを摑つかんで強く引き寄せると、嚙かみつくように唇を求める。ソファに押し倒たおされ、口づけが一層深くなった。　>>>♥

「んん、ん……っ」

　触れ合った場所から、体温が伝わってくることが幸せだった。少しでも離はなれたら、夢から覚めてしまいそうで怖こわかった。

「どうした？」

「……夢じゃないよね？」

「夢のようではあるが、現実だ。ちゃんと俺はここにいるだろ？」

「うん」

　幸せすぎて、また泣けてきた。隼斗は蓮の涙を唇で拭ぬぐい、慈いつくしむように顔中にキスを降らせてきた。

「すき、隼斗さん、好き……っ」

　そう訴うつたえながら腕うでを伸ばすと、隼斗は蓮を抱きしめてくれた。力強い抱ほう擁ように、またどうしようもなく泣けてくる。

　こんなに好きな人がいるのに、どうして他の男に身を任せることができたのだろう。いまとなっては、自分でも理解できない。

「俺も好きだよ、蓮」

　隼斗の声が、鼓こ膜まくに甘く染しみこんでいく。

　再びキスをねだろうと顔を寄せるけれど、やんわりと押し止とどめられた。

「……や、もっと……」

「キスだけでいいのか？」

　問いかけに、首を横に振る。この期ごに及およんで、キスだけで終わりにできるはずがない。

　してもらえるなら、全部欲しい。もっとめちゃくちゃにされて、触れ合って、存在を感じたかった。










　場所を寝しん室しつに変え、お互たがいの体を探さぐり合う。

　蓮も隼斗の服を寛くつろがせ、忙せわしなく屹きつ立りつを引っ張り出す。直じかに触れるそれは熱くて、思わず喉のどを鳴らしてしまった。

　そのまま硬かたいものを擦こすって刺し激げきしようとしたら、やんわりと手を押さえられてしまった。

「何で……？」

「一いつ緒しよにしたほうがいいだろ」

「あっ」

　二人ぶんの欲望をまとめて握にぎり込まれる。重なり合ったものを上下に扱しごかれると、屹立同士も擦れてしまう。

「一緒にって云っただろ？」

「あ、ぁ、あ……っ」

　蓮も手を動かすよう促うながされ、力が入らない指をゆるゆると動かす。自じ慰いのときとは違う快感に、全身が甘く痺しびれていく。

「や、あ、んん……っ」

「もっと力入るだろ？　いつも自分でしてるみたいにやってみて」

「そんなこと、云われたって……っ」

　隼斗の指の感かん触しよくが気持ちよすぎて、指先まで力が入りきらないのだ。それでも、必死に手の中の欲望をあやす。

「蓮の気持ちいいとこってどこ？」

「どこって───あ、ぁン、あ！」

「このへんが好きなのか」

「あっ、ああっあ」

　余よ裕ゆうたっぷりの隼斗は、実験するかのように刺激の強弱を変え、蓮の弱点を探り当てる。見つけ出された場所を集中的に責められ、限界が近づいてきた。

「あ、あ、出る、出ちゃ……っ」

「もう少し我が慢まんできるだろう？」

「無理、あ、ああっ、あ、あー……っ」

　キツく扱かれた弾はずみに、一人先に欲望を爆はぜさせてしまった。隼斗の手の中に白はく濁だくを吐はき出してしまう。

「はあ、はあ……」

　隼斗の胸に倒れ込む。頭を乗せ、頭が真っ白になるほどの解放感と全力疾しつ走そうのあとのような疲ひ労ろうに肩かたを上下させていると、不意にズボンを引き下げられた。

　そして、自分の体液でぬるつく指で尻しりの狭はざ間まを探られ、はっと我われに返った。

「……っ、ま、待って、隼斗さんの俺がするから」

　自分ばかりよくしてもらっていることに気づき、慌あわてて顔を上げる。

「いいから動くな」

「あっ、んん」

　不意に冷たさを感じて顔を上げる。視線を巡めぐらせると、隼斗は見覚えのないローションのボトルを手にしていた。

「それ……」

　隼斗が新しく用意していたようだ。

「他ほかの男と使ったやつは捨てておけ。いいな？」

「……うん」

　もしかして、嫉しつ妬としてくれていたのだろうか。申し訳ない気持ちもあったけれど、あからさまな嫉妬を見せてくれて嬉うれしかった。

「ぅあっ、あ、あ……っ」

　自分の中で指が蠢うごめく感触に、びくびくと震ふるえてしまう。太ふと腿ももに当たる怒ど張ちようはいまにも爆ぜてしまいそうなほどに張り詰つめていた。

「隼斗さん、もう入れて……」

「まだキツいだろ」

「大だい丈じよう夫ぶ、俺にやらせて」

「蓮？」

　体の上下を入れ替かえようとするのをやんわりと拒こばみ、蓮は下か肢しに身に着けていたものを全すべて脱ぬぎ捨て、隼斗の上に跨またがった。

　熱いきり立つ屹立に手を添そえ、指で慣らされていたその場所に宛あてがうと、歯を食い縛しばりながら腰こしを落としていく。

「う、ん……っ」

　息を詰めていると、体に力が入ってしまう。呼吸をしようと意識するが、押し入ってくる昂たかぶりの存在感にそんな余裕などない。

「ぅあっ」

「……キツくて、ごめん」

「お前が謝ることじゃないだろう」

　隼斗が小さく笑うその振しん動どうにすら、敏びん感かんになった体は反応してしまう。しかし、このまま待っていて辛つらいのは隼斗のほうだ。

「好きに、動いていいよ……？」

　待ってくれている隼斗にそう告げる。

「バカ、まだ辛いだろ」

　体の中を無理に押し開かれている圧あつ迫ぱく感かんはキツかったけれど、このままじっとしていてもどうしようもない。

「いいから……お願い、酷ひどくして」

　息も絶え絶えに懇こん願がんすると、隼斗はごくりと喉を鳴らした。　>>>♥

「そう焦あせるな。第一、大人を煽あおるんじゃない。二人で気持ちよくならなきゃ意味ないだろ？」

「ちゃんと気持ちいいよ」

　これは噓うそではない。自分の中に隼斗がいるのだと思うと、それだけで体が熱くなる。

「もっとよくなったほうがいいだろう？」

　隼斗はそう問いながら、跨がった蓮の服の下に手を忍しのび込ませる。肌はだの上を彷徨さまようように撫なでたあと、ようやく見つけ出した乳ち首くびを摘つまみ上げた。

「や……っ」

「やっぱり、ここ好きなんだな」

　一ひと際きわ高い声を上げた蓮の反応に、隼斗は小さく笑う。

「あっ、ぁん！」

　強く抓つねられ、背中を丸める。微び妙みような強弱に快感が込み上げる。刺激のたびに体が強こわ張ばり、吞のみ込んだ屹立を締しめつけてしまう。

　体の奥のほうにある疼うずきがどんどん酷くなり、我慢できずに腰を自分で揺ゆらしてしまう。その動きに合わせて、隼斗も下から揺すってくる。

「ぅん、あ、や、ぁあっ」

　反り返った自身の先せん端たんが潤うるんできている様子が目に入る。

「これだけでイキそうだな」

「や、あっ、強く、しないで……っ」

「強くなんてしてないだろう。お前が敏感すぎるだけだ」

「あっ、ぁ、あ……っ」

　軽く突つき上げられた瞬しゆん間かん、びくびくと下腹部が震えた。隼斗の服に白濁が散っているのを見て、自分が再び欲望を爆ぜさせてしまったのだとわかる。

「ご、ごめん」

「だから、どうして謝るんだ。気持ちよかったんだろう？」

「……うん」

　だけど、あれだけのことで達してしまうなんて、堪こらえ性しようがなさすぎる。しかも、これで二度目だ。しかし、自らの呆あつ気けなさを恥はじる間もなく、律動が再開された。

「ひぁ……っ、あっあ、待って、ああっ」

「さっき急せかしたのは誰だれだった？」

「それは───あぁっ、あ、は……っ、あ……！」

　繰くり返される突き上げに、ベッドの上で弾むように体が上下する。




　腰を抱かかえ直され、穿うがたれる衝しよう撃げきに言葉を紡つむげなくなってしまう。快感に翻ほん弄ろうされ、蓮の理性は呆気なく瓦が解かいしていった。

　隼斗の腕うでに爪つめを立て、湧わき上がる衝動に身を任せる。

「あ、あ、ぁああ……ッ」

　二度目の終わりを迎むかえた直後、体の奥に欲望が叩たたきつけられるのを感じた。








７






「……これでよかったんだよね」

　弁護士事務所を出た蓮は、誰ともなしにそう呟つぶやいた。

「お前が納なつ得とくしてるなら、それでいい。厳げん罰ばつを与あたえるばかりがいいってわけでもないしな」

　答えを望んでいたわけではなかったけれど、隣となりにいる隼斗が肯こう定ていしてくれる。

　仕事終わりに落ち合い、つき添ってくれたのだ。今日はスーツ姿のままだが、帰宅を急ぐサラリーマンが行き交かう中では誰も隼斗の存在には気づかない。

「うん」

　坂本は一いつ旦たん逮たい捕ほされたけれど、彼が暴走した原因は自じ堕だ落らくに遊んでいた自分にもあると反省した。

　最初の面会こそ、気が昂ぶっていたようだったけれど、話し合いを何度も重ねたことで、坂本は憑つきものが落ちたようになっていった。

　そんな彼の変化を見て、カウンセリングを条件に被ひ害がい届を取り下げることにしたというわけだ。

　蓮との関係以外でも、上手うまくいかないことが多かったらしい。仕事で大きな失敗をしたり、家族が病気になったりと、気が滅め入いることが続く中で思い詰つめていったようだった。

　心が疲ひ弊へいしたときの荒すさんだ気持ちは、蓮にも経験のあることだった。

　坂本の暴走は、やはり白石に煽られた結果だとわかった。白石は隼斗のことを調べ上げ、蓮の存在が障害であると判断し、引き離はなすためにあんな画策をしたようだ。

　その白石のほうは監かん視しつきの自宅謹きん慎しんとなっているらしい。確証はないが、蓮への無言電話の一部も彼女の仕し業わざだったのではという話だった。

　家いえ柄がらもよく優ゆう秀しゆうで美人な白石は、学生時代から我が儘ままで有名だったらしい。

　自分の思いどおりにならないことはないと思っている節があり、気に食わない相手は周囲の人間を使って追い落としたりしていたようだ。

　警察沙ざ汰た一歩手前まで行ってしまったということで、いまは実家が厳しく見張っているとのことだった。

「引っ越こしの準備を任せっきりですまないな」

「隼斗さんは仕事があるんだから仕方ないじゃん。引っ越し当日に休みが取れるならそれでいいよ」

　念のためということと、気持ちを切り替えて生活するために、引っ越すことにした。これまでと違ちがうのは、二人で暮らす部屋を借りたということだ。

　両親は蓮にさほど興味がないとは云いえ、二人暮らしの許可を取るために揃そろって説明に行ったときの隼斗の語り口は見事だった。

　彼らに自分たちの関係はバレてはいないが、隼斗の母親には薄うす々うす勘かんづかれている気もする。それでも、非難めいたことは一言も云われず、それどころか「いつでも遊びに来て」と名残なごり惜おしげに見送ってくれた。

「来週からは改めて新しん婚こん生活のスタートだな」

「し、新婚って……別に籍せき入れたりしたわけじゃないし……」

　浮うかれた隼斗の発言にツッコミを入れつつも、蓮も内心では浮かれていた。新生活のことを妄もう想そうするだけで、口元が緩ゆるんできてしまう。

「いつか籍も入れられるといいな」

「はあ？」

「とりあえずは婚前旅行に行こう。夏期休きゆう暇かならまとまった休みが取れるから、いまから行き先を見み繕つくろっておこう」

「ちょ、ちょっと！　さすがに浮かれすぎだと思うんだけど」

「好きな子と一いつ緒しよに暮らすのに、浮かれない男がいるわけないだろう」

「[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ」

　あの日からストレートさが増した隼斗の言葉は、攻こう撃げき力が増した。ドキドキしすぎて、このままの生活が続いたら蓮の心臓は持たないかもしれない。

「早く帰ろう。一秒でも早く二人きりになりたい。今夜は眠ねむらせてやれないかもな」

「……っ、帰るまでエロいこと云うの禁止」

「どこがエロかった？　具体的に説明して欲しいな」

「もう黙だまってて！」

　甘い言葉への防ぼう御ぎよ策が思いつかず、根本から封ふうじるしかなかった。








あとがき









　はじめまして、こんにちは、藤ふじ崎さき都みやこです。

　今年の夏もうんざりするくらい暑い日々が続いておりますが、皆みな様さまいかがお過ごしですか？

　今シーズンこそ、ふわふわかき氷を食べに行こうと思ってるのですが、結局、出で不ぶ精しようのまま秋を迎むかえていそうな気がします。この本が出る頃ころには野望が達成できてますように！

　皆様も暑さには気をつけて、体調を崩くずさないようお過ごし下さいね。




　さて、この度たびは『ふられても、好きなひと。』をお手に取って下さいまして、ありがとうございました！

　今回も、ツンデレ受、歳としの差、再会ラブと個人的に好きな要素を盛り込んでみました！

　書きながら、もっとそこは素す直なおに話して！　とツッコみたくなることもあるのですが、すれ違ちがいやもどかしさもスパイスの一つなので、ぐっと我が慢まんしています（苦笑）。

　私がツンデレを書くと、何故なぜかツンの割合が少なくなってしまうのが悩なやましいのですが、楽しく書かせていただきました。

　皆様にも少しでも楽しんでいただけていたら幸いです。




　お知らせをいくつかさせて下さい。

　現在、コミックスレーベルあすかコミックスＣＬ‐ＤＸから、四ヶ月連続刊行をしていただいております。




二〇一六年七月一日発売『世界一初恋～羽鳥芳雪の場合～』

　　　　　　　　　　　『世界一初恋～吉野千秋の場合～』

二〇一六年八月一日発売『世界一初恋～吉野千秋の場合２～』

　　　　　　　　　　　『世界一初恋～横澤隆史の場合～』

二〇一六年九月一日発売『世界一初恋～横澤隆史の場合２～』

二〇一六年十月一日発売予定『世界一初恋～横澤隆史の場合３～』




『羽鳥芳雪の場合』は書き下ろし小説＆中なか村むら春しゆん菊ぎく先生の描かき下ろし漫まん画がを収録した新作。

　そして『吉野千秋の場合』と『横澤隆史の場合』は文庫版を二冊ずつ合本したうえで、書き下ろし小説と中村先生の描き下ろし漫画が収録されています。カバーイラストも中村先生の描き下ろしです。

　どれもコミックスサイズでの刊行となっておりますので、文庫版よりも大きな中村先生のイラストと漫画が楽しんでいただけるかと思います！

　文庫が手に入りにくい、コミックスサイズで中村先生の漫画が見たいといったご意見を参考にさせていただいた企き画かくとなっております。

　もしご興味を持たれましたら、こちらもお手に取っていただけると幸いです。コミックスの『小野寺律の場合』の横に並べていただけると嬉うれしいです！




　それと、雑誌『エメラルド夏の号』が二〇一六年八月三十日に発売です。

　[image: 蓮]はす川かわ愛あい先生に漫画を描き下ろしていただいた『トラップ』シリーズや、『羽鳥芳雪の場合』『吉野千秋の場合』の小説短編が載のっておりますので、こちらもどうぞよろしくお願いします！




　最後に、お世話になりました皆様へお礼を。

　素敵なイラストを描いて下さいました陸りく裕ゆう千ち景か子こ先生、今回もありがとうございました！　蓮れんが可愛かわいくて堪たまりません！　隼はや斗ともイラストのお陰かげで男前度がＵＰしてます!!

　担当の相あい澤ざわさんには、毎度のことながら大変お世話になりました。ご多た忙ぼうかと思いますが、どうかご自愛下さい。

　出版にあたり携たずさわって下さった皆様も本当にありがとうございました！

　そして、お手に取って下さった皆様にもお礼申し上げます。最後までおつき合い下さいまして、ありがとうございました！

　それでは、またいつか貴方あなたにお会いすることができますように♡





二〇一六年夏




藤崎　都
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